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			トカゲといっしょ③

			岩舘野良猫

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　小久江厚＋植草秀之（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第一話　渡川の作戦

			第二話　戦場の貴婦人

			第三話　戦場の犬たち

			第四話　水妖の正体

			第五話　沿岸部の攻防

			第六話　異邦人の評定

			第七話　十人の潜行者

			第八話　ルシアナの正体

			幕間　崩御の夢

		

	
		
			　

			第一話　渡川の作戦

			　

			　昼過ぎに、ハザマはアルマヌニア公に呼び出された。

			　トエスとハヌンは新しく来た人々を差配するのに忙しかったので、リンザとカレニライナ、クリフだけを伴って、アルマヌニア公の陣地に向かう。

			　

			「昨日着いたばかりで悪いのだが」

			　ハザマが到着すると、アルマヌニア公は待ちかまえていたように用件を切りだしてきた。

			「さっそく、働いて貰おうかと思う。われらは基本的には後詰めであるのだが、普段から多少の戦果をあげておかないと、将兵の志気に関わる」

			「でも、最前線の激戦区は、ベレンティア公が采配を振っているんでしょう？」

			　ハザマは、素朴な疑問を口にした。

			「そうそう。それはまぁいいんだよ。あっちは地元だし、負ければそれだけで領地が減る。熱心になるのも、無理はない」

			　アルマヌニア公は、そんなことをいいながら、一人でうんうんと頷いている。

			「ただ、こっちはこっちで、自分の取り分くらいは稼いでおかんとな。来るだけ来て、最後まで突っ立っててもここまでの旅費とかは誰も負担してくれん」

			　戦場に来ただけで報酬が発生するほど、甘くもないようだった。

			　ハザマたち洞窟衆の場合は自前の商売でかなり潤っているのだが、そうではない貴族や傭兵たちは、なんらかの形で戦果をあげない限り赤字になる構造になっているようだ。

			「それで、今回の作戦は？」

			　ハザマは、訊ねてみた。拒否権があるのかどうかはわからないが、あまりにも成功率が低い作戦だったら、なんか適当な理由をつけて参加を見合わせるつもりだった。

			「バタス川をな、渡ろうと思う。詳しい説明は、これよりムヒライヒにさせる」

			　

			　アルマヌニア公に招集されたのは、ハザマたちだけではなかった。

			　他の、小領主やそれ以下の下級貴族、傭兵たちなどが集まって、アルマヌニア公の次男であるというムヒライヒの説明を受けている。

			「バタス川の対岸には、バボタタス橋に補給物資を運ぶための山道が走っています」

			　ムヒライヒは、三十前後の痩せた男だった。

			「バボタタス橋に物資を運ぶ道はこの一つだけではありませんが、この山道を押さえればバボタタス橋戦線への進行路が一つ増え、敵軍に対して大きな威圧となり得ます」

			　ムヒライヒの説明を簡略に記せば、以下の通りとなる。

			　その山道は、バタス川に並走する形となっている。

			　バタス川は、川幅も極端に広くはなく、さほど深くもない。だが、流れは急であり、歩兵が川を渡る際には、どうしても速度が犠牲になる。

			　敵軍もそれを前提として迎撃の用意をしている。山道の前に多数の弓兵、投石兵を置き、川を渡ってくる歩兵を狙い撃ちにしようと待ちかまえているはずだ。

			「これを突破するために」

			　そうした状況を打破するためにアルマヌニア公の幕僚が考案した作戦は、以下の通りとなる。

			　最前列に頑丈なタワーシールドを持った兵を、その直後に工兵を配置して、横一列にして川を渡らせ、川を渡りきるまでは、最前列の兵がタワーシールドで敵の攻撃を受け止め続ける。

			　無事に川を渡ったら、工兵たちはタワーシールドに隠れて浮き橋の設置作業を開始する。浮き橋の設置に成功したら、総員で突撃。

			　案外シンプルな作戦だな、というのが、ハザマの感想だった。これくらい単純な方がうまく行くのかも知れないが。

			「工兵とタワーシールドを持つ盾兵は、すでに準備を整え終えています。ここにお集まりの皆さまにおかれましては、浮き橋設置以後の攻撃に参加していただきたい」

			　続いてムヒライヒは、作戦従事者一人あたりの報酬や、作戦が成功した時の報奨金などについて、具体的な金額を提示して説明する。

			　聴衆である将兵は、その額を聞いても特に騒ぐことはなかった。幻滅した様子もない代わりに、声をあげて歓喜する風でもない。

			「作戦の概要は、以上の通りになります。ここまでで、なにか質問は？」

			　一通りの説明を終えたあと、ムヒライヒはその場にいた将兵に向かってそういった。

			「はい」

			　ハザマが、真っ先に手を挙げる。

			「貴様か。身の程を弁(わきま)えず、盾兵に志願したとかいうやつは？」

			　上から見下ろされて、そういわれた。

			　ハザマに声をかけて来た男だけではなく、その場に集められて来た盾兵全員が、大男ばかりだった。おそらく、体格のよい者ばかりが集められたのだろう。

			　ハザマの目測によれば、だいたいの者が身長百九十センチを超えている。

			「ええ」

			　ハザマは、その男を見上げて涼しい顔をして答えた。実はハザマが盾兵に志願をしたのではなく、作戦への参加を半ば強要されてここに来ただけなのだが、そうした委細をここで説明したところで意味がないので、そのまま流す。

			「志願といいますか、この部署が一番、危険が少ないようなので。どうか一つ、うちの者にもその盾兵ってのを試させてください」

			「試すのは、いっこうに構わんがな。だが、無駄骨に終わるぞ。ほれ、そこのタワーシールドだ」

			　大男が顎で示した先に、確かに大きなタワーシールドが並んで立てかけてあった。

			「普通のやつなら、持ち上げられただけでもたいしたもんだ。実戦では、こいつを持って川を渡らなけりゃならん」

			　そのタワーシールドは、高さ約二メートル、幅約一メートル。堅くて重い木材の枠に、分厚い板金が張ってあった。

			　これくらい頑丈そうなら、たいていの遠距離攻撃は防ぐことが可能だろう。

			「そんじゃあ、試させて貰っていいっすか？」

			　返事も聞かず、ハザマはタワーシールドが立てかけてある場所まで軽い足取りで近寄っていく。そして、タワーシールドの端を掴んでひょいとひっくり返し、把手を持って片手で持ち上げた。

			「重いことは重いけど、取り回せないほどではないなあ」

			　重量は百キロもいかないんじゃないか、という感触だった。

			「これなら、おれ、両手に一つずつ持っても大丈夫だけど。リンザも、ちょっと持ってみろ」

			「別にいいですけど」

			　続いて、小娘にしか見えないリンザが気軽にそういって、タワーシールドをひょいと持ち上げた。

			「確かに、持てないほどの重さでもないですね。片手に一つずつ、というのは流石に無理ですが」

			　タワーシールドの把手を両手でしっかり握り、リンザはそう答える。

			　盾兵たちは、目を見開いて無言のままその様子を見ていた。

			　リンザの身長は、百六十センチ足らず。

			　大男揃いの盾兵たちの、せいぜい胸あたりまでしかない小娘が、特製の重たいタワーシールドを苦もなく振り回しているのだ。

			「タワーシールド五枚分、うちら洞窟衆で担当していいっすか？」

			　ハザマの言葉に反対できる者は、その場にはいなかった。

			　

			「ということで、要領については前に説明した通りで、特に変更はない感じなんだけど」

			　翌日、バタス川の川岸付近に作戦参加者が集められた。

			　ハザマは、リンザ、ハヌン、トエス、それに百匹の犬頭人たちに向かって、そういった。

			「基本的に単純な作戦だし、そんなに難しいことはないと思う」

			「質問」

			　ハヌンが、手を挙げた。

			「その……川が、予想以上に深かった場合はどうなるの？」

			　ハヌンは、同年輩のリンザやトエスと比べても、背が低い。下手をすると、百五十センチいかないかも知れない。

			「タワーシールドがかなり重いから、溺れるということはないだろう」

			　ハザマは、静かな口調で説明した。

			「どちらかというと、沈む。だから、息を止めてそのまま前に歩け。そんで、息が詰まってきたら、真上にぴょんと飛び上がって息をする。これしかないな」

			「あんたねぇ！」

			　真顔でそんなことをいいだしたハザマに、ハヌンが切れた。

			「冗談でもないんだが。まあ、すぐうしろには工兵の皆さんが続いているわけだし、実際にはそんなに心配することはないだろう。もう少し、周りにいる人たちを信用しろ」

			　ハザマがそうつけ加えると、その場に居合わせた工兵たちも、「そうだそうだ」とか「なにかあったら絶対にお助けします！」とか、軽い調子でハザマに合わせはじめる。

			　戦場ではどうしても男女比に偏りが出るため、年端もいかない少女であるリンザたちは人気が高かった。

			「あー、もう！　どさくさにまぎれて水の中で変なところ触らないでよ！」

			　ハヌンは喚いたが、そうすることで少しは気が晴れたらしく、そのまま温(おと)和(な)しくなった。

			　

			「盾兵、準備！」

			　アルマヌニア公の三男だとかいう男が、号令をかける。

			　昨日、ハザマたちを嘲笑しようとして出鼻を挫かれた、選抜盾兵隊の長だ。

			　次男のムヒライヒにはどこか神経質そうな印象を受けたものだが、この三男は厳つい一方の大男だった。

			　そのアルマヌニア公の三男、ブシェラムヒの号令に従って、盾兵たちがタワーシールドを構え、横一列に並ぶ。

			　ハザマ、リンザ、ハヌン、トエスの四人も、その中にいた。

			「盾兵、前進！」

			　ブシェラムヒの声に従って、盾兵たちが一斉に前に進む。

			　川の中に入って歩みを緩めず、そのまま前に進み続けた。

			　そのすぐあとに、工兵たちが続く。

			　工兵たちもタワーシールドで敵の攻撃を弾ける範囲内にいなければ、作戦の意味がないのだ。

			　進み続けるにつれ、水深は深くなっていく。

			　膝がかぶる程度だったものが、すぐに腰まで浸かるようになり、川幅の三分の一ほどまでいったあたりで、いきなり深くなる。

			「ぱっ！」

			　唐突に水が深くなったので、一番背が低いハヌンが一瞬沈み込んで水を飲みそうになった。

			「大丈夫か？」

			　ハザマは、一応声をかけておく。

			「問題ない！」

			　苛立ちを含んだハヌンの声が、すぐに返ってきた。

			「いきなりだったんで、驚いただけ！」

			　さらに進むと、ハヌンの顔の下半分が、完全に水面の下に隠れるようになった。時おり浮上して顔を出すのは、川の底を蹴って跳びあがっているのか。

			　リンザやトエスたちも、なんとか顎を水の上に出そうと、悪戦苦闘しているようだ。

			　川幅の半ばを過ぎたあたりで、頭上に構えたタワーシールドに、矢や石が当たりはじめる。

			　矢が当たる感触は軽かったが、石が当たる感触は重い。気を抜いたら、よろめくどころかその場で押し戻される。

			　矢はともかく、重たい石をよくもこんな遠くまで投げられるものだ、とハザマは感心した。

			　ハザマは、この時点では、石に縄を繋いで振り回して投げる、という方法を知らなかった。

			　がん、がん、がん、とひっきりなしにタワーシールドの表面を叩く攻撃にもめげず、ハザマたち盾兵は前に進み続ける。

			　もう川の半ばも過ぎた頃であろうか。

			　ハヌンなどは完全に盾を持った腕だけを水上に掲げ、時おり飛び上がって息をついている。そんな状態では、当然周囲の状況などよく把握できない。

			　ただひたすら、前に進むだけだ。

			　前に進むほど、タワーシールドを打ちつける打撃音の密度は濃くなる。

			　硬質の雨だれ音は、今や、耳を聾せんばかりの騒音になっていた。

			　それでも、前に進む。

			　攻撃の密度はあがってきたが、水深は徐々に浅くなってきた。

			　タワーシールドの角度をうまく調整しながら、さらに前へ。

			　進むにつれ、肩が、腰が、水面の上に出てくるようになった。

			　ハザマは、素早く視線を走らせて周囲の様子を窺う。

			　タワーシールドを構えているため、前方は見えないわけだが……ハザマに少し遅れただけで、リンザ、ハヌン、トエスの三人がしっかりと食らいついてきている。

			　他の盾兵たちは、まだ頭上にタワーシールドを掲げて首まで水に浸かっていた。

			　別に急いだわけでもないのだが、ハザマら四人の身体能力は普通の人間よりそれなりに底上げされているので、進行速度に差が出ていた。

			　特に足並みを揃えよということも事前にいわれていなかったので、ハザマは足を運ぶ速度をさらに上げる。水の抵抗が少なくなった分、歩きやすくなったため、そうと意識せずとも速度が増していく。

			　その代わり、敵兵からの攻撃は、突出しているハザマたちに集中した。

			　石が、矢が、これでもかというほどにタワーシールドにぶち当たる。

			　距離が近くなったせいか、衝撃もそれだけ大きくなっていた。

			　横目で確認すると、リンザたち三人もそれらの追突の衝撃でよろめいている。

			　両手に一つずつタワーシールドを構えているハザマは、シールドの重量分、安定感が増しているようだ。

			　ハザマたちはさらに進む。

			　工兵たちも、無事にハザマの背後についてきている。

			　そのまま岸にあがった。

			　ハザマは、川岸から三メートルほど距離を置いた場所に二つのタワーシールドを置き、両手でそれを支える。

			　山岳民からの攻撃は、タワーシールドになにかぶつかる物音が以前にも増して喧(やかま)しいほどになっている。しっかり手で支えて踏ん張っていないと、タワーシールドもろとも背後に倒されてしまいそうだった。

			　三人の工兵たちが、早速ハザマの背後で作業を開始する。

			　一人は、持っていた綱を引き、あとの二人は地面にいくつもの杭を打つ。

			　リンザ、ハヌン、トエスの三人も、ハザマから少し遅れて到着した。

			　ハザマのタワーシールドにそれぞれに持っていたタワーシールドを隣接させ、地面上に安置する。

			　その三人の背後にいた工兵たちも上陸し、黙々と作業を続けた。

			　この頃になると、他の盾兵たちの中にも、ぼちぼち岸に近づいてきた者が現れる。

			　ただし、山岳民の攻撃をうまく相殺できず、その場で後転する者も少なくはなかった。

			　最初に作業を開始した、ハザマの背後にいた工兵たちは、必要な杭を打ち終え、今では三人総出で綱を引いている。

			　綱の先についているのは、丸太の両端を綱で繋いだような浮き橋だ。

			　こちらの岸に引き寄せた浮き橋の端の綱を、地面に打った杭にしっかりと繋ぎ止める。

			「ひとつ、完成しました！」

			　工兵が、ハザマに告げる。

			　幅約一メートルほどの浮き橋が、水面上に固定されていた。

			　工兵たちは、すぐにその隣の綱を引きはじめた。

			　遅れていた他の盾兵たちも、ぼちぼち上陸しはじめたようだ。

			『来い！』

			　と、ハザマは通信で犬頭人たちに呼びかける。

			　向こう岸に、五十匹の犬頭人たちを待機させていた。

			「それじゃあ」

			　ハザマは、両手にタワーシールドを掲げながら、再び前進する。

			「ぼちぼち、行きますかぁ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ムヒライヒ・アルマヌニアは自分の命令を待たずに一斉に駆けだした犬頭人たちを冷静に見送った。

			　この場の指揮権はムヒライヒにあり、犬頭人たちの行動は明らかにムヒライヒの権限を侵しているわけだが、相手はヒトならぬ犬頭人どもである。必ずしもヒトの道理で縛れるものとも限らない。そう、ムヒライヒは割り切っていた。

			　それに。

			『いい頃合いでもありますしね』

			　一つ目の浮き橋が、無事にかかった。これは、よい。

			　しかし、それだけでこの作戦の成功が保証されたわけでもない。

			　むしろ、このせっかくかけた浮き橋を守り、自軍が対岸の一部を占有できるかどうかが、鍵なのだ。

			　そのためにも。

			『彼らには、斬り込み役をやって貰いましょう』

			　先行して接敵する者たちは、一番苛烈な攻撃に晒されることになる。

			　その一番犠牲が出やすい役割をハザマたち洞窟衆が率先してやってくれるというのなら、ムヒライヒとしても異存はなかった。

			　犬頭人たちは……速い。

			　もう、全員が浮橋を渡りきり、対岸まで着いていた。

			「残りの部隊も、急ぎ、彼らに続きなさい！」

			　ムヒライヒは、号令をかける。

			「洞窟衆だけに、手柄を独占させることのないように！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ハザマたちが苦労して水中を走踏した距離を、犬頭人たちはあっという間に駆け抜けた。

			　対岸に着いた犬頭人の何匹かは、リンザ、ハヌン、トエスと交替してタワーシールドを支える。

			　犬頭人と入れ替わった三人は、残りの犬頭人たちとともにハザマのあとを追った。

			　ハザマは、両手にふたつのタワーシールドを構えたまままっすぐに進む。すぐそのあとには犬頭人の群れが続いている。

			　そのままの体勢で、ハザマは今、かなり急な傾斜を駆けあがっているところだった。

			　川岸のすぐそばから急な傾斜になっていて、そこを登りきった場所に、川と並行して走っている山道がある。

			　そこに、山岳民の兵士たちが並び、川のある方向へ絶え間なく攻撃をしていた。

			　移動速度が極端に落ちる川が第一の、そしてこの急斜面が第二の防衛ラインなのだろう。

			　移動する速度が落ちれば、攻撃を当てるのもそれだけ容易となる。攻撃する側は、効率的に迎撃できる……はず、だった。

			　ハザマは例外となったが。

			　川を横断する際の機敏さも、斜面を駆けあがる速度も、山岳民の想定する範疇をあきらかに超えていた。

			　それだけではなく。

			　ハザマが、山道に近寄ると、途端に山岳民からの攻撃が途絶えた。

			　今、ハザマの肩にしがみついているバジルの能力の、有効範囲内に入ったのだった。

			　ハザマの近くにいなかった山岳民たちは、なぜ味方が突然攻撃の手を止めたのか、訝(いぶか)しんだものだ。

			　が、その解答を見いだすための時間は、与えられなかった。

			　ハザマの背後に付いてきた犬頭人の群れが、そのまま襲いかかってきたのだ。

			「よっ、と」

			　重たいタワーシールドを両手に持ったまま、ハザマは、難なく急斜面を登りきった。

			　すぐあとについて来た犬頭人たちに、ふたつのタワーシールドを託す。

			「そいつを持って、お前らは左右に展開しろ。無理に殺す必要はないぞ。適度に傷をつけ、とにかく戦闘不能者を増やせ」

			　そして、犬頭人たちに、そう指示を出した。

			　左右に分かれ、先頭にタワーシールドをもって進む犬頭人たちは、山岳民たちをあっけなく突き崩す。

			　横合いからの遠距離射撃はタワーシールドに阻まれる。そして、懐に入った犬頭人は、ドワーフの手による鋭利な刀剣類を手にして山岳民に襲いかかる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「続け！　洞窟衆に続け！」

			「洞窟衆に遅れを取るな！」

			　ムヒライヒの号令を受け、かかったばかりの浮き橋の上を駆ける者たちがいる。その多くは、領地を持たない下級貴族や傭兵であり、彼らは総じて武勲をたてる機会に飢えていた。

			　功績をたてればそれだけ恩賞も増え、場合によっては領地を受領できる可能性さえ出てくる。

			　そのため、彼らは戦についても真剣にならざるを得なかった。

			「攻撃が、やんだ？」

			　盾兵の長、ブシェラムヒは、それまでしつこくタワーシールドを打っていた攻撃音が不意に止まったことを、不審に思う。

			　この時のブシェラムヒはまだ渡河の最中だった。

			「なんでだ？」

			　疑問に感じたまま、タワーシールドの縁から顔を出し、前方を確認する。

			「なんと！」

			　ブシェラムヒ・アルマヌニアが、叫んだ。

			「犬頭人どもが……洞窟衆が、先に山岳民どもを駆逐しかけているではないか！」

			　そのブシェラムヒから少し距離をあけた場所では、対岸から架かったばかりの浮橋を渡って新手の兵士たちが駆け、目的の岸へと到着するところだった。

			「洞窟衆に続け！」

			「遅れを取るな！」

			　などと口々に叫びながら、そのまま斜面を駆け上っていく。

			「ええい！　われら、盾兵もやつらに続けぇ！」

			　ブシェラムヒが、叫ぶ。

			「しかし、ブシェラムヒ様。われら盾兵の役目は、工兵を守ることでは」

			　隣にいた盾兵が、ブシェラムヒに異を唱える。

			「誰から、工兵を守るというのか！」

			　ブシェラムヒは、再び叫んだ。

			「このままでは、武功を横取りされるぞ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よっ。ほっ。ほっ」

			　その頃、先行していたハザマたちは、山道ならぬ山の中を駆けあがっている最中だった。

			　鬱(うつ)蒼(そう)と生い茂る木立の中を走っている。

			　途中、川と並走する山道と同じような幅の道をいくつか横切ったが、ハザマは意識にも留めなかった。

			　通過する際に、たまたまその場にいた敵兵を硬直させはしたが……それも、通りすがりの駄賃のようなものだ。

			「……本当にこっちの方向でいいんですか？」

			　少し遅れて付いて来ていたリンザが、ハザマに問いかける。

			「いいの、いいの。こっちの方向で」

			　そう答えるハザマは、息すら弾ませていなかった。

			「バジルが、こっちの方向にうまそうなやつらが揃っているっていっている！」

			　そう。

			　ハザマの目的は、山岳民の高官を拘束、誘拐すること、だった。

			　ハザマは、そもそもこの戦争に参加すること自体に、あまり乗り気ではない。だが、今後の洞窟衆の立ち位置を考えると、地元の勢力とある程度接近し、なんらかの関係を持つことも避けられないわけで。そして、この世界の有力者に気に入られるためには、誰も否定ができない戦功をたてるのが一番手っ取り早かった。

			　そこで思いついたのが、「敵の司令官かそれに準ずる重要人物を誘拐してくること」だった。一見、無謀な思いつきに見えて、バジルの能力を前提とすれば、これほど効率のよい点数の稼ぎ方もない。

			　おまけに、うまく身代金を取ることができれば、現金収入にもなる。

			　そんな思惑から、ハザマは山の中を駆けていた。

			「陣、か」

			　しばらく走り続け、何本かの山道を縦断した結果、段幕が張ってある場所にいきついた。

			　バジルも、目指すべき獲物がすぐ近くにいると、ハザマに告げている。

			　ここではじめてハザマは腰の剣を抜き、段幕を切り裂いてその中に侵入した。

			　ハザマたちを見(み)咎(とが)める者は、いない。近くにいる者たちはバジルの能力によって凍りつき、遠くにいる者たちは、あっけにとられたまま棒立ちになっていた。

			　彼らの認識によれば、前線があるのは遙か遠くの川岸であり、こんな場所に突然現れた若者と小娘三人が敵兵であるとは想定していなかったのだ。

			　常識で考えれば、今、こんな場所に敵兵が侵入できる道理がない。

			　その場にいた人々は体が動かない状態で、突如視野に入ってきたこの乱入者たちの正体について、どうにも判断をしかねていた。

			　

			「ええっと……お前ら三人は、そいつと、そいつとそいつ、な」

			　ハザマは、周囲の視線を気にとめることもなく、リンザたち三人に、運ぶべき人物を指示していく。

			　そしてハザマ本人は、床(しよう)几(ぎ)椅子に腰掛けていた恰幅のいい中年男と、そのうしろに控えていたひどくやせ細った老人とを、無造作に両肩に担いだ。

			「ドン・デラからこっち、こんなことばかりやっているわね！」

			　同じように、硬直した男性を肩に担いだハヌンが、そんな不平をいった。

			「ぼやくな、ぼやくな」

			　ハザマは、ひときわ立派な旗竿を剣で斬りとばしながら、軽くいなす。

			「これが、一番手っ取り早いんだからさ。それよりも……逃げるぞ！」

			　四人が遁走した後を、少し離れた場所でこの事態に気がついた者たちが慌てて追う。

			　しかし、不思議なことに、その四人にある程度接近すると、誰もがピタリと体の動きを止めるのだった。

			「弓を持て！」

			「馬鹿！　閣下に当たったらどうする！」

			　そんな声を背後に聞きながら、ハザマたちは、ひたすら走り続けた。

			　多くの者の動きを止めながら、今度は山の中ではなく、山道を下っていく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　バタス川近くの山道は混乱していた。

			　敵兵は棒立ちになっているか、犬頭人に手足を斬られてうずくまっているかのどちらかだ。

			　そうでない者もごく少数は残っていたのだが、王国軍の将兵が近寄ると悲鳴をあげて逃げるか、両手をあげて戦意がないことを訴えるか。

			　とにかく、手応えというものがなかった。

			「こいつら、全部売り飛ばしてもいいのか？」

			「そうしても、どこからも文句は来ないだろう」

			　我先にと急勾配の斜面を駆けあがり、山道の端に積まれた土嚢の上を乗り越えた兵たちは、拍子抜けし、戸惑いながらもそんな会話を交わしあった。捕らえた敵兵を換金するのは、この時代の兵士に与えられた当然の権利であり、下級兵士の重要な収入源でもあった。

			「あとにせよ！」

			　少し遅れて土嚢を乗り越えてきたブシェラムヒは、周辺にいた兵士たちを一喝した。

			「この程度の戦利品で満足するな！　この場にいる敵兵より、敵兵がここまで来る道を絶つのが先だ！」

			　ブシェラムヒはそういって抜き身の剣を振り上げ、山道の山側、登り坂の方向に進軍するよう、号令をかける。

			「進め！　さらなる戦利品を求めて！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「第二陣、用意！」

			　おおかたの傭兵や下級貴族が対岸まで渡りきったところで、ムヒライヒ・アルマヌニアは新たな号令をかけた。

			　今、バタス川の上には、新たに架けることに成功した浮き橋が、何本か増えている。山岳民の抵抗がほとんどなくなったおかげで、工兵たちの作業速度が一気に加速したためだった。

			「進め！　残党狩りは余人に任せ、第二陣はバタス川を渡ったのち、バボタタス橋方面へと進軍！」

			　第二陣は、アルマヌニア公子飼いの家臣団や親アルマヌニア派の小貴族の子弟で構成されていた。寄せ集めでしかない第一陣の者たちに比べ装備も良質なものを揃えていたし、兵士としての錬度も高い。

			　それら、精強の兵士をバボタタス橋方面へと進ませ敵軍の反撃に抗する。それと同時に、せっかく架橋した浮き橋を破壊されないよう、防御のための陣地を構える。というのが、この時点でのムヒライヒの構想であった。

			　盾兵を率いていたブシェラムヒは、先に盾兵の第一陣として乗り込んでいた兵たちと合流をし、川沿いの山道上をバボタタス橋とは反対の方向に兵を進めていた。山道に沿って配置され、川を渡ろうとする者たちに対応していた山岳民兵たちは、すでにほぼ全員が無力化されている。

			　だとしたら、そのあとに警戒すべきは、多くの敵兵や物資が供給される元である、「山側」にある。と、判断したのであろう。その判断自体が間違っているわけではなかったが、上陸した兵士すべてを引き連れて進軍したのは行き過ぎともいえた。

			　ブシェラムヒにはせっかく架橋した浮き橋を守る、という発想が抜け落ちてしまっている。

			　そのあたりを……周囲の状況を見て感じ取ったムヒライヒは、弟であるブシェラムヒの、用兵家としての限界を感じてしまう。

			「負けたくはないから、フォローはしますけどね」

			　自身も浮き橋を渡りながら、誰にも聞こえないような小声で、ムヒライヒは呟いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ハザマくんが五十匹も残していたわけがわかったわ。見事に、負傷者置きざりだし」

			　ムヒライヒ率いる第二陣のあとに浮き橋を渡りながら、エルフのムムリムは呟く。
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			「さて、皆さん！　わたしたちは敵味方関係なく、負傷者を手当します！　軽傷者はその場で、重傷者は応急手当をしたのち、犬頭人に命じて担架で医療所まで搬送すること！」

			　赤十字と「繁」の、ふたつの旗を掲げながら、ムムリム率いる治療者と医術師の団体も川を、浮橋の上を、渡っていく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「もう諦めたか？」

			「まだ追ってきます！」

			　各人がこの局地戦に対応していた頃……ハザマたちは、逃げ回っていた。

			　ハザマたちは山岳民の高官らしい者たちを肩に乗せ、坂道を駆け下りている最中だった。

			　追っ手は、まだ諦めてはいないらしい。

			　しかしそのわりに、追いかけてくるだけで矢などを射かけては来ない。ハザマたちが肩に担いだ人物に矢が当たることを恐れてだろうか。それとも、周囲に棒立ちになっている山岳民兵たちに、流れ矢による被害が出ることを憂慮してのことだろうか。

			　ハザマの頭の上に乗っているバジルの能力によって、近くにいる者はすべて硬直化してしまうので、迂闊に近寄ることもできない。いや、それ以前に、山道に棒立ちになっている山岳民兵たちが邪魔になって、追っ手とハザマたちの距離は徐々に開きつつある。

			　たとえ障害物がなかったとして、身体能力が強化されたハザマたちは、いずれ自然に追っ手を引き離したはずなのだが。

			「いつまで走ればいいの！」

			　ハヌンが、不平を口にした。

			「行きはすぐだったのに！」

			「直線距離と道なりでは、そりゃ違ってくるだろう！」

			　ハザマは、ハヌンに叫び返す。

			「どうやらこの山道は、つづら折りになっているらしい！」

			　傾斜がきつい場所に蛇行した道をつくることで、傾斜を緩くしたのであろう。

			　往路のハザマたちはその傾斜をものともせず、樹木が林立する山道を横切る形で最短距離をつっきってきたわけだが、余分な荷物を担いで、しかも斜面を下っている今となっては、同じルートを辿って戻るわけにはいかない。足場が悪い上に下り坂。見通しもきかなければ、木の枝にも絶えずぶつかる……などという悪条件のなか、大事な人質という重量物を抱えて駆け下りるのは危なすぎた。

			　そんなわけでハザマたちは今、通りすがりに多数の山岳民兵たちを不動の身にしながら、山道を駆け下りている最中だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ムムリムたちが川岸近くの山道に到着する頃には、周辺はすっかり静かになっていた。残っているのは、負傷しているか、それとも戦意を喪失しているかの敵兵たちばかり。

			　真っ先にここに到着していた五十匹の犬頭人たちも、身振り手振りで意思を伝えて歩ける敵兵を一カ所に集めたり、弓矢などを取り上げて運ぶ準備をしたりしている。

			　山岳民たちは、この犬頭人をひどく怖がっているようで、言葉も通じない犬頭人が身振り手振りで行う指示に、おとなしく従っている。

			「はいはーい。ご苦労様。あなた方は、まとめた荷物や硬直した無事な人たちを縛って運びはじめてちょうだい」

			　ムムリムが、先攻組の犬頭人たちに指示を出す。

			　降伏した敵兵が身につけていた武器などは、当然のことながら没収していた。それと、積みあげられた土嚢の内側に大量に用意されていた矢をまとめ、犬頭人たちが運びはじめる。

			「残りは……急ぐわよー！」

			　一声叫んで、ムムリムたち医療班は、猛然と手当を開始する。

			「治療者は、魔力を節約するように！　回復魔法の使用は最低限に抑え、できるだけ外科的な処方で止血に努めること！　重傷者はこっちに回して！」

			　ムムリムがいうまでもなく、医療班の人員は猛然と動き出している。傷口を洗い、重要な血管だけを回復魔法で接合し、傷口に雑菌除けの塩を詰めて縫い合わせる。打撲、内出血などは、痛み止めの軟膏や内服薬を与える。骨折は、専用の対処法を学んだ者が骨格をあるべき形に整えたあと、添え木などを使ってしっかりと固定した。

			　もっとも多く、そして深刻な負傷者は、やはり刃物で斬りつけられた者であった。

			　ハザマは犬頭人たちに「なるべく、致命傷は負わせるな」と命じていたようだが……たとえ犬頭人たちがそのように気をつけていたにせよ、実際には、深手を負っている者は少なくはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「貴様！　洞窟衆の！」

			　渡川作戦第一陣の兵を率いてきたブシェラムヒ・アルマヌニアとハザマたちが、ついに邂逅を果たす。

			　前者は山道を登り、後者は同じ山道を下っていた。

			　ブシェラムヒ側は抵抗する敵兵を排除しながら、ハザマたちは人質を肩に抱えながら……で、両者それぞれの理由により取り込み中であった。

			　しかし、ブシェラムヒが率いる者たちが対峙している山岳民兵が、不意に動きを止める。

			「誰かと思えば、アルマヌニア公の三男坊か！」

			　困惑するブシェラムヒたちの耳に、ハザマの声が響いた。

			「ちょうどよかった！　ほれ、こいつを！」

			　ハザマは、手首だけを翻して、器用に持っていた棒状の物体をブシェラムヒに投げる。

			「こいつは？」

			「敵の……おそらく、前線司令部のひとつだと思うんですが、そこにあった旗で一番立派なのを持ってきました」

			「なんだとぉう！」

			　ブシェラムヒが驚愕の声を上げる。

			「貴様！　この短い間に、そんな場所まで足を延ばして生還したのかっ！」

			　それが本当ならばこのハザマは、自分の手勢だけで敵中深く入り込み、無事に帰ってきたことになる。

			「さらにいっておくと、今ならその司令部までの間にいるほとんどの敵兵が、役立たずになっております！」

			　ハザマは、叫び返す。

			「今なら時間限定出血大サービス、楽して手柄の立て放題ですよ！　……お味方勝利ぃ！」

			「お味方勝利ぃ！」

			「お味方勝利ぃ！」

			「お味方勝利ぃ！」

			　リンザ、ハヌン、トエスが、突然あがったハザマの叫び声に唱和する。

			「ブシェラムヒ様、勝利ぃ！」

			「ブシェラムヒ様、勝利ぃ！」

			「ブシェラムヒ様、勝利ぃ！」

			「ブシェラムヒ様、勝利ぃ！」

			「お、おい」

			　ハザマがいっていることを半分も理解できていないブシェラムヒは、狼(ろう)狽(ばい)した様子で左右を見渡す。

			「なにをしておいでです！　ブシェラムヒ様！　他の皆様方！　ここから先はろくな抵抗もなく、敵司令部まで迅速に進軍できるのです！　そこいらに棒立ちになっている者たちの始末は後回しに、今はさっさとそこまで兵を進め、敵司令部を占拠しておしまいなさい！　これは、大大手柄となりましょうっ！　お味方勝利ぃ！」

			「お味方勝利ぃ！」

			「お味方勝利ぃ！」

			「お味方勝利ぃ！」

			「ブシェラムヒ様、勝利ぃ！」

			「ブシェラムヒ様、勝利ぃ！」

			「ブシェラムヒ様、勝利ぃ！」

			「ブシェラムヒ様、勝利ぃ！」

			　再び、唱和するハザマたち。

			　最初のうちは戸惑っていた将兵たちも、ハザマの口車に乗せられて徐々にその気になってくる。

			「ほ……ほんとうに、この先も棒立ちなんだな？」

			「楽に敵陣まで至れるのか！」

			「これは」

			「やるしかないだろう！」

			「さ、ブシェラムヒ様。今こそ、進軍のご命令を！」

			「お、おう。全軍、全速前進！」

			　ついに、ブシェラムヒはそう叫んだ。

			　全将兵は、雄叫びをあげながら坂道を駆けあがっていく。

			　

			「ヴァンクレス並に単純なやつだな」

			　ブシェラムヒ率いる一軍の姿が見えなくなってから、ハザマはそう呟く。

			「なんで手柄をあの人に譲ったんですか？」

			「首尾よく敵の陣地を占拠できたとしても、そのあとはそこが最前線になるだけ。いつまで続くのかわからない防衛戦なんて、退屈だし消耗するばっかりだ。そんな割に合わない仕事は、他人に押しつけるのが一番だろう？」

		

	
		
			　

			第二話　戦場の貴婦人

			　

			「洞窟衆のハザマくん」

			　ようやくハザマたちが上陸してきたあたりまで山道を下ると、今度はアルマヌニア公の次男坊に声をかけられた。

			「どうやら例の奇妙な能力によって、抜け駆けをしてきたようですね？」

			　形ばかりは疑問形だが、実際には断定しているような口調だった。

			「はっ！　おかげさまで！」

			　誤魔化す必要もないな、と判断したハザマは、正直にそう答える。

			「途中で、うちのブシェラムヒと会いませんでしたか？」

			「ブシェラムヒ様は、敵の前線司令部を抑えると勇んで前進しておりました！」

			　ハザマ自身がそそのかした結果であることは、この場で明かす必要はない。

			「そうですか。いや、彼が無事であるのなら、それでいいのです」

			　ムヒライヒ・アルマヌニアは小さく首を横に振る。

			「それで、ハザマくん。このあとの予定は？」

			「こちらの捕虜をしかるべき場所に移し、そのあとは今回の後始末で忙しくなるかと」

			「結構です。戦は……実際の戦闘よりも、その前準備と後始末の方が数倍面倒で気を使う。そのことを弁(わきま)えている人は、貴重です」

			　あなたには期待していますよとかいって、ムヒライヒは軽く手を振ってハザマを促し、ハザマたちが来た上り坂に向かうよう、人夫たちに指示を出しはじめた。

			　

			「お忙しいとこ、すいません」

			　次に、ハザマはムムリムに声をかける。

			「なんか、手伝えることあります？」

			「ごめんねー、ハザマくん」

			　ムムリムは、顔もあげずに声だけでハザマに応じた。

			「見ての通り、今、手も離せないし相手をしてあげる時間も取れないんだー」

			「はいはい。そりゃ、見りゃわかりますから」

			　ハザマも、周囲を見渡してそう答える。

			　あたりは、治療を必要とする人と、治療を施そうとする人とでいっぱいだった。

			「なにか、用意した方がいいものあります？」

			「人手！　それが無理なら、処置が済んだ人たちをどこかここではない落ち着いた場所にまで運ぶように手配して！」

			「了解っす」

			　そう答えて、ハザマは、リンザたちを連れて向こう岸へと帰っていく。

			　

			　バタス川にかかった浮き橋は、すでに十本以上を数えるようになっていた。

			　それだけではなく、両岸に綱を渡し、それに筏を繋いだものまでもが川を行き来しはじめている。そうした筏は、防衛陣地用の資材を持ってこちらに渡り、傷ついた将兵を乗せて戻っていた。

			　なんだ、ムムリムにいわれるまでもなく、負傷兵の搬送はもうはじまっているじゃないか、と、ハザマは思った。

			　ハザマたち自身は、「身動きができない状態の捕虜」という大きな荷物を抱えているとはいっても自分の足で歩けるので、そのまま浮き橋を利用した。

			　上陸作戦が成功のうちに終わったとはいっても、この戦すべてが終結したわけではない。周囲を行きかう人々は、皆、ある種の緊張感を秘めてきびきびと動いており、ハザマたちに注目する者はほとんどいなかった。

			　武装した兵士ではなく、人夫や医療関係者など、非戦闘要員の比率の方が圧倒的に多くなっている。

			　

			「お帰りなさい。無事だったんですね」

			　洞窟衆の天幕まで戻ると、クリフが出迎えてくれた。

			「おれたちは、無事だな」

			　ハザマは、そんなことをいいながら、肩の荷を降ろす。

			「死傷した人は、それなりに出ているようだけど」

			「なんですか？　この人たち」

			「よくわからんが、敵軍の偉い人。例によって、動けなくして捕虜にしてきた。こいつらを縛る縄、用意して」

			「あ。はい」

			　弾かれたように、クリフが駆けだしていく。この少年はハザマが期待している以上に、侍従見習いという自分の役割を重く認識しているらしかった。

			「あとは」

			「ムムリムから救援要請が来ているが」

			　エルシムが、そう声をかけてきた。

			「何人か連れていってもよいか？」

			「あ。お願いします」

			　ハザマは、軽く頭をさげる。

			「ここは、おれたちが見ておきますので」

			「今、増えた怪我人のための天幕を増設させておるところだが、どこかで割り切らないと際限がないぞ。無限に増え続ける怪我人の面倒を見てやる道理もない。薬も、今調合をさせているところだが、全然足りん」

			「その辺は改めてちゃんと考えますので、今はムムリムさんの手助けをお願いします」

			　ハザマがひたすら下(した)手(て)に出ていると、エルシムはそのまま去っていった。

			「ま、無制限に怪我人を受け入れられない、ってことは、最初からわかっていますがねー」

			　その背中を見送りながら、ハザマはぶつくさと独り言を呟く。

			「ハザマさん。縄を持ってきました」

			　姿を消したクリフが、戻ってきた。

			「よし。この人たちをふん縛って……そうだな。あの飛竜乗りのところにでも放り込んでおいてくれ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「架橋作戦が成功した？」

			　ほぼ同時刻、野営地の某所で低く唸る者がいた。

			「どこの馬鹿ですか、あんな無茶な作戦を成功させたうつけは！　失敗すると思ったから許可したのに！」

			「お姫様。そのようなことを大声でふれ回るのは、いささか外聞が悪いかと」

			「戦場で上品に振る舞っていられるかぁ！　アルマヌニア家の短絡思考どもが！　おとなしく予備戦力に徹しておればよいものを！　それでなくても、此度の戦は兵(へい)站(たん)が滞(とどこお)っておるっていうのに。これ以上戦線を増やしたら、食料も兵士にあてがう給料もまるで足らなくなるし！」

			　ほとんど呪(じゆ)詛(そ)に近い暴言を際限なく吐き続けるのは、メキャムリム・ブラズニア姫。二十歳。大貴族ブラズニア公の長女であり、この戦では兵站計画を統括する後方幕僚として重要な役割を担っていた。

			「これで予算超過は確実。王都に至急、追加予算の請求を。兵站計画の変更はどうなっていますか？」

			「搬入路から緑の街道を外すよう、指示の徹底をしているところです。すでに出発していた部隊に関しては」

			「よい。それらについては、捨てたものと考えてください」

			　メキャムリム姫は、指先でそろばんを弾きはじめる。

			「ええっと、緑の街道の治安悪化と、戦争の長期化……穀物の相場が、またあがるぅ。うちの城を出た輸送隊はまだ着かないの!?」

			「最速でも、あと三日はかかるかと」

			「それまで食料が保つか？　保たないか。計算では、かなりギリギリだが」

			「バタス川より伝令！　山岳民の捕虜、新たに二千名を確保したとのことです！」

			「うがぁ！　また計算が狂ったぁ！」

			　メキャムリム・ブラズニア姫はその場で立ち上がり、自分の髪を両手で掻きむしった。

			「足りねーよ！　全然足りねーよ！　予算も食料も全然足りねーよ！」

			　メキャムリムが取り乱しても、周囲の幕僚たちは黙々と自分の仕事に勤しんでいる。

			　この程度のメキャムリム姫の錯乱は、ここでは日常茶飯事なのである。

			「……出かける」

			　ひとしきり叫んだあと、メキャムリム姫はぽつりと呟く。

			「その前に、お姫様」

			　メキャムリムと同年輩の侍女は微笑みながら、メキャムリム姫に告げた。

			「そのままではいろいろと残念すぎて先方に失礼ですから、一度お髪と服装を改めましょうね」

			　有無をいわせぬ口調であった。この侍女は長年メキャムリム付きなので、彼女の扱い方をかなり心得ているのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「補給部隊、またまた到着しましたー」

			「おお、お前も来たのか」

			　そういって洞窟衆の天幕に入ってきた者の顔を見て、ハザマはいった。

			「タマル」

			「そりゃあ、来なけりゃ！　これだけ大きな戦場ともなりますと、商機がばーんとありますし！　ええと、今回は、食料と薬品ならびに薬品の材料、ドワーフが製造した武器、それに労働力として三百人分の奴(ど)隷(れい)を連れてきました！」

			「お、おい」

			　タマルのテンションに、ハザマの腰が引ける。

			「大丈夫なのか？　いや、人を連れてくるのはいいんだ。だけど、こっちじゃ、これから食料が不足するっていうし」

			「小麦の袋だけでも、馬車二十台分を持ってきましたとも。今、奴(ど)隷(れい)の人たちに荷卸をさせているところですけど」

			「ハザマさん！」

			　その時、クリフが、天幕の中に入ってきた。

			「ブラズニア家のご令嬢が、面会を求めてやって来たのですが」

			「おお！　ブラズニア家の！」

			　ハザマが応じるよりも早く、タマルが反応する。

			「お前、知ってるの？」

			「面識があるわけではありませんが、ブラズニア公爵家はこの戦で輸送計画全般を取り仕切っています。そのご令嬢がこの時期にハザマさんに用があるとすれば……」

			「用があるとすれば？」

			「十中八九、借金の相談か、食料を融通してくれって内容でしょう」

			　タマルは、そういって平手を合わせた。

			「この交渉、任せて貰ってもよろしいでしょうか？」

			「おお」

			　ハザマに、異論があるわけがなかった。

			「任せるわ」

			　

			「洞窟衆のハザマ様ですね」

			　メキャムリム・ブラズニアはそういって嫣(えん)然(ぜん)と微笑んだ。

			「メキャムリム・ブラズニアと申します。このたびは、折り入ってお願いしたいことがあって……」

			　整った顔立ちにぴんと伸びた背筋、戦場にあってもまるで乱れたところがない典雅な服装。

			　絵に描いたような、若い貴婦人であった。

			「あー。それなんですけどね」

			　ハザマは、自己紹介もそこそこに、傍らにいたタマルを紹介する。

			「こちらは、タマル。洞窟衆の商売関係の責任者です。相談というのがその手の交渉事でしたら、こちらのタマルに直接交渉して貰った方が早いかと」

			「あら」

			　メキャムリムは、少し多げさに目を見開いて見せた。

			「このような若くて可愛らしい方が。それは、それは」

			　若さということでいうのなら、当のメキャムリムもかなり若い。と、ハザマは思う。

			　せいぜい、二十歳前後か。

			　一軍の輸送計画を大きく左右するような人物には、見えなかった。

			「それでは、タマル様。時間が惜しいのでさっそく」

			「その前に、メキャムリム様」

			　タマルは、無礼なことに貴族の言葉を平然と途中で遮(さえぎ)った。

			「失礼ながら、あえてお訊きします。軍では、いまだに羊皮紙を使っているという噂は、本当なのでございましょうか？」

			「え、ええ」

			　メキャムリムは、タマルの態度に少々面食らっているようだ。

			「羊皮紙しか、書きつけるものがございませんので」

			「ああ。それは大変なことでございます」

			　タマルは天井を仰いだ。

			「重くて厚くて、従って輸送の際にも不便で多大な負担をかける、あの時代遅れの代物をまだお使いとは！」

			「え。でも、羊皮紙以外のものが……」

			「こちらに、エルフ紙がございます。さあ。実際に手にとってご覧ください。どうですか？　この薄さ。この白さ」

			「え。なにこれ？　紙？　本当に紙なの？　こんなに薄いのに、向こう側が透けて見えないし」

			「試しになんか書いてみますか？　これ、全然、ペン先がひっかからないんですよ。よろしければ、こちらのインクとペンをお使いください」

			「本当。書き味が」

			「滑らかでしょう。先行販売をしたドン・デラや辺境の開拓村でも、おかげさまで大好評をいただいております。一応、こちらの戦場にもいくらか持ち込んでおりますが……」

			「買います！　買う買う！　なにこれ、今、どれくらい持ってきているの？」

			「今、手元にあるのはこの大きさのものが五万枚といったところですね。戦場には各地から兵が集まりますから、そちらの方々に使用していただいた上でこれから販路を拡大しようかと」

			「五万枚、全部買います！」

			　メキャムリムは、身を乗り出した。

			「全部、とおっしゃられましても。こちらも商売上の都合というものがございまして」

			「いいから！　さっさとこれの値段をおっしゃいなさい！」

			　メキャムリムは、今にもタマルの襟元に掴みかからんばかりの勢いで身を乗り出す。

			「お姫様」

			　冷静な声が、そんなメキャムリムを制した。

			「なんなの？　リレイア。あなた、まさかこの製品の画期的な」

			「失礼ながら、お姫様。地が、出掛かっております」

			　メキャムリムにリレイアと呼ばれた侍女は、そう指摘した。

			　メキャムリムは姿勢をただし、軽く咳払いをする。

			「さあ、タマル様。商談の続きを致しましょう。五万枚すべてが駄目なら、何枚なら売っていただけるのかしら？　そして値段は、総額でいかほどになるのかしら？」

			　じゃらり、と、メキャムリム・ブラズニアが持参したそろばんを弾く。

			「三万枚なら」

			「いや、しかし。この値段では」

			　ごしょごしょと、タマルとメキャムリムが、額を寄せあうようにして小声で何事か囁き合っていた。

			「おれ、この場にいなくてもいいような」

			　その様子を見ながら、ハザマがぽつりと呟く。

			「お暇なようでしたら、お茶でもおいれしますが」

			　メキャムリムの侍女が、ハザマに提案してきた。

			「お姫様はこうなると長くなりますから。茶葉は普段から持ち歩いているので、お湯と器をお貸しいただければ、すぐにでもご用意できるのですが」

			「あー、はい。ええっと……おーい！　クリフかリンザ、いないか？」

			「はい！」

			　すぐに、息を弾ませたクリフが天幕に入ってくる。どうやら声が聞こえる範囲に待機していて、ここまで駆けてきたらしかった。

			「おお。クリフか。ええっと、お茶をいれるためのお湯と、それから」

			「カップを五客、お願いします」

			「はい。今すぐにご用意します」

			　クリフは、来た時と同じ素早さで天幕を出ていった。

			「急ぐのはいいが、転ぶなよー」

			　ハザマがその背中に声をかけると、

			「……はーい」

			　という声が、遠くから返ってくる。

			　

			「なんですって！　ドワーフの手による穂先を！」

			「二千ばかり、さる筋から入手したばかりでございまして」

			「それも二千。今、二千とおっしゃいましたかっ！」

			「はい。この穂先を今の槍につけ替えれば、ブラズニア公家の軍もより精強に」

			「いや、待って。それは大変に魅力的な申し出でありますが、いかんせん、予算というものが」

			「ここで入手しなくてなんとします。ブラズニア公といえば大貴族様の中でも並ぶ者がないお大尽様でございましょう。なにぶん、戦場でしか使いようがない品でございますゆえ、この機会を逃してしまわれますと、他の方に流すしか」

			「いや、待って。買わないとは、いっていませんの。ただ、その、この場では、どうにも手元が不如意で」

			「なるほど戦場であれば、潤沢に金(きん)子(す)を持ち合わせてもいらっしゃらないでしょう。なんでしたら、後払いでもよろしいのですが？」

			「本当でございますの？」

			「なにをおっしゃいます。天下のブラズニア公爵家のご令嬢が。ご実家のことを考慮すれば、その程度の信用貸しはむしろ当然のことで。むろん、完済するまで、相応の利子はいただく予定でございますが」

			「それはむしろ、当然でございましょう。しかし、ドワーフの手による穂先が二千、ですか。そうすると、先ほどの紙代と合わせて、このくらいで」

			「いえいえ。滅相もない。それでは仕入れ値にも届きません。せめて、これくらいは都合していただきませんと」

			「いやいやいや。此度の戦、思ったよりも想定外のことが多いもので、それだけついえもかさんでおります。当家の負担も生半可なものではなく。……ということで、これくらいは」

			「いえいえいえいえ。ご冗談を。仕入れ値以外にも輸送に関わる費用というものがございます。もうちょっと、加減をしてくださらないと。この程度の金額でいかがでしょうか？」

			「いやいやいや」

			　

			「楽しそうで、なにより」

			「粗茶ですが、どうぞ」

			「あ。これはどうも」

			「そこの坊やも、どうぞ」

			「え？　あ、はい」

			「いただいとけ、クリフ。子どもが遠慮なんかしなくていい」

			「それでは、いただきます。あ、いい香りですね」

			「ブラズニア公の領地で穫れる香草でいれたお茶でございます」

			「あのー。ええっと」

			「メキャムリムの侍女をさせていただいております、リレイアと申します。洞窟衆のハザマ様、以後、お見知りおきを」

			「ああ、はい。こちらこそ、よろしく。それで、リレイアさん。その……あの方って、いつもこうなの？」

			「そうですね。今は少し、地が出ておりますが」

			「地が、ねえ。まあ、楽しそうだからいいんだけどさ」

			「うちのお姫様も、近頃はだいぶん行き詰まっておりましたから、ここで気(き)散(さん)じをさせていただくのも、よろしいかと」

			「内容的にあまり若い女性向けではないけど、これもまた一種のショッピングではあるよな」

			「そうですねえ。うちのお姫様も国元では、黙っていればいいのにとか残念な公女などといわれておりますので」

			「それ、褒められていない気がする」

			　

			「と、そのような次第で」

			　しばらくして、ようやくタマルとの商談を終えたメキャムリムは、ハザマに対して本来の用件を切りだしてきた。

			「穀物を、分けて欲しいのです。いい値でとはいいませんが、そちらに損をさせない程度には、対価を支払うつもりでございます」

			「と、申されましてもねえ」

			　ハザマは、タマルに視線を走らせる。

			「おれに異存はございませんが、こちらも商売で扱っている品でございます。支払いの保証は、一体どなたがしてくださるので？」

			　ブラズニア家が食料だけではなく、現金の持ち合わせについても逼(ひつ)迫(ぱく)しているのは、先ほどまでのタマルとのやり取りで明らかであった。

			「これ以上の借金となりますと、正直、なにかしらの担保をいただかないと」

			　タマルも、妙に明るい口調でそういった。

			「ブラズニア公爵家の信用だけでは、少々きついかな、と」

			「では、奴(ど)隷(れい)を！」

			　メキャムリム姫は、そう提案してくる。

			「此度の架橋作戦では、多数の敵兵を無傷のまま捕らえることに成功しており」

			「それ、ブラズニア家が勝手に売り払っていいんですか？　捕虜は、捕らえた者に所有権が移ると聞いていますが」

			　ハザマは、冷静に疑問を述べる。

			「あと、それだけ大勢の捕虜がいたら、たぶん、奴(ど)隷(れい)市場でも値崩れが起こるのではないですかね？　それに、奴(ど)隷(れい)と家畜は、一度買ってしまえば維持費がかかります。それを考えると、今の時期に大勢の奴(ど)隷(れい)を貰ったとしても、こちらとしては全然おいしくはないわけで」

			「だったらどうすればいいっていうのよっ！」

			　メキャムリム姫が、今度はキレはじめた。

			「国から下賜された戦費ではとうてい足らなくなってきているし、戦はどんどん長期化しそうな情勢だし、人は増えるし食料は足りないし穀物はどんどん値上がりしていくし、おまけに、架橋作戦なんて無茶な局地戦にまでまかり間違って勝利してしまうし！」

			　ここで、その架橋作戦の立役者であるハザマは、そっと肩を竦めた。

			「王都へ救援要請を送っても返信がここに着くまでにはまだまだ日数がかかるし、他の大貴族に援助を乞うても足元を見られるだけだし、アルマヌニア家の連中は目の前の戦に勝つことしか考えていないし、ベレンティア公爵家の連中はイマイチなにを考えているかよくわからないし！　戦っていうのはねえ、実戦に参加する将兵だけではなく、後方で兵站に携わる人たちがいないと戦線を維持できないのよぉ！」

			　感極まったメキャムリムは、今度は大声をあげて泣き出した。

			「あのぉ……これ」

			　困惑したハザマが、小声でリレイアに訊ねる。

			「少々興奮しておいでですね。しばらく放置しておけばいずれ静まるはずですので、そのままもうしばらくお待ちください」

			「は、はぁ」

			　そういってハザマは、冷めかけたお茶を啜った。

			　大貴族っていうのは、こんなエキセントリックなやつらばかりなんだろうか？

			「ぐすっ」

			　ようやくメキャムリムが泣きやみ、リレイアが手渡したハンカチで盛大に洟をかんだ。

			「すいません。つい、感情的になってしまって」

			「いや、それはいいんですが」

			　考える時間があったせいか、ハザマの方は冷静に対応できるようになっていた。

			「つまり、そちらとしては、当座の食料が欲しい、ということなのですね？」

			「ええ。領地がある貴族に関しては、自分の領地から直接兵糧を運び込んでいるはずなので問題ないのですが、領地を持たない下級貴族や傭兵の分は、当家が供出しなければならず」

			「それが、度重なる予想外の事態により、用意した分では間に合わなくなりそうだ、と」

			「はい。緑の街道の治安悪化や穀物の高騰などの原因により、当初予定されていた予算では到底間に合わないことが明らかになりました。数日中に、当家の倉庫から持ち出した備蓄分がこちらに運びこまれる予定ですが、それも間に合うかどうか」

			「と、いうことだが、タマル。なにか打開策はないか？」

			「余剰の穀物はまだまだありますし、これからも当地に運び込まれる算段をしておりますが」

			　タマルは、冷静な声で告げる。

			「それらは、洞窟衆の関係者で消費するか、直接この野営地の人たちに有償で提供する予定です。対価を払わないのに、とにかくそれを供出してくれというのは、これはもう商売の話ではありませんね。それとも、大貴族としての強権を発動して、問答無用で接収いたしますか？」

			「そんなことをすれば、当家の信頼は地に堕ち、出入りの商人たちから総スカンをくらってしまいます！」

			　メキャムリムが、また涙声になる。

			「ない袖は振れませんけどねっ！　なんとかなりませんかっ！」

			　キレているのか、媚びているのか。

			「そういわれてもなあ」

			　ハザマは、頭を掻いた。

			「タマル。うちの関係者が消費する分を除いた、商売に出す予定の麦の量とか、把握できるか？」

			「明日以降、毎日、便が届く予定ですから……極端な話、今の手持ちをほとんど手放してもどうにかなるはずですけど」

			「それ、パンや粥にして売りに出すつもりだったんだよな？　もともとは」

			「穀物のままで売るという手もありますが、加工した方が利益率はあがりますね」

			「そうか。では、加工にかかわる手間は、今回捕らえた敵兵捕虜に負担して貰う。原料は、うちが供給する。それで、ブラズニア家の方々には、できあがった食品の配布や販売を担当していただく。どこまで無償で配るか、それとも金を貰って売るのかは、そちらで判断していただこう。販売した分の原料費はこちらに、手間賃は捕虜たちに回して貰う。無償で配布した場合でも、原料費と手間賃は同じように請求する。という条件では、どうですか？」

			「それは、つまり」

			　メキャムリムが、目を見開く。

			「まあ、共同事業の提案、ということになりますか。この条件なら、準備に必要な資金とかはこちらで負担してもいい。それに、おれたちぽっと出の新興勢力よりも、大貴族ブラズニア公爵家の名前で売り出した方が世間的な心証がいい。おれたちとしても、全部無償で軍に供出するよりは金になる。ここまで来る途中、囚人の護送隊と同道したおり、軍の兵糧だとかいうクソ固いパンを食べる機会があったんですがね。これが、固くてまずくて、到底食えたもんじゃなかった。無料で配るんならあれでもいいんだろうが、金を取るとなるともっとうまくしないとぼったくりになっちまう。どうだ？　タマル。これなら、どうにかうまく回せるんじゃないのか？」

			「商品の差別化と、大貴族様の名前を有効活用するわけですか。今の洞窟衆なら、全部自前でやることも不可能ではないんでしょうが、その案ですと、儲け以外の無形の利益が望めます。われわれがブラズニア公爵家と手を組んだと対外的にアピールできることも魅力ですが、そのままでは食料を無駄に消費するしかない捕虜たちに賃金を与え消費者に変えることで、こちらの商機も一気に増します。生きていれば、食費や医療費はどうしたって必要となりますから」

			　ハザマとタマルは、顔を見合わせて「くっくっくっ」と、低い声で笑いはじめた。

			「どうしましょう、リレイヤ。わたくし、ここに来たのはとても間違った選択だったような気がしてきました」

			「失礼ながら、お姫様。もう手遅れかと思います」

			　ブラズニア公爵家の主従は、そんな会話をしている。

			「それにどの道、他の選択肢はなかったのではないでしょうか？」

			　

			　あとの詳しい打ち合わせはタマルとメキャムリム姫に任せ、ハザマは中座することになった。

			　リンザから、「人質として連れてきた敵軍の高官が、ハザマに会いたがっている」という伝言を受けたからだ。本来であれば、大貴族の令嬢を放置して別件に赴くのは礼儀から外れる行為だったのかも知れないが、メキャムリム姫はその用件を聞くと、即座に、

			「そちらの方を優先に」

			　と、いってくれた。

			　単純に、詳しい内容はタマルと直接詰めた方が早いと、そう判断しただけなのかも知れないが。

			　

			「先方はどうも、待遇に不満がおありのようです」

			「待遇、ねえ」

			　捕虜の下へ向かう途中、リンザがそう耳打ちしてきた。ハザマとは違い、すでに無粋なレザーアーマーを脱いで普段着に着替えている。

			「こっちでの、平均的な捕虜の扱い方ってのは、どういうもんなんだろう？」

			「さあ？」

			　リンザも、首を傾げた。

			　ついこの前まで平凡な村娘でしかなかったリンザが、戦場での作法など知るはずもない。

			「ファンタルさんあたりなら知っているんだろうが」

			　そのファンタルは、ハザマが想像していた以上に「伝説の傭兵」として名が売れていたらしく、仕官先や出世を求める連中に乞われて教練を開始していた。あのシゴキを自ら進んでやりたがるというのは、ハザマからすればドＭにしか思えないのだが、教える側も教えられる側も満足しているようだからそのままにしている。

			　

			「栄えあるグゲララの部族長であるこのわしをいきなり縄で縛るとは、何事か！」

			　その天幕に入った途端、いきなり怒鳴りつけられた。見ると、バジルが「二番目にうまそう」と判断した太った中年男が、顔を朱に染めている。

			「でも、縛っていないと逃げるでしょう？」

			「逃げるか！」

			　その「グゲララの部族長」は、また、怒鳴る。

			「そもそも、こんな敵陣のまっただ中でどうしたら逃げられる？　それに、お主が奇怪な術でわしらの動きを封じておった時も、周りの景色は見えていたし、音も聞こえていた！　お主、ハザマとかいったか？　認めたくはないが、わしらを生け捕りにした手際、まずは天晴れである。で、あるからこそ、このような縄を使ってこれまでの勝敗にケチをつけるような真似をするな！　あそこまで見事にしてやられた以上、無駄な抵抗はせん！」

			「ああ、そうっすか」

			　ハザマは、投げやりに呟く。

			「では、縄は解きますが、周りに見張りはつけさせて貰います。うちには人間なんかより遙かに足が速い犬頭人が大勢いるので、逃げ出そうとしても無駄な試みに終わると思ってください」

			「犬頭人、か。そうだ。お主、よくもあのような異族を手懐けたな！　異族と共存しようなどという酔狂な平地民なぞ、はじめて見たぞ！」

			「おれは多分、そちらのいう平地民とやらではないと思います。おれは、もっとずっと遠い、おそらく皆様が想像もできないような遠くから来た男です」

			　そう言いながら、ハザマはリンザに「ここの見張りを増やせ」と指示し、人質たちの縄をナイフで切りはじめる。

			「それで、遙か遠くから来たおれは、こちらでの習慣にはひどく疎(うと)いわけです。ですから、時おりなにか適切ではない行動をとるかも知れませんが、その辺はご容赦ください」

			「ふむ。わかればよろしい」

			「グゲララの部族長」は、尊大な態度で頷いた。

			「若い者を教導するのも年老いた者の務め。その素直さに免じておとなしくお主の俘(ふ)虜(りよ)となってやろう」

			「そいつは、ありがたい」

			　ハザマは、苦笑いを浮かべる。

			「ついでに、皆様の身代金を要求する先なぞをお教えいただけると、こちらとしては大助かりなのですが」

			「身代金？　身代金、か。ふむ、そうさのう」

			「グゲララの部族長」は、眉間に皺を寄せた。

			「なにか問題でも」

			「お主に協力したい気持ちは山々あれど、俘(ふ)虜(りよ)であるわしは、どちらかというと身代金を支払う側でな。他の一族の者が、あの川の向こうに残っておれば、なんとかやりようがあるのだが」

			「まさか」

			　ハザマは、ある可能性に思いあたって、顔をひきつらせた。

			「ふむ。わが一族は、老若男女総出で、あの陣から川にかけてを守っておった。お主の奇妙な異能により、そのほとんどが捕らわれたとなると……身代金の請求先もなくなってしまうな」

			「おい」

			　ハザマは、頭を抱えたくなる。

			　この展開は、流石に予想できなかった。

			「他の部族がわしらのために身銭を切ってくれるとも思えぬし、わしらの土地まで戻れば、なにかしら金目のものも準備できるのだが、ここから遙かに遠い。身代金とやらを持ってここまで往復するだけでも、相応の日数が必要となる。この戦の最中に、お主は悠長に誰かが取って帰ってくるのを待っていられるものかね？」

			「いや、わかった。わかりました。身代金の件は、またあとで考えることにしましょう」

			　ハザマは、この問題をとりあえず棚上げすることにする。

			「それで、部族長さん。捕らえられた者たちがほとんどあなたの配下であるということは」

			「配下、というのは少し違うな。平地民はどうなのか知らぬが、わが部族においては、同年代の中で一番知略に秀でたと認められた者が、一代きりの長として選出される。ゆえに、わしの長という地位も単なる肩書きでしかないし、他の部族民がわしの配下にあたるわけでもない」

			　意外と民主的なんだな、と、ハザマは思った。

			「そちらの統治に関してはよく知りませんが、とにかくあなたなら、他の部族民たちをまとめあげることが可能なのですね？」

			「然り。それこそが、わしの仕事である」

			「では、部族の長であるあなた様に、お願いしたいことがあります」

			　そう前置きし、ハザマはつい先ほどメキャムリムに説明した事柄を詳細に話してみた。

			「お主」

			　一通り、ハザマの説明を聞いたあと、グゲララの部族長は確認を求めてきた。

			「わが部族に、お主ら平地民に与(くみ)せよと申すのか？」

			「どのみち、身代金が用意できなければ奴(ど)隷(れい)になるしかない。そのはずでしょう？」

			　ハザマは、訊き返す。

			「自分が生きるために必要な糧を自分で稼げる分、今いった提案の方が、待遇的には幾分かマシなはずです。反抗的な態度を取らなければ、今後も必要以上にそちらの民を束縛しないよう、掛け合ってみましょう」

			「部族民連合を裏切れと申すか？」

			「そちらの政権に対する義理立ては、おれが知ったことではありません」

			　ハザマは、そういい捨てた。

			「こうして捕虜になって身代金も用意できない以上、そちらもおれたちの意向を無視することはできないはずでしょう？　おれとしては、これでもかなり譲歩して、一番穏健な待遇を提案しているつもりですが」

			　正直にいってしまえば、財産として奴(ど)隷(れい)を抱えるのも、それなりに維持費がかかるのだ。ましてや、負傷者多数も含めた数百数千という奴(ど)隷(れい)ともなると、なかなか面倒を見きれるものではない。自立して、自分の食い扶(ぶ)持(ち)を自分で稼ぐようになってくれる方が、利用のし甲斐があるのだった。

			「そちらさえよければ、なるべくそちらの部族民の方々が散逸しないよう、上の者に交渉してみますが」

			「一時の恥辱さえ堪え忍べば、再興の機会を待てる、か」

			　グゲララの部族長は、数秒目を閉じて考え込んだあと、顔をあげてそういった。

			「よかろう。そちらの意見に従おうではないか。わしは、グゲララ族のバジャスという。頭にトカゲを乗せた奇妙な男よ。お主の名は、なんと申す」

			「ハザマ・シゲル。ここでは、洞窟衆のハザマで通っています」

			　

			「できるかできないかっていったら、そりゃ、できるけどぉ」

			　架橋作戦時に発生した重傷者の始末がちょうど一段落したばかりのムムリムは、ハザマの相談にそう答えた。

			「というか、洞窟衆の女たちは、普通にそういうことを経験したわけだしぃ。そうね。こっちとしても、使える人手が増えるのは歓迎することだし。でも、本当にいいの？　いつまた寝返るかわからない人たちに、回復魔法とかお薬の処方を教えちゃっても？」

			「別に構わないよ」

			　ハザマは、肩を竦める。

			「この戦争には成り行きで王国側に荷担しているだけで、なんの義理もないわけだしな。敵味方がどうこうっていうより、使い物になる知識やスキルはどんどん広めていった方が、みんな、助かるでしょう？　長い目でみて、さ」

			「相変わらず、妙なところで読めない発想をする子ねえ、ハザマくんって」

			　ムムリムは、目を細めてハザマの顔をしげしげと見つめた。

			「いいわ。わかった。どのみち、薬品類も不足しているし、回復魔法の使い手を増やす必要があったの。その、グゲララ族だっけ？　その人たちにも、回復魔法、医術や薬学も含めて、順次教えていくことにします」

			「頼みます。ある程度知恵をつけてくれれば、ムムリムさんたちの負担も減ってくると思いますので」

			「そうなるといいけどね。本当に」

			　

			　タマルとの打ち合わせを終えたメキャムリム姫は侍女のリレイア、それに、洞窟衆の荷物持ちを何十名か引きつれて、ブラズニア公の天幕へと帰って行った。

			「結局、ツケで買っていったの？」

			　ハザマが問うと、

			「ツケというか、代金をすべて借金になさりましたね」

			　タマルは、借用書をひらひらさせながら答える。

			「その方が、こちらも金利を得られるからおいしいんですけど」

			　ブラズニア公家と違い、ハザマら洞窟衆は、極端に現金をかき集める必要には迫られていない。この戦場では、どんな商品でも持ってくる端から売れていく。

			　洞窟衆にとって、この戦場は、空前の売り手市場といえた。

			「医療所で、かなり赤字を作っていますけど」

			「あー、まーなー」

			　ハザマは、天を仰ぐ。

			「ある程度は、予想していたことだけど。そんなに、損になっているのか？」

			「売ればそれなりに高価な薬品類がすぐになくなってしまいますからね。それに、人件費も考慮すれば、かなりの損害になるかと」

			　タマルの回答は、明(めい)瞭(りよう)であった。

			「でもまあ、領地持ちの貴族の子弟とかには治療費を請求できますし、現金の持ち合わせがない傭兵や下級貴族には、ちゃんと借用書を発行していますし……そんな極端な赤字にはならないと思いますよ、長期的には。敵兵の治療費に関しては、回収する目途がたっていませんが」

			「敵兵のうち、グゲララ族の分に関しては、働いて返させるよ」

		

	
		
			　

			第三話　戦場の犬たち

			　

			「無傷で健康な若い男が、たったの銀二枚だけだとぉ！」

			　その頃、傭兵や下級貴族たちの間に不満が広まっていた。大量の捕虜を一気に獲得したため、奴(ど)隷(れい)商人たちが一斉に奴(ど)隷(れい)の買い取り値を下げはじめたためだった。

			「そういわれましても」

			　そのように憤る相手に対し、奴(ど)隷(れい)商人たちは卑屈に笑いながらも、歩み寄りの姿勢は一切みせなかった。

			「わたくしどもも、商売でやっておりますもので。このように品があぶれている状態ですと、どうしても買値は下がってしまいます。なんでしたら、他の商人の方へ持って行ってくださっても結構でございます」

			　そうしたやり取りのあと、傭兵なり下級貴族なりが別の奴(ど)隷(れい)商人に交渉にいくと、さらに安い買値が提示されるのが常であった。時間がたてばたつほど、奴(ど)隷(れい)の値が下がっていく。

			「奴(ど)隷(れい)商人どもめ！　全員で示し合わせでもしておるのか！」

			　そのように悪態をつく者も多かったが、実のところ、その奴(ど)隷(れい)商人たちも談合して値を下げているわけではない。

			　あまりにもこの場が「奴(ど)隷(れい)を買う立場」にとって有利な状況になってしまっているため、周囲の様子を見守りつつ、徐々に買値を下げて反応をうかがっているだけだ。奴(ど)隷(れい)商人も、「安く買って、高く売る」という鉄則は、他の商人たちと変わらない。安く買える機会が目前にあれば、その状況を見過ごすわけがないのだった。

			　こうして奴(ど)隷(れい)の買い取り値は、一時は平時の相場の十分の一くらいまで下落した。買う側は喜び、売る側はこの状況を呪った。

			　奴(ど)隷(れい)商人たちのこの後の反応は、その商いの規模により大きく二分された。

			　資本力や信用できる部下を持った奴(ど)隷(れい)商人は、さっそく買い入れた奴(ど)隷(れい)を売りにいくよう部下に命じ、自分は戦地に留まりさらに奴(ど)隷(れい)を買い取ろうとする。使える元手や人手に乏しい奴(ど)隷(れい)商人たちは、旅支度を整えて自ら奴(ど)隷(れい)を売るために旅立とうとする。

			　そして、そのどちらの奴(ど)隷(れい)商人も、それぞれの理由でハザマ商会を頼ることになった。

			　

			「馬車に奴(ど)隷(れい)を乗せたいと？　もちろん、まだまだ空きはございます。ご用件は、積み荷の運搬だけでいいですか？　移動の際の食料は？　軍標準の携帯糧食でしたら格安で人数分、揃えることが可能ですが」

			「申し訳ございませんが、馬車や馬だけの貸し出しについては、管理上の理由でお断りさせていただいております。どうしてもとおっしゃる場合は、事前に然るべき補償金をお預かりさせていただくことに」

			「食料のお買い上げですか？　ありがとうございます。軍標準の携帯糧食でよろしいのですね？　明日の朝までに、五百食分。こちら、分割でもよろしいでしょうか？　現在、製造が間に合わない状態でして、粥ならば、器さえそちらでご用意いただければすぐにでも提供できるのですが」

			　タマルが指導してきた即席商人たちはお仕着せの愛想笑いを顔面に張りつけて客を捌くのに手一杯となった。交渉をする者、契約書を整える者、帳簿をつける者……など、狭い専門分野に特化した知識を即席で詰め込んできた者たちだ。不慣れながらも、次から次へと押し寄せる客を捌いていくうちに、実務に対する不安は徐々に吹き飛んでいった。

			　奴(ど)隷(れい)商人側には、思いがけず大量に確保することができた奴(ど)隷(れい)を運ぶために使える、自前の輸送力が完全に不足していた。ハザマ商会にしてみれば、戦場からの帰り道は完全に空荷となる。つまり、なにかしらの荷を戦場で調達して運搬した方が、無駄がないのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やつら。こんなところまで来ていたのか」

			　ブシェラムヒ・アルマヌニアは、断ち切られた旗竿の断面を合わせて、呟く。

			「道ではなく、森の中を突っ切って移動したとしても……まさか、あれほどの短時間で」

			　ハザマたちがグゲララ族のバジャスらを捕らえた陣の中、であった。

			「ブシェラムヒ様！」

			「おう！」

			　配下に声をかけられ、ブシェラムヒは我に返った。詮索するのも物思いにふけるのも、もう少しあとにしよう。なにしろ今は、山岳民と交戦している最中なのだから。

			「盾兵を前へ！　タワーシールドを横列に展開し、他の者は援護に回れ！　非戦闘員は防御陣地の構築を急げ！」

			　おそらくこの時点では、ブシェラムヒの部隊がもっとも山岳民の領地奥深くに踏み込んだ部隊となるのであろう。実のところ、戦略的にはあまり意味のない進軍なのであったが、ここが山岳民と直接交戦する最前線のひとつであることに変わりはない。

			　このすぐ直後に、兄であるムヒライヒ・アルマヌニアから、

			「その地を放棄して後退し、浮き橋周辺地域の防衛に加われ」

			　という命令を受けることになるのだが……この時点のブシェラムヒは、意気揚々と戦闘に身を投じていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　架橋作戦の司令であるムヒライヒ・アルマヌニアは、終始多忙であった。

			　工兵と人夫たちを動員しての、防御陣地の造営。

			　その造営に必要な、あるいは今後の軍事行動に必要な物資の搬入と分配の手配。

			　バボタタス橋方面へも交代で部隊を派遣し、敵軍の動きを牽制し、敵の疲弊を誘わなければならない。

			　せっかく打ちこんだ敵地への楔(くさび)である。有効に活用してこそ意味がある。

			　そう思い、ムヒライヒはアルマヌニア家の財貨を惜しみなく使用して人を集め、仕事の完遂を急いだ。

			　もちろん、伝令を走らせ、王国軍監察の立場にあるブラズニア家には物資、資金両面での支援を要請し、総司令の立場にあるベレンティア家へ作戦の成功と今後の方針について報せることも忘れない。

			「前線司令官のムヒライヒ・アルマヌニア殿とお見受けする」

			　声をかけられたので顔をあげると、そこには妙に老成した顔つきの若い娘が立っていた。

			　いや。娘、ではないのか。

			　ムヒライヒは、その耳に気づいてすぐに自分の思いこみを訂正する。

			　エルフの年齢は、外見からは判断できないとされている。また、王国では滅多に遭遇することのない人種なわけだが。

			「いかにも」

			　ムヒライヒは、落ち着いた口調で応じた。

			「あなたは？」

			「エルシム。今は、洞窟衆に所属している」

			　小娘の外見をしたエルフは、そういった。

			「薬品が、足りない。材料を採取するために、うちの者をそこの森の中に入れてもよいだろうか？」

			「森の中に、ですか？」

			　ムヒライヒは、首を傾げた。

			「危なくは、ありませんか？」

			　多くの害虫や野生動物がひしめく森の中は、一種の人外魔境である。というのが、一般的な王国民の認識であった。

			「うちの者たちは、エルフの薫陶を受けて森の中の歩き方を学んでいる」

			　エルシムは、そのように答える。

			「薬の材料を採取するついでに、動物を捕らえるための罠(わな)も設置する予定なのだが、一応、指揮官の許可を取っておこうと思ってな」

			　ムヒライヒは、時間にしてほんの一、二秒、考えてみた。

			　それから、

			「いいでしょう」

			　と、頷く。

			　どう考えても、自軍が不利になるような要素はなさそうだ。

			「ついでに……もし森の中を敵軍が近づいてくるようでしたら、こちらに報せてください」

			　山岳民と王国民とでは、その風俗にもかなりの異同が存在する。山岳民のある部族は森の中を自由に移動する……という話も、ムヒライヒは耳にしたことがあった。

			「それは、司令としての命令か？」

			　エルシムとかいうエルフは、間髪入れずに確認してきた。

			「そう解釈していただいても結構です」

			「了解した。これより洞窟衆は、王国軍司令部の意を受けて周辺の森の中を警戒する」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「グゲララの豆食らいどもが根こそぎやられただぁ？」

			　そう声をあげたのは、ガグラダ族のアジャスだ。

			「ああ。なんでも、橋(きよう)頭(とう)堡(ほ)を築かれた上、二千人近くが捕虜になったらしい」

			　伝令師のクツイルが、説明を続ける。

			「それで、ガグラダ族への司令なのだが……」

			「どちらだ？　グゲララ族の奪還と、橋頭堡の破壊」

			「後者だ。ガグラダ族には陽動をして貰う。川沿いに陣を張っている平地民を脅かして貰いたい」

			　伝令師のクツイルは、むっつりとした中年男だった。

			「陽動……ってことは、本隊が別に出るってことか？」

			「デムダラ族の水妖使いが出て、平地民の橋を破壊する。陽動に引き続いて、川のこちら側に取り残された平地民を鏖(おう)殺(さつ)して貰いたい。やつらは……いささか、目障りだからな」

			「よしきたぁ！」

			　ガグラダ族のアジャスは両手を天に掲げて大きな声を出した。

			「好きだぜ、そういうわかりやすいやり方！　戦果をあげるのはおれたちガグラダ族、やつらにとどめを刺すのもおれたちガグラダ族！　こっちの岸まで渡っている平地民が何人いるのか知らねーが、全部殺しちまっていいんだな？」

			「今の時点で捕虜に取っても、邪魔になるだけだしな」

			　伝令師のクツイルは、肩を竦める。

			「見かけた敵をすべて始末する。これくらい単純な方が、ガグラダ族もやりやすいだろう？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……今、なんといいまして？」

			　メキャムリム・ブラズニアは、低い声で伝令に確認した。

			　ブラズニア公家の本陣内でのでき事だった。

			「わたくしの耳には、アルマヌニア公の次男坊から食料支援の加増を要請された、と聞こえたのですが？」

			「はっ！」

			　アルマヌニア公家の伝令は、メキャムリムの威(い)嚇(かく)的な眼光に怯むことなく、淡々と復唱する。

			「架橋作戦成功のため、目下、敵地での進軍と防御陣地の造成を急がせているところであります！　どちらも人員を交代させながら二十四時間体制で取り組む必要があり、糧食の消費量は大幅に増えるものと予想されます！　かかる経費についてはアルマヌニア家が負担しておりますが、特に糧食は持ち出し分だけではとても追いつかず……」

			「それで、こちらに泣きついてきた、と」

			　メキャムリムは、不機嫌な様子を隠そうとさえしていなかった。

			「ただでさえ、食料が足りていないこの時期に。了解しました。明朝までになんとかしてみせます。それくらいなら、アルマヌニア公爵家だけでもなんとかできるでしょう？」

			「はっ！　ムヒライヒ様にはそのように申し伝えます！」

			　アルマヌニア公家の伝令はそういうと、踵を返してブラズニア公家の本陣から退出した。その背中が完全に見えなくなってから、メキャムリムは悄然と肩を落とし、盛大にため息をついた。

			「なんだって、兵隊さんたちはあんなに大食らいなのよぉ。作戦行動時の平均食事回数は五回。それに夜間行動なんかが加わると、食料の消費量はさらに増える。陣地造成の人夫たちだって、急かされるわ運動量は多いわで、結局、兵隊さんたちと同じくらい食うし」

			「お姫様。洞窟衆の方々のところへ」

			　侍女のリレイアが、確認してくる。

			「ええ。洞窟衆のところに伝令を出して。用件は、いわずともわかるわね？」

			　早速、頼っちゃうわけだけどぉ……いいよね？　どうせ、アルマヌニア公家の貸しを仲介しているだけ、みたいなもんだし。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アジャス率いるガグラダ族は、グゲララ族などの農耕民とは違い、一生のほとんどを森の中を移動して過ごす狩猟民であった。普段から野生動物を相手にして生活していることもあり、動体視力や基本的な身体能力も総じて高い。弓は速射を得意とし、命中率は山岳民の中でも突出して高かった。

			　加えて、森の中での過ごし方を幼少時から叩き込まれているため、その中での移動速度も驚くほどに速い。馬も通わぬような難所も、自らの脚力のみでごく短時間で渡りきる。

			　森の狩人と、他の山岳民からは呼ばれていた。種族的にはヒト族であったが、多分に野性を残している。ガグラダ族とは、そんな部族であった。

			　そのガグラダ族が、夜だというのに、森の中を移動している。

			　目的地は、バタス川岸。

			　ムヒライヒ・アルマヌニアが指揮を執り、防御陣地の造営を行っている場所であった。

			「イミル、ズランギ。準備はできているな？」

			　小声で、アジャスが囁く。

			「いつでも」

			「承知」

			　イミルとズランギの小声が、アジャスの耳に届いた。

			　聞こえるか聞こえないかという、極めて小さな声だった。

			　この二人は、ガグラダ族の中でも屈指の魔法使いだ。

			　ガグラダ族の魔法は、自然の中にある精霊の力を流用するタイプの魔法だった。

			　詠唱や儀式に多少の時間を要するものの、成功すればその威力は甚大であり、人の体内にある乏しい魔力を振り絞った魔法とは比較にならない成果をあげることができる。

			　伝令師のクツイルは、今回のガグラダ族の仕事は陽動だ、といった。

			　ならば、せいぜい派手にやろう。そのためには、この二人の魔法使いにやらせるのが一番だ。

			　というのが、アジャスの思惑であった。

			　平地民どもを皆殺しにするだけなら、この二人の魔法に頼るまでもないのだが……当面は、この二人を、平地民の軍にほど近く、安心して施術を行える場所まで移送することが、アジャスをはじめとするガグラダ族の仕事となる。

			　灯りもともさず、音もなく、ガグラダ族は森の中を進む。

			　人目につくのを防ぐため、山道から遠ざかった場所をあえて進んでいるが、もう、かなり平地民の軍隊に近づいているはずだ。

			　その証拠に、バタス川のせせらぎの音が遠くから耳に入ってきている。

			　それどころか、人の声や作業音も、聞こえてきた。平地民の軍隊は、どうやら、夜を徹してなにかの作業を行っているらしい。

			　ご苦労なことだ、と、アジャスは思う。

			　どの道、全員、おれたちに殺されるのに、と。

			　アジャスの認識によれば、森の中に隠れている限り、平地民の軍隊などものの数ではない。

			　なにしろおれらは、森の中に入れば赤子の手をひねるよりもたやすく人の命を刈り取ることができる。敵が森の外にいた場合でも、森の中にいるおれたちを攻撃する術がないので問題ない。少しでも危うくなれば即座に移動し、また訪れるであろう絶好の機会まで辛抱強く森の中で待ち続ければよい。そうして、相手から所在を知られないまま、一人一人着実に射殺していく。

			　というのが、アジャスたちガグラダ族の「戦」だった。

			　森の中にいる限り、彼らガグラダ族は、自らの無敵さを信じて疑わなかった。

			「うぉっ！」

			　不意に、誰かが小さく叫ぶ。

			「誰だ？　どうした？」

			　アジャスが、小さく問いかけた。もう敵陣に、かなり近い。

			　こちらが攻撃をする前に、大声を出して敵に見つかるわけにはいかないのであった。

			「ネパフが」

			「どうした？」

			「いなくなった。急に」

			「なんだ、そりゃあ？」

			　小声で、仲間たちと囁きあう。

			「わからん。不意に、姿が見えなくなった」

			「よくわからんが、もう少しやつらに近寄らなければならん。気をつけて……」

			　アジャスがそこまでいった時、

			「うわぁぁぁ！」

			　今度は、長く尾を引く悲鳴が、響きわたった。

			「どうした！」

			　声を潜めることも忘れて、アジャスが叫ぶ。

			「ビクウだ！　ビクウが、罠(わな)にかかって、真上に！」

			　ガグラダ族の誰かの、狼(ろう)狽(ばい)した声が聞こえる。

			「……罠(わな)、だと？」

			「放てっ！」

			　アジャスが懐疑に満ちた声をあげるのと、どこからか女の叫び声が聞こえるのは、ほとんど同時だった。アジャスは反射的に身を投げて回避したが、かなりの人数がその声と同時に飛来した矢に、体のどこかしらを貫かれた。

			「放てっ！　放てっ！　放てっ！　声がする方向に、矢が尽きるまで放ち続けよ！」

			　女の声が、そう命じている。

			「火矢も放て！　明るくしろ！　やつらを逃すな！」

			「罠(わな)に、矢……だと？」

			　地面に伏せながら、アジャスが呻く。

			　その声は、当然のことながら、苦渋に満ちていた。

			　森の狩人であるガグラダ族が、森の中で狩られているとは……これでは、悪い冗談ではないか。地に伏せたままの姿勢で、アジャスは弓を構え、火矢の明かりめがけて矢を放つ。

			「イミル！　ズランギ！　無事か！」

			「おう！」

			「なんとか！」

			　意外に近くで、二人の声が聞こえた。

			「潜伏しろ！　おれも含め、他の者はここでやつらを足止めする！　お前たち二人は、なにがなんでも当初の目的を果たせ！」

			　なりふりを構っている場合ではない。

			　三分の一か、半分か。

			　先ほどの初撃で、ガグラダ族はすでにかなりの損害を被っていたのだ。

			　ざまぁねえな……と、アジャスは思う。

			　森の中でまともに動ける平地民がいる……という事態をまるで想定していなかったのが、アジャスの失策であった。ここまで大きな損害を被れば、たとえガグラダ族の何人かが生還したとしても、山岳民の中でのガグラダ族の地位や発言力は大きく下落する。

			　せめて、あの二人が成功すれば……と、アジャスは、そう思った。

			　あの二人が敵軍に大打撃を与えることに成功すれば、ガグラダ族の未来も、多少は明るいものになるだろう。

			　この時のアジャスは、このあと自分が生還することを、まるで想定していなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　森の奥から、悲鳴や人が争う物音が聞こえた。

			　遠くから聞こえたそうした雑音が、ムヒライヒ・アルマヌニアが最初に感じた異変の前兆だった。

			「もう来たのか」

			　ムヒライヒは呟く。

			　敵の襲撃を予想してはいたが、ここまで迅速な反応があるとは思っていなかった。

			　そして、その場にいた全員に向かい、

			「敵の襲撃があったようです！　警戒をするように！」

			　と、大声で叫ぶ。

			　たちまち、周囲の者たちは浮き足だった。

			　作業にあたっていた人夫たちは逃げ腰になり、警護にあたっていた兵たちは手持ちの武器を構え直す。

			「非戦闘員の者たちは、一時対岸に待避！　兵員は、引き続き周囲を警戒せよ！　対岸に待避する者は、落ち着いて、他者と押し合わず争わず、順番を守って移動せよ！」

			　一番怖いのは、この場にいる者たちが恐慌を来して統制を失うことだった。

			　この場にいる人数でいえば、兵よりも非戦闘員の人夫の方が圧倒的に多い。

			　ここで戦闘になったら、非戦闘員は確実に邪魔になるから、さっさと退去して貰いたいのがムヒライヒの本音であった。

			「敵は、森の中にいるようだ！　非戦闘員は、順次、浮き橋の方に移動せよ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まずガグラダ族を襲ったのは、何度かの矢の斉射だった。ただそれだけで、ガグラダ族の半数以上が手傷を負い、ろくに反撃もできない有様になっている。本来ならば、すぐに撤退を命じているほどの打撃を受けていたが、アジャスが撤退を命じる前に勝敗は決していた。

			　矢の斉射のあと、黒い固まりが無音のままガグラダ族の者たちを襲う。

			　早い。

			　躊(ちゆう)躇(ちよ)や遅滞が、いささかも見られない動きだった。

			　この闇夜の中で、まるで目が見えているかのような、野性の獣であるかのような、俊敏な動き。

			　ガグラダ族の者たちは反抗する間もなく、すぐに制圧された。

			「脆いものだな」

			　アジャスの背中を踏んで身動きを封じ、弓を構えた女が、感想を述べる。

			「狩ることはあっても、狩られたことはなかったか。お前が、この集団の頭領か？」

			「そうだ」

			　アジャスは強引に首を捻って女が構えた弓の鏃(やじり)が自分の首筋を狙っていることを確認し、低い声で応じた。

			「殺さないのか？」

			「殺すよりも、そちらの内情を聞きたい。話す気がなければ、お前の仲間をこれから一人ずつ順番に殺していく」

			「好きにするがいいさ。と、いいたいところだが」

			　アジャスは、ことさらゆっくりとした口調でしゃべった。

			　イミルとズランギが、この場からうまく逃げ延びていたら。その可能性がある以上、時間を稼ぐ必要があったのだ。

			「わかった。降伏しよう。その代わり、仲間は……」

			「助けよというのなら、助けないこともない。ただし、捕虜にはなって貰うがな」

			「奴(ど)隷(れい)か」

			　アジャスは、鼻に皺を寄せた。

			「贅沢はいえねーが、あまりぞっとしないな」

			「この場で殺されるよりはマシだろう。承知するのなら、お前の仲間に抵抗をするなと命じろ」

			「ああ、ああ。いいとも。いいだろう。その前に……立ち上がっていいかな？」

			「駄目だ！　動くな！」

			　女が、叫ぶ。

			　なかなか用心深いやつだな、と、アジャスは思う。

			　次の瞬間、なにか黒いモノがアジャスに近づき、素早くアジャスの手足を縛りはじめた。むっとした、獣臭い吐息が、アジャスの顔に当たる。

			「異族なのか？　平地民が人外の者を使役するなんて、聞いたことがねーぞ！」

			「では、われらは最初の例外ということになるな」

			　女の声は、素っ気なくそう答える。

			「よし。生き残ったお前らの仲間は、すべて身動きが取れなくなったようだ。今なら、起き上がってもいいぞ。怪我人も、すぐに治療にあたらせる」

			「そりゃ、どうも」

			　アジャスは、憮然とした表情でもそもそと起きあがろうとした。

			　手足を縛られている状態では、そんな些細な挙動が、ひどくやりづらい。

			「おれは、ガグラダ族のアジャスだ。あんたは、なんて呼べばいい？」

			「イリーナ。洞窟衆の、イリーナだ」
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			◆　◆　◆

			　

			「順番だ！　順番だ！」

			「押し合うな！　しかし整然と急げ！」

			　アルマヌニア公家子飼いの兵たちの誘導に従って、人夫たちが足早に浮き橋の上を渡っていく。その表情には、やはり一様に不安が張りついていた。

			「いいか！　この避難は、あくまで念のためだ！」

			「今、洞窟衆の者から森の中の敵軍を捕らえたという報告が入った！　安全が確認され次第呼び戻すので、向こう岸に渡ってもそこから離れないように！」

			　

			「また、洞窟衆ですか」

			　ムヒライヒ・アルマヌニアが、誰にともなく呟く。

			　確かに、エルシムとかいうエルフに森の中に入ってもいいかと訊かれた時、許可を与えたのは自分なのだが……これほどすぐに、伏兵としての効果を現すものとは予想していなかった。

			「架橋作戦の時といい、おいしいところを持って行ってくれるものですね」

			　ムヒライヒは、前線司令の役割として、各将兵の働きを評価する必要がある。

			　今の時点では、どのように割り引いても、洞窟衆の働きを評価しないわけにはいかないだろう。これだけ大きな役割を果たした洞窟衆にしかるべき恩賞を与えないとなると、下手をすれば全軍の士気を低下させかねない。

			　ムヒライヒの脳裏に、なにかというと「経費削減！」とか叫ぶブラズニア公家のご令嬢の顔が浮かび、げんなりとした気持ちになる。

			　経費、特に人件費をケチっていては、勝てる戦にも勝てない……というのが、ムヒライヒたち現場の人間の感覚なのだが、後方の人間はなかなかこの感覚を理解してくれない。辛い。

			「そりゃあ、お金も人も湯水のように蕩(とう)尽(じん)したらどんな戦にだって勝てますでしょうよ！　でも、戦利品よりも莫大な戦費を費やしてもぎ取った勝利に、一体なんの価値がありましょうか！」

			　ブラズニア公家のご令嬢は、普段からドヤ顔でそんなことをのたまっているのだそうだ。

			　その理屈は、わからないこともない。ことにこの戦は、王国にしてみれば防衛戦争であり、勝ったところであまり利がない。「敵軍を退けた、国土を防衛した」という名誉が残るだけであり、勝ったところで戦利品を受け取れるわけではないのだ。

			　国の上層部にしてみれば、より少ない損害でうまく事態を収拾したい、という思惑もあるのだろう。しかし、とムヒライヒは思う。敵軍である山岳民どもは、手加減して互角に渡り合えるほど、甘い存在ではないのだが。

			「洞窟衆に、より詳細な報告を求めよ！」

			　ごく短い時間にそんなことを考えたあと、ムヒライヒは伝令にそう告げる。

			「今、捕虜を連れてくるそうです！　捕らえた敵は、ガグラダ族！　おおよそ半数を殺害、半数を捕獲した模様！」

			「ガグラダ族だって！」

			　ムヒライヒは、叫ぶ。森の中での行動を得意とする部族は山岳民の中にもいくつかあるのだが、ガグラダ族といえばその中でも一番好戦的な部族とされている。

			「あの森の狩人を一網打尽にしましたか！　はは！　これは……すぐにでも喧伝しないといけませんねえっ！」

			　名を馳せた敵を討ち取った……という報は、敵の戦意を挫(くじ)き味方の戦意を高揚させる、またとない好材料なのだ。

			「そんな捕虜がいるのでしたら、すぐにでもこちらに」

			　ムヒライヒが上機嫌になった時。

			　第二の、異変が起こった。

			　

			　山道が、いきなりぐずぐずと崩れはじめた。堅固な地面が、いきなり砂地になったかのような変化だった。自重を支えきれなくなって、陥没する。

			　川から続く急斜面が、ぽっこりとへこんでいく。

			　せっかく築いた土塁が、防柵が、沈下した地面に引きずられて、高さも揃わなくなり、用をなさなくなっていく。

			「あ。あ。あ」

			　ムヒライヒは、口をあんぐりと開けてその異変を見つめた。

			　今日一日、膨大な予算と人手を蕩(とう)尽(じん)して得た成果が、目前で無に帰そうとしているのである。

			　動揺するのも当然といえた。

			　浮き橋の方へ避難する途中だった者たちは、この異変を目の当たりにして、パニックを起こしている。誘導に当たっていた兵たちが、「押さないでください！」とか、「落ち着いて移動してください！」とか、大声を張り上げているが、あまり効果はないようだ。

			「こんな。こんなことが。地震……ではない、な。まったく、ここは揺れていない」

			　いいながら、ムヒライヒは徐々に自失の状態から脱して思考能力を取り戻していく。

			「では……魔法か」

			　ムヒライヒがそう結論した時、浮き橋の上が、朱に染まった。

			　よりによってムヒライヒの目前で、目に見えない攻撃を受けた避難中の者たちが、一斉に体表を切り刻まれて、出血したのだった。

			　ムヒライヒは叫び、奥歯を噛みしめた。

			「敵軍の……魔法使いか！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なんだ！　このざまは！」

			　森を抜け、山道に出た途端、イリーナはその惨状に遭遇した。

			「答えろ！　あれは、貴様の仲間がしでかしたことか！」

			　手足を縛ったアジャスの襟首を掴み、イリーナは大声でそう訊いた。

			「素直に答えるわけねーだろ」

			　アジャスは、薄笑いを浮かべながら、そう答える。

			「こいつは、戦だぜ」

			「この！」

			　イリーナは、抵抗できないアジャスのみぞおちを、渾身の力で殴りつけた。

			　アジャスは、体を折って胃液を吐く。

			　そのあと、

			「へっ。へへへっ」

			　と、笑い声をあげはじめた。

			「貴様！　なにがおかしい！」

			「地獄は、まだまだこれからさぁ。おれたちは陽動。本隊は、別にあるんだ」

			「なんだと！」

			　イリーナが、いきりたつ。

			「ほれ」

			　アジャスはバタス川の方を見ながら、イリーナに告げた。

			「あれが、デムダラ族が使う水妖だ。あんたら平地民が、あんな敵を抑え込める力を持っているのかい？」

			　振り返ったイリーナの目に、盛大な水飛沫をあげるバタス川の様子が映った。

			　下流から上流に向け、一、二、三……四本。

			　水飛沫をあげながら、高速で移動する、なにか。

			　その移動する先には……大勢の人が乗った、浮き橋がある。

			「やめろ！」

			　イリーナが、絶叫する。

			「ははは。無理無理。ここからじゃあ聞こえねーし、たとえ聞こえても止める筋合いはねーし」

			　イリーナは、無言のままアジャスの腹部を蹴る。

			　アジャスの言葉通り、四筋の水飛沫は、その上にいた大勢の人間ごと浮き橋に激突し……あっけなく、すべての浮き橋を粉砕した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「んで、なにがどうなっているって？」

			　心話で叩き起こされたハザマが、叫んだ。

			　その肩に、素早く寄ってきたバジルが這いのぼる。

			『バタス川と、対岸が襲われている』

			　心話は、ファンタルからのものだった。

			『森を経由して襲撃してきたガグラダ族は、洞窟衆の者たちが抑えた。しかし、別口で魔法使いが何人か来ているらしい』

			「何人かって、具体的に何人よ！」

			『それがわかったら苦労はせんわ！』

			　ファンタルが、叫び返してくる。

			『今、対岸にいるエルシムに気配を探らせている。問題なのは、強力な精霊使いが敵の中にいることだな。居場所がわかったとしても、滅多なことでは近づけまい』

			「それで、おれはどうすりゃいいんだ？　とりあえず、川へは向かっているけど」

			『お主は、その川の中へ入って貰いたい』

			「川の中、だって？」

			『敵の中に、水妖を使う者がいるそうだ。お主のトカゲもどきの力なら、水妖にも通用するかも知れん』

			「その、水妖ってなによ？」

			『知らん』

			　

			◆　◆　◆

			　

			　犬頭人に臭いをたどらせ、ようやく術者らしき者たちを見つけだした。そいつらの周囲には、ガグラダ族の者と血塗れになった犬頭人の死骸が散乱している。倒れているガグラダ族の体には、無数の矢が突き刺さっていた。

			　おそらく、ここまで来る途中、生きたまま盾となって、この二人を守ってきたのだろう。

			「来るなよぉ！　おい！」

			　たった二人が、死体の輪の中心で生き残っていた。そのうち片方が、そう叫ぶ。

			「近づいたやつは……そこに転がっている犬っころみたいに、片っ端から切り裂いてやらぁ！」

			　もう一人の生き残りは、地面に両手をつき、なにやらぶつくさと小声を出し続けている。

			　そちらが、今も山道を陥没させている土の魔法使いとみて間違いはなさそうだ。

			　だとすれば、もう一人は、風の魔法使いか。

			「弓は？」

			　イリーナが、傍らの洞窟衆に訊ねた。

			「試してみましたが」

			　その洞窟衆は、首を左右に振る。

			　やはり、風使いか……と、イリーナは断定する。

			「おかしなことを考えるなよぉ！」

			　風使いが、叫んだ。

			「お前らがなんにもしなければ、おれもなにもしない。しかし、ちょっとでもおかしな真似をすれば……こうだぁ！」

			　ぱしゅっ。

			　という音がして、イリーナのすぐ隣にいた洞窟衆が、目を見開いた。

			　それから、自分の首筋に掌を置いて、

			「……え？　え？　え？」

			　と、呟く。

			　少し間を置いて……その洞窟衆の首から、大量の鮮血が吹き出した。

			「いっぺんにそんなに血を失ったら、まず助からねえ！　脆いもんだなあ、人間の肌ってのはぁ！」

			　風使いのイミルが、叫ぶ。

			　周囲にいた洞窟衆の者たちが、出血した洞窟衆の首に布などを当てるのだが、それもすぐに真っ赤に染まる。風で、頸(けい)動(どう)脈(みやく)を断ち切られたのだった。

			「いいや、まだ間に合う！」

			　小柄な人影が、頸(けい)動(どう)脈(みやく)を断ち切られた洞窟衆に近づき、患部に掌を当てた。

			「少し痛むが……我慢しろっ！」

			　そして、その小柄な人影……エルシムは、回復魔法を唱えはじめた。

			「惨(むご)い真似を」

			　イリーナが、押し出すように、いった。

			「お互い様だろうが！　おい！」

			　風使いのイミルが、叫ぶ。

			「お前らだって、おれたちの仲間を大勢殺したじゃねーか！」

			「この！」

			　イリーナは、腰に差していた剣を抜き放った。

			「やるのか？　やるっていうのか？　じゃあ……次は、お前だ！」

			　イミルが叫んだ。

			　しかし。

			「お、おい」

			　しばらくしてイミルは、狼(ろう)狽(ばい)した様子で周囲を見渡す。

			　イリーナの身には、なにも起こらなかった。

			「残念だったな」

			　首の頸(けい)動(どう)脈(みやく)を切られた洞窟衆の手当を終えていたエルシムが立ち上がり、イミルを睨んでいる。

			「ヒトの身でそこまで精霊を操れれば、まあ自慢してもよかろう。しかし、精霊の扱いについて、よもやこのエルフの巫女よりも長けているなどと増長してはいないだろう？」

			「放てっ！」

			　イリーナが叫び、次の瞬間には、イミルの体に無数の矢が突き刺さっていた。

			「イミル！」

			　はじめて、地面に両手をついていた男が顔をあげる。

			　しかし、次の瞬間には、その男もイリーナによって斬り伏せられていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　やけに騒がしい夜だった。

			　バタス川の方からだ。

			　妙に、人の声が聞こえてくる。

			「なにがあった？」

			「奇襲だってよっ！」

			「敵の魔法使いが出てきたらしい！」

			　白濁した意識の中に、そんな声が割り込んでくる。

			　うるさい……と、ゼスチャラは思った。

			「あそこには大勢いたんじゃないのか？」

			「ムヒライヒ卿が防御陣地を造営中だったからな」

			「今、大騒ぎだよ！」

			「風と土と、それに水の魔法が確認されているらしい」

			「三人もかよ！」

			「いや、わからんぞ。一人で三種類以上の魔法を駆使する魔法使いかも知れん」

			　うるさいといっているだろう！

			　と、ゼスチャラは、心中で声がする方を怒鳴りつけたかった。

			　しかし、実際は、

			「うぅぅぅぅ」

			　という、情けない声を漏らしただけだ。

			　今、ゼスチャラは、安酒場のカウンターに突っ伏して、酔いつぶれているところだった。意思を振り絞っても、瞼ひとつ開けられない有様だった。

			　

			「はいはい。ちょっとどいてくださいねー」

			　そんな、呑気な声が、ゼスチャラの耳に入ってくる。

			「おい、今の」

			「頭にトカゲを乗せて、若い女を連れていたな」

			「じゃあ、あれが」

			「洞窟衆の、ハザマか」

			「なんだか知らないが、架橋作戦の時も大層な働きをしたそうじゃないか」

			「なんでも、グゲララ族の捕虜を大量に捕らえられたのも、あの男のおかげだとか」

			「あの男なら」

			「ああ。この事態も、なんとかしてくれるかも知れん」

			　そうかい。

			　そいつぁ、よかった……と思いつつ、ゼスチャラの意識は混濁し、混沌の中に呑まれていく。

			「……いた」

			「おおい！　ゼスチャラ殿が、こっちにいたぞぉ！」

			「酔いつぶれていやがる！」

			「くれぐれも乱暴に扱うなよ！　これでも、貴重な攻撃魔法の使い手だ！」

			「丁重に……バタス川にお連れしろ！」

			　そうした声はゼスチャラの耳にも入ってきたが、ゼスチャラの意識はすでに混濁していて、その意味することをまるで理解できていなかった。

			　ただ、両腕を掴まれ、無理矢理に立たされた感覚だけは、やけに明(めい)瞭(りよう)に感じていた。

			　

			　ゼスチャラの体は、あっけなくバタス川の水面に放り込まれた。

			「ぷはぁっ！」

			　一度全身を水面下に沈めたゼスチャラが、水面上に顔を出した。

			「お前ら！　なにをしやがる！　せっかく気持ちよく酔っぱらっているところを……」

			「軍属魔法使いのゼスチャラ殿。どうか、周囲をご覧ください」

			　軍人のひとりが、そう告げた。

			　ゼスチャラは、しかめ面をして、ゆっくりと周囲を見渡す。

			「ひょっとして、非常事態ってやつか？」

			「どうやら、そのようですね」

			　その軍人は、もっともらしい顔をして頷いた。

			「あちらの方に、時おり水柱や水飛沫があがっているでしょう。あそこになにかがいて、うちの者たちに危害を与えているようなのです、なにぶん、この暗さであの速さですし、正体も皆目わからず」

			「よしよし。状況は、おおかたわかった。要は、アレを止めればいいんだな？　確かにアレからは、それなりに魔力を感じるが……」

			「できますか？」

			「おれを誰だと思っていやがる！　このゼスチャラ様の手にかかればな！　こんなものは！」

			　次の瞬間……ゼスチャラを中心とした半径五百メートルほどのバタス川の水は、すべて凍りついた。

			「……うわぁっ！」

			「なんだこりゃ！」

			「冷てぇ！」

			「新手の敵の攻撃かっ！」

			「動けねーよ、おい！」

			「凍える！　このままでは凍える！」

			　そこいら中から、悲鳴があがる。

			「アホですか、あんたは」

			「すまん。元に戻すわ」

			「今度凍らせる時は、敵の周辺だけに範囲を限定してください」

			「お、おう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　バタス川の近くには、ファンタルが立っていた。

			「うわぁ」

			　川を見て、ハザマはそんな声をあげる。

			「こいつぁ……大惨事もいいところだな」

			　水面の至る所が血で赤黒く濁っている。

			　その上、夥しい人影。

			　負傷している者と、すでに事切れている者、それに健在な者とが渾然一体となっていた。

			　なにしろ水深があまりない川である。

			　意識がしっかりしている者は、自力で近くの川岸に向かおうとするのだが……。

			　ぶぉん、と、唐突に水柱があがり、赤黒い濁りがまた増えた。

			「あれが……水の魔法だって？」

			「超自然の現象であることは確かだが、魔法かどうかははっきりしない」

			　ファンタルが、ハザマに答える。

			「あれ自体が、生きている可能性もある」

			「なんだ、そりゃあ？」

			　ハザマが、眉根を寄せた。

			「疑似生命体、とでもいうのかな？　精霊の性質を真似て作られた、一種のホムンクルス、とでもいうべき存在か。生物らしい気配はするのだが、どこか歪んでいる。そんな不自然な気配を、先ほどから感じている」

			「エルフの勘ってやつ？」

			「そんなところだ。お主こそ、なにか感じ取れないのか？　その、トカゲもどきを通じて」

			「……そうか！　生物としての属性がある相手なら」

			「ああ。おそらく、やつらを止められる。そのトカゲもどきの餌にもなるかも知れん」

			「そんなら」

			　ハザマは、即座にバタス川に飛び込んだ。

			　バシャバシャと水をかき分けて進んでいると、不意に、自分の周囲の水面が、すべて凍りついた。

			　と思ったら、すぐに元に戻った。水温は、やはり急激に下がったような気がするが。

			「なんなんだ、一体」

			　ハザマは、呟く。

			「もはやなんでもありだなあ、おい。目指す敵は、と……一番近いのが、あれか。さて、バジルの能力が、果たして通用しますかねえ……」

			　ハザマは、派手に水飛沫があがっているところに向かって、水の中を進んでいく。

			「はいはい。どいてくださいよう」

			　途中、人夫らしい薄汚れた格好のおっさんたちが逃げまどっているのとすれ違うが、ハザマは気にもかけない。

			　その中にはかなり派手に出血をしている者もいる。

			　水中にいるのだから、出血量もそれだけ多くなっているはずであり、早く止血なりなんなりをしないと被害も広がる一方なのだろうが……今のハザマには、どうすることもできなかった。

			　今の状況だと、ハザマひとりが大勢を避難させたり手当したりするよりも、被害を増やしている元凶を一刻も早く叩き潰した方が、よっぽど手っ取り早くこの事態を収めることができる。

			「そろそろ……かな？」

			　ハザマの目測では、そろそろ一番近い水飛沫が、バジルの能力の有効範囲内に到達する。

			　果たして、水妖とやらにバジルの能力が通用するのか、否か。

			　歩み続けていると、ハザマの心配をよそに、急激に、それまで派手にあがっていた水飛沫が止まった。

			「よしっ！」

			　拳を握り、ハザマは、水飛沫が止まったあたりへ急行する。

			　透明な、全長五十センチくらいの魚形の「なにか」が、水面に浮かんでいた。

			「これが、水妖ってやつなのか？」

			　疑問に思いつつ、ハザマは、その「なにか」を手に取った。

			　ひんやりとした感触。

			「こりゃあ、水だあ」
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			　水でできた固体、というべきだろうか。

			　氷ともゼリーとも違う、不思議な感触だった。

			「詳しい詮索は、あとだ。まだ何体か、動いているのがいたな」

			　ハザマは、次の水飛沫へと向かう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ほれ！　ほれ！　ほれ！」

			　酔いどれのゼスチャラが奇声を発するごとに、水面上に半径二メートルほどの円形の氷が出現する。水面上に見えている部分は円形であったが、水面下を見れば実は半球状になっている。

			　たまに、たまたまその近くにいた人間がその氷に捕らえられて身動きができなくなったりするのだが、ゼスチャラは気にも留めていない。

			「なかなかすばしっこいな。ほれ！」

			　結局、ゼスチャラが水妖を凍らせることに成功した時には、十以上の半球状の氷がバタス川の水面に浮かぶことになった。

			　

			　ゼスチャラがたった一体を捕獲している間に、ハザマはさらに残り二体の水妖も確保していた。

			「おいおい、あんた。見ない顔だな。新入りか？」

			　すべての水妖を確保したあと、バシャバシャと水を跳ねあげてゼスチャラがハザマのいる場所へと近寄ってきた。

			「まだここに着いたばかりですから、新入りっていやあ新入りになりますかね」

			　ハザマは、当たり障りのない挨拶を返しておく。

			「そうか。なかなかやるな」

			　ゼスチャラは、すでにハザマの成果を確認している。

			「おれのような本職の魔法使いでも手こずるような相手を、あっという間に三体も捕獲して。あんたぁ、魔法使いではないな。アイテム使いか？」

			「魔法使いでもアイテム使いでもありませんね」

			　ハザマは、三体の硬直した水妖を持った手とは逆の手で、頭の上に乗っているバジルを指す仕草をし、簡潔に答えた。

			「強いていえば、こいつの飼い主です」
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			第四話　水妖の正体

			　

			　その後、ハザマとゼスチャラは揃って岸へと向かう。

			　周囲では、ぼちぼち救助活動が本格化してきて、それなりに騒がしいことになっていたのだが、この二人の関心は別のところにあった。

			「で、なんなんすか？　これは？」

			「……うーむ。魔力の流れから察するに、人造的な使い魔、といったところか。こいつ自身だけでもある程度自律的な行動が可能だ。しかし、これは。か細いが、まだ紐(ひも)が繋がっているな」

			「紐(ひも)？」

			「操者の、な。意思を伝達するための魔術的な回路、というか」

			「それって、心話みたいなもんですか？」

			「あんた、心話のことを知っているのか？　素人にしては、珍しいなあ」

			「知っているもなにも、今も使っていますが」

			　そういってハザマは、常時首から下げている鎖を引っ張って、エンチャントがかかった宝石をゼスチャラに見せた。

			「ほぅ、こりゃあ」

			　ゼスチャラは、ハザマの首飾りの宝石をしげしげと検分した。

			「エルフの手によるものだな？」

			「わかりますか？　そう。おれの知り合いに、細工を施して貰いました」

			「術式の書きように独特の書式を使うからな、エルフは。心話の術式をこのように応用するとは。いや、需要はあるか。魔法による広範囲での通信とその可能性、か。ひとつひとつの術式も簡素で、余計な魔力を食わないのも、実用的でよい」

			　どうやらこの男は、宝石にかけられた術式の内容を本当に理解しているようだ。

			「ま、それはそれとして。結局、この魚の形をした水の塊って……なんなんですか？」

			　ハザマが、改めて問いただす。

			「なに、って。さっきもいったように、術式的に見れば人造的な使い魔であり、機能としてみれば兵器だろうよ。見ろよ、この有様を！」

			　ゼスチャラは、両手を広げて周囲の様子を見るよう、ハザマに促す。

			「ようやく架けた浮き橋はことごとく分断され、死人もたんと出た。こいつは、水を操作することに特化した仕様だが……水だろうが風だろうが、激しく動けばヒトの肌なんぞすっぱりと斬れる。なんといっても、やわで壊れやすいからな、ヒトの体というものは。何十何百という兵隊を動かすよりも、よっぽど効果的に敵にダメージを与えられるだろうよ」

			「それは、経済的だ」

			　ハザマも、頷いた。

			「でも、そんなに便利なら……なんで、もっと広く普及していないんですか？」

			「なんで広まっていないかっていったら、そら……やり口が、外道だからだろう」

			　ゼスチャラは、そういって口をへの字型に曲げる。

			「外道？」

			　ハザマは、眉根を寄せた。

			「本気で戦争やっている最中に、外道もなにも」

			「今ここにいる連中は、なんだかんだいって、自分の意思でここに来ている。人夫だろうが兵隊だろうが、だ」

			「こいつを操っているやつは、違うんで？」

			　ハザマは、さらに怪(け)訝(げん)な表情になった。

			「違うであろうなあ」

			　ゼスチャラは、嘆息した。

			「こうした造化物を創るためには、かなり強い意志が必要だ。それに操作する者の思考に対し、極端に狭い指向性を与えなければならない。こいつらがあんなに素早く、自由自在に水の中を動けたってことは、それはもう、操作する者が膨大な時間を、こいつを操るための練習だけに費やしてきたってことになる。例えば、お前さんの意識がいきなり鳥や魚の中に閉じこめられたとして、すぐに空を飛べたり泳げるようになると思うか？」

			「いきなり、飛べたり泳げるようになるわけではない、と」

			「ああ、そうだ。こいつらの体自体が、極めて不自然な代物だ。おそらく、操作者の魔力で無理矢理この形態に固定化されているはずで」

			「固定化、ですか？」

			「ああ。固定化、だ。さっきもいったように、こいつの操作者は、こいつを操る。ただそれだけのために特化している。おそらく、薬物や暗示などを多用した洗脳に長い期間晒されて、自分の命を魔力に変えながら、今もこの造化物の構造を維持し続けている」

			「ちょっと待って！」

			　ハザマは、自分の額に掌を当てた。

			「今……洗脳といいましたか？」

			「洗脳というのが、正しかろうなあ。おそらくは、物心ついてからこのかた、こいつを操作することのみに専念するよう条件づけられ、その他の生き方をまるで知らぬ術者が、どこかでひっそりと育てられてきた。そうした状況を説明するに、洗脳と呼ぶのが一番手っ取り早かろう」

			「それじゃあ、兵士でさえない。兵器だ。生きた兵器として育てられたやつが、どこかにいるってことですか？」

			「おうよ。だから、先ほどからいっているであろう。外道、だと。理論的には既存の魔法で造れるはずだが、実際に造った例は、おれが知る限り、こいつがはじめてということになるなあ」

			　そこまで会話が進んだ時、

			「大の大人が二人してなにを話し込んでおるのかぁっ！」

			　ペシッ！　ペシッ！　と、続けざまにハザマとゼスチャラの後頭部をはたいた者がいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あらあら。せっかく大事に育ててきたお魚が四尾。一尾は氷づけ、残りは動かない」

			　バタス川から遙か遠く離れた某所に、女の声が響く。

			「駄目になる時は、あっけないものですわね」

			「とはいえ、戦果は上々。当初予定していた浮き橋と前線陣地の破壊工作には、成功している」

			　平坦な声で答えたのは、伝令師のクツイルだった。

			「この子らは、もう使い物にはならないのかね？」

			「さあ？」

			　女は、肩を竦めた。

			「氷づけになったのは、もう駄目だけど。あとの三尾は、どうしてこうなったのか原因がわからないので、なんともいえませんわ。少なくともこの子たちの生命活動には異常はないし……こんな状態異常を起こす魔法なんて、見たことも聞いたこともありません」

			「ふむ。蠱術のルシアナ殿でも、知らぬことがあるものなのか」

			「クツイル様。このルシアナも浅学な身。知らない魔法もまだまだたくさんございましてよ」

			「それはそれとして」

			　クツイルは、石像のように動かない娘たちを見下ろす。

			「この子らは、どうするつもりかね？」

			　四人の娘が、クツイルの前にうずくまっていた。床の上に直接座っており、微動だにしない。

			「もうしばらく、様子を見続けるしかありませんわね。この子たちも、ここまで使えるようになるまで手塩をかけておりますし」

			　そういって、ルシアナはころころと笑い声をたてた。

			「ですが、凍てついたのは、もう駄目。ここまでになってしまったら、もはや蘇生の可能性はありません」

			　ルシアナがいい終えるか終えないかという時、ぶぉん、と風切り音がして、なにか太くて長い物体が薙いだ。

			　一番端にいた娘の体が、その一撃により粉砕される。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「この非常時に、なにをだべっておるのか！　暇なら、救助活動を手伝わんかっ！」

			　ハザマとゼスチャラを、エルシムが睥(へい)睨(げい)していた。

			「あ」

			「ありゃー」

			　後頭部をはたかれたハザマとゼスチャラの注意は、しかしエルシムではなく足元にあった。

			　さらに詳しく説明するなら、そこの地面に置いてあった水妖、ゼスチャラの言葉を借りるなら、「人造的な使い魔」のひとつが、たった今粉々に砕けたのだ。

			「なんだ、それは？」

			　エルシムが、ハザマたちが見下ろしていた物体にはじめて興味を示した。

			「ついさっき、川で暴れてたやつ。このゼスチャラさんがいうには、敵の兵器だって」

			「随分と、悪趣味な術を使うやつらだ」

			　エルシムは、とても不機嫌な顔になった。

			「これがなにか、わかりますか？」

			　ハザマは、確認してみる。

			「どうやら、水の精霊との親和性を高めるため、幼少時から、これを造ることのみを目的として育てられた子らがいるようだな。このままだと」

			「このままだと？」

			　ハザマは、先をうながす。

			「これを操っている子らは、まともな社会生活は送れまい。生物としてはともかく、社会的な人間として活動できるだけの知識や経験が、まるごと欠落していてもおかしくはない」

			「そこまでのもんか」

			　ハザマは、呻(うめ)いた。

			「それで、どうするつもりだ？」

			　今度は、エルシムがハザマに向かって問いかける。

			「こやつらのおかげで、多くの人間が死んだことは事実なわけだが。このまま、放置するのか？」

			「いいや、殺そう」

			　ハザマは、短く答える。

			「このまま生かしておいても、あまり意味はなさそうだ。それに、こいつは戦争なわけだしな。それで……どうすれば、こいつを操っているやつを殺せるんだ？」

			「おそらく、こいつと操作者は、存在の深いところで連動している」

			　ゼスチャラが、答えた。

			「今、氷ついたやつが粉々になったのも、おそらく、操作者の身に異変が起こったことを反映した結果だ。逆に、今、ここにあるこの人造使い魔を破壊すれば」

			「操作者も、死ぬって寸法か。よし、わかった」

			　ハザマは、腰に差していた剣を抜く。

			「……待て！」

			　エルシムが、ハザマを制止した。

			「なんだ？」

			「今、ここで、末端の操作者を殺めるよりも……その先にいる者たちを辿り、大元を叩く方がよくはないか？　こいつの操作者は、おそらくはなにも知らん。命じられたことを実行するだけの存在だ。そんな末端を叩くよりは、そうした存在を造りあげた連中に一矢を報いる方が、いくらかは有意義だと思うが」

			「根元を、か」

			　ハザマが、呟く。

			「それが、できるのか？」

			　

			「心話で、ねえ」

			　ハザマは、ぼやく。

			　エルシムは、

			「心話で語りかければ、操作者と意思の疎(そ)通(つう)ができるかもしれん。意思の疎(そ)通(つう)が可能なら、こんな兵器を作り出した大元の情報も得られるかも知れん」

			　などといっているわけだが。

			「で？　なんでおれがやるわけ？」

			「心話の術式は、今やお主が一番使い慣れているはずであるからな」

			　ハザマはその心話がなければ会話もできない身である。日常生活を送る上でも欠かせないのは、認めるが。

			「相手は、人語も常識もわからないかも知れない連中だってんだろ？　そんな連中の相手が、務まるかどうか」

			「なにごとも、ものは試しというであろう。失敗しても失うものはなにもない」

			「試してみる価値はあるな」

			　エルシムの言葉に、ゼスチャラも追従する。

			　このおっさんは、とハザマは内心で呆れていた。

			「無責任なことばっかいってるんじゃねーぞ、おっさん」

			「いや、おれ、実際無関係だし。責任もないし」

			　ゼスチャラは、にやにやと笑っていい返すばかりであった。

			「この野郎。そんじゃまあ、試してみますか」

			　不意に真顔になって、ハザマは魚のような形状をした水の塊を睨む。

			『おい。聞こえるか？　これを操っていたやつら。今は、ピクリとも動けないはずだが……聞こえたら、返事をしろ。さもないと、この水の塊を片っ端からぶっ壊していくぞ……』

			　

			◆　◆　◆

			　

			「死傷者と行方不明者、あわせておおよそ五百名以上。今、手の空いた者が総出で救助活動をしておりますが、なにぶん夜間のことゆえ作業効率が悪く、被害状況の確認も思うように進まず……」

			「もう、いい。明日にでも、より詳細な集計が出てから改めて報告してください」

			「……はっ！」

			　今は……報告よりも、復旧作業を急がねばならない。

			　多くの者が、負傷者の救援活動に従事していた。負傷者や死者を岸にあげようと、冷たい水に入っている者も多かった。

			　しかし、ムヒライヒはそうした被害状況をつぶさに観察しようとはしない。

			　それよりも優先すべきことがあったからだ。ムヒライヒ・アルマヌニアはそう思い、周囲を見渡す。山道が、すり鉢状に陥没していた。

			　当然、その陥没していた部分に関しては、山道へと続く急斜面の勾配も変わってくる。

			「これは、馬が使えるな」

			　ムヒライヒは、呟く。

			　確かに、防御陣地の構築は大きく後退した。しかし、急斜面がなだらかに変化した部分をうまく利用すれば、馬を山道に乗せることができる。軍用馬が使えるようになれば戦術の幅が大きく開ける。それ以外にも、陣地構築の作業効率にも大きく影響してくるのだった。

			　橋も、今度はもう少し頑丈なものを、新たに架ける必要があるだろう。

			　ムヒライヒは、今現在の地形をうまく利用した防御陣地の構想を脳裏で素早く組み上げ、その構築に必要な人力や資材の量を大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)に見積もる。

			　多少、無理をする必要はあるが。巻き返しは、どうやら不可能ではなさそうだった。

			「よし！」

			　小さく呟き、ムヒライヒは救助活動の指揮に戻った。

			　新たな構想の防御陣地を構築するためには、作業をするのに邪魔な負傷者や死者を、この場から搬出させなければならない。

			　そのために、一刻でも早くこの場の混乱を収拾させる必要があった。

			　目前の戦死者よりも、未来への布石に重きを置く……ムヒライヒ・アルマヌニアとは、よくも悪くもそうした性質の男であった。

			　しかし、その時、

			「ムヒライヒ・アルマヌニア卿！」

			　ひとりの伝令が、ムヒライヒのそばに駆け寄り、敬礼をしてきた。

			「総司令部よりの伝達！　明朝、総司令部に来られたし！」

			　その伝令は、これで何度目になるのか、この戦における王国軍の首脳会議が行われることを告げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王国軍の多くの者にとって、眠れない夜が明けた。

			　人数はまだ確定していないのだが、この時点でも相当数の戦死者が出ており、上層部では合同埋葬の手配をしはじめていた。遺体を放置すればやがて腐敗し、害虫や病原菌の発生源となる。人口が密集している野営地にあっては、早々に埋葬をする必要があったのだ。

			　ただ、戦死者の身元を確認し、形見を遺す必要がある遺族や縁者がいるのかどうか確認するだけでも相当な手間となる。

			　かといってこうした作業を軽々しく省略してしまうと戦死者の尊厳を貶めることになり、生き残った関係者の今後の士気に大きく影響してしまう。そのため手を抜くことは許されず、手配のため奔走する後方要員たちにとってもなかなか悩ましい問題となった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一方で、喜んだ……といってしまったら語弊があるのか。とにかく、少しばかり不謹慎な安堵の仕方をしたのは、後方支援部隊で重要な地位を占めていたブラズニア公爵家の令嬢、メキャムリム・ブラズニアであった。

			　流石に多くの戦死者が出たことを喜ぶほど悪趣味ではなかったのだが、

			「いっぺんに何百人単位で食料を消費する人が減ったから、多少は食料のヤリクリが楽になった」

			　と思ってしまったのは事実である。その直後に、メキャムリム・ブラズニアは、そんなことを考えてしまう自分の仕事の罪深さに思い当たり、少し後悔した。

			　しかし、このメキャムリムの「後ろめたい気分」はあまり長続きしなかった。

			　伝令が、ムヒライヒ・アルマヌニアからの書状を携えて到着したためである。

			　その書状には、新たな案として、

			「単独で敵地深くに先行したブシェラムヒ・アルマヌニアの部隊を救出する」

			　ことが記されていた。

			　そのためには、騎兵、歩兵、弓兵からなる二百人規模の混合部隊を編成する必要があり、その作戦のために必要な物資を融通して貰うためには、この戦の監察役であるブラズニア家の認可が必要となる。

			　架橋作戦から一昼夜を過ぎても帰還していないブシェラムヒの部隊は、目下、容易に退けない窮地にあるか、それともすでに全滅しているかのいずれかであり、早急にその安否を誰かが確認する必要があった。彼らはあまり予備の食料も携帯していないはずだから、このタイミングで友軍の助けがなければ全滅は必至であろう。また、生き残りの将兵たちがいれば、貴重な戦力となる。帰還後はムヒライヒの部隊と合流し、新たに拠点防衛を担当させたい……などの内容が、書かれていた。

			　メキャムリム・ブラズニアは、歯噛みしながらもこの作戦案に対して認可を与えなければならなかった。ブシェラムヒ・アルマヌニアは、大貴族アルマヌニアの三男であるというだけではなく、メキャムリム・ブラズニアの許嫁でもある。
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			　ここでこの作戦案に認可を与えなければ、メキャムリム・ブラズニアの名声は地に落ちることになるだろう。

			「あんにゃろめ」

			　心中でこの作戦案を作成したムヒライヒ・アルマヌニアに悪態を吐きながら、メキャムリムは乱暴な動作でその作戦案に「認可」の印を押した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ムヒライヒ・アルマヌニアは、作戦案が認可されたという報せが届いた直後に、すでに編成を終えていた部隊に出立を指示した。

			　これでも、ムヒライヒはそれなりに危機感を募らせている。今、この時点で、ムヒライヒたちバタス川を渡った王国軍の者たちは、ほとんどなんの防備も持たず、丸裸も同然なのである。自分が敵の立場なら、今のこの状態を放置するわけがない。

			　ムヒライヒが負傷者の救出と戦死者の収容を急がせたのは、「そうしなければ場所が空かなかった」からだ。

			　夜を徹した作業の結果、バタス川のこちら側がおおむねきれいになった今、早急に防衛陣地造営の作業を再開し、同時に山岳民たちの襲撃に備えなければならない。無駄に戦力を分散させておけるほどの余裕は、今のアルマヌニア公爵家の手勢にはないのであった。目減りした戦力を少しでも補充して、これまで遊ばせておいたブシェラムヒの部隊もこちらに合流させておく必要がある。

			　二十騎ほどの重装騎兵を先頭に、長槍を携えた百名ばかりの歩兵が続く。弓兵は、ここからは見えないが、森の中を移動しているはずである。

			　そう。弓兵として、ムヒライヒは、洞窟衆の者たちを採用していた。あの森の中では、人間と犬頭人とが混成した洞窟衆の部隊が、目的地に向かって移動しているはずであった。

			　洞窟衆は、ブシェラムヒの部隊を救出する作戦に従事させるだけではなく、周辺の森の警護にも当たらせている。他の兵種であるのならば代替えは可能なのだが、森の中を自由に移動できる戦力は、今のところ洞窟衆しかいない。信用をする、しないという以前に、森からやってくる敵への対処は、洞窟衆に頼るしか方法がないのが現実だった。

			　王国軍に参加してからまだ間もない新興勢力を重用しすぎると、それなりの面倒も発生するのだが……この場をしのぐためのよりよい方策を思いつけない以上、ムヒライヒは洞窟衆に頼るしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ハザマの下へ、王国軍総司令部から伝令が到着したのは、ちょうどハザマが水妖の操作者とはじめての接触を終えた時だった。

			　伝令は、ハザマの肩に乗っていたバジルの姿を確認してから、

			「洞窟衆のハザマ様ですね？」

			　と、ハザマの身元を確認し、一通の書状を手渡した。

			　こちらの世界の文字が読めないハザマは、その書状をすぐに傍らにいたエルシムに手渡す。

			「総司令部から、出頭命令が来ているな」

			「おれ、なんかやったっけか？」

			「やっているかやっていないかといえば、大いにいろいろやっているかと思うが。なに、渡川作戦と昨夜の襲撃に際して、われら洞窟衆はそれなりに活躍をした。そのあたりの事情を、直に確かめたいのであろう」

			「ああ、そういうことね」

			　エルシムに説明され、一応ハザマは納得をしてみせる。

			「で、その呼び出しっていつよ？」

			「夜が明けたら、と書いてあるな」

			「夜が明けたら、って……やべっ！　もう空が白みはじめているじゃないかっ！」

			「そうだの。急げ急げ」

			「ええっと、いったん、おれたちの天幕に帰って着替えて」

			「口を動かす前に、さっさと移動をはじめい。リンザにもイリーナにも、すぐあとを追うように伝える」

			「リンザはともかく……イリーナって？」

			　イリーナといえば、確か、ハザマが密かに「不機嫌な女たち」と名づけた連中の一員で、真面目な顔をして、ハザマに対して「抱いてください」とかふざけた願いをしてきた女だったはずだが。

			「今度の襲撃で、森の中からやって来た敵を防いだ功労者だからな。同行させた方がいいだろう」

			　なるほど、と、ハザマは思う。

			　ハザマは、昨夜の襲撃についても全体像を把握していない。イリーナをはじめとする洞窟衆の者たちが森から来たとかいう敵とどのように相対したのかも、知らなかった。

			「わっかりましたっ！　それじゃあ、おれはそっちに向かいますので！」

			　いいながら、ハザマはバタス川の方へと歩いていく。

			「おお。水妖など、あとのことは任せておけ！」

			　エルシムは、そう答えた。

			「さてと、おれは」

			　さり気なく去ろうとするゼスチャラの裾を、エルシムが掴む。

			「待て、魔法使い」

			「なにか？」

			「なにを、他人事のようなそぶりでこの場から撤収しようとしておるのか。このような時にこそ、おのれの魔力を役立てようという殊勝さはないのか。見よ、この惨状を。お主とて、いっぱしの魔法使いであるのなら、回復魔法の心得くらいはあるはずであろう？」

			「い、いや。その、おれは、タダ働きはしない主義で」

			「人の生死がかかっている時にタダ働きもクソもあるかあっ！」

			　エルシムが、ゼスチャラを一喝した。

			「つべこべいわずに負傷者の手当を手伝わんかい！」

			　

			　ハザマが自分に与えられていた天幕に帰ると、まだ起きていたクリフが出迎えてくれた。

			「なんだ、起きてたのか？」

			「眠れませんよ。あんな騒ぎが起こった直後では」

			　クリフの話によると、姉のカレニライナも他の洞窟衆も、捕虜であるグゲララ族さえもが総出で、夜通し救出活動に行っていたという。

			「救出活動に出たグゲララ族の方々の中には、それなりに緊急性の高い食料の生産に携わっていた人たちもいたようですが」

			　パン焼き、か。と、ハザマは内心で頷く。

			　そっちも、重要っちゃ重要な仕事ではあるよな。腹が減ったら戦はできぬ。戦どころか、飢えていたら他の仕事もできない。最悪、死ぬ。

			　とにかく、食糧の確保と供給の優先度が高いことは否定できない。

			「総司令部とやらから呼び出しがかかった。これから、そっちに向かわなければならない」

			　そんなことを考えながら、ハザマは短くクリフに告げた。

			「お前も出かける用意をしろ」

			「え？」

			　クリフは、目を見開く。

			「ぼくも、ですか？」

			「お前はおれの……あー、侍従見習い、っていったっけ？　とにかく、それなんだろう？　だったら黙ってついてくればいい」

			　ハザマは、危険な場所以外にならば極力クリフを伴うことにしていた。この少年がこれからどのような人生を歩むことになるのか、それは、ハザマにも予想はつかない。

			　しかし、見聞を広げておいて悪いってことはないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おれ、この戦が終わったら、ブラズニア公家の長女と結婚するんだ」

			「縁起でもないことをいわないでください、ブシェラムヒ卿！」

			「なんで、おれが祝言を挙げる予定を話すと縁起が悪いことになるんだよ！」

			「戦闘前と戦闘中に結婚とか出産の予定を他人に話すと、死神が寄って来るっていいますよ！」

			「なんだ、そりゃあ？」

			「験担ぎだと思ってくださいっ！　幸せな将来について語ると、その幸せな将来が絶対に来ることはなくなるんです！　ジンクスですよ、ジンクス！」

			「そ、そういうもんか。下々の兵士の風習ってのは、よくわからんな」

			　ブシェラムヒ・アルマヌニアの部隊がこの場に到着してから、丸一日以上の時間が経過している。そしてこの部隊は、ここに到着してからこっち、山岳民の兵士たちとの継続的な戦闘状態にあった。何度かブシェラムヒの兄であるムヒライヒ・アルマヌニアから、「帰投せよ」との伝令を受けているのだが、敵に背を向ければすぐにでも襲いかかってくるのだから、動きようがない。

			「食料は？」

			「とっくの昔にすっからかんですよ！」

			「何人やられた？」

			「死んだのと戦力にならないのと合わせて、三十ってとこですかね。残りのやつらも、不眠不休でいつまで動けるものか。補給も交代要員も来ないってのが、一番の問題点です。矢も、もうじき尽きます。いっそのこと、全員で突撃でもしますか？」

			「縁起でもないことをいうなっ！」

			　ブシェラムヒは、副官を怒鳴りつける。

			「やつらは、おれたちとは違って、矢も交代要員もたっぷりいるんだ！」

			　

			　その時、頭上から人影が降りたった。

			　

			「え？」

			「あ？」

			　唐突に現れた人影に、部隊の者たちの視線が集まる。

			「待たせたな。援軍だ」

			　人影……そのエルフは、いった。

			「ブシェラムヒ・アルマヌニアが率いる部隊……で、いいんだな？　洞窟衆のファンタルという者だ。これより撤収作戦を開始する。まずは、負傷者の収容と移送だ」

			　ファンタルと名乗ったエルフがそういうと、森の中から無数の犬頭人がわらわらと沸いてきた。

			「騒ぐな！　慌てるな！　われらは敵ではない！　自力で動けない負傷者は、これから担架に乗せて搬送する！　その際、森の中を移動することになるが、無用に騒がないように！　われら洞窟衆にとって、森の中は、自分の家の庭のようなものだ！　別働隊もこちらに向かって来ている！　そちらが到着次第、敵軍に強烈な一撃を加え、相手が態勢を立て直す前に遁走する！」
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			◆　◆　◆

			　

			　ドルバル・バスコス。五代前からアルマヌニア公爵家に仕える、直参家門の出である。従軍もこの戦で数えて三度目となり、手堅い手腕と経験を持つ士官であった、といえよう。

			　同世代のムヒライヒ・アルマヌニアからの信任も厚く、今回もバタス川沿岸部防衛戦の指揮を任されることとなった。本来ならば、そのムヒライヒ自身がこの場で指揮を執っているはずなのだが、そのムヒライヒは総司令部に呼び出されている。短くても数時間。長引けば、半日。いや、場合によっては、丸一日、留守にすることもありえる。

			　こんな重要な時に、呼び出すなんて。総司令部はなにを。

			　と、ドルバルは、歯噛みする。

			　いっても詮無きこと、ではあるのだが。もう少し前線の、現場の状況というのを理解しては貰えないものか。

			　ムヒライヒは、

			「この沿岸部が無防備になった今こそ、大規模な襲撃を警戒しなければならない」

			　と危(き)惧(ぐ)していた。

			　そしてその危(き)惧(ぐ)は、ドルバルも、かなりの公算で「当たる」だろうと、そう、予測している。今、王国軍側に態勢を立て直す時間を与えるのならば、昨夜半からの攻撃がまるっきり無意味になってしまうからだ。

			　それなのに。総司令部は、この大事な時期に現場の司令官を前線から引き離そうとしている。

			　われらに犬死にせよ、とでもいうつもりなのか。

			　と、ドルバルは、そんなことさえ思ってしまう。

			　

			　敵の大規模襲撃の予兆は、こうしている間にも次々とドルバルの下に届いている。

			　まず、バボタタス橋方面へ送っていた部隊から、伝令が帰ってこなくなっていた。バボタタス橋へは、渡川作戦成功後から、定期的に部隊を送っている。疲弊を防ぐため数班に分け、実際に戦火を交えるのはごく短時間で、交替で戦うように指示していた。この方面には敵の精鋭が集まっているはずであったので、アルマヌニア公が動かせる将兵の中でもかなり上質な将兵を選りすぐって送り込んでいたはずなのだが。

			　定期的に連絡をしてくる手筈が、もうかなり長い時間、音信不通となっている。

			　それに、森の中に居座っている、洞窟衆とかいう異族混じり、女混じりの胡散臭い連中からも、

			「何度か森の中を侵入して来る気配がした」

			　という報告が届いていた。

			　洞窟衆とかいう輩(やから)のいうことには、

			「森の中に自分たちの気配を感じた途端、引き返して姿を消した」

			　と、いうことだった。

			　山岳民の中には、物好きなことに森の中を住処(すみか)とする部族もいる。そうした部族が、奇襲を狙って森の中を移動してくることも予想できた。本来ならば平地民が入り込まないはずの場所に思いがけず大人数が潜んでいたことに気づき、慌てて引き返す。ということも、十分に考えられる。

			　敵軍だって、当然のことながら、自軍に損害を出すことは好まない。

			　ドルバルとしてはあまり認めたくはないのだが……あの洞窟衆とかいう胡散臭い連中は、この防衛戦においては、十分な役割を果たしている。敵が進軍してくる方向を限定できるだけでも、防衛をする側としては、実に「ありがたい」のだ。

			　森の中に洞窟衆の連中がいる限り、ドルバルたちの手勢は、

			「バボタタス橋方面のみを、注意していればいい」

			　ドルバルは、結論を口に出して、そういった。

			　

			　バボタタス橋へと続く道幅の狭い山道は、人馬と兵器とで埋め尽くされている。土塁や馬返しの防柵などは、時間がなかったので十分には設置できなかった。一度、設置しかけたものが、ほとんど昨夜の陥没に巻き込まれて使用不能となったためだ。防柵に関しては、山道に引き上げ、修繕して設置し直せたが、土塁を積み直すには、人手も時間もまるで足りない。

			　防柵や土塁の再設置が間に合わないため、生身の歩哨やバリスタを設置してどうにか実用的な防御を保持している形である。が、こうした人力任せの方法はどうしても兵にかける負担が大きく、長続きはしない。

			　復旧作業がほとんどできないかわりに、バリスタや連弩を陥没した地点の直前に配置し、その前に防柵と人垣を配置した。

			　陥没によってできた大きな窪地の向こう側に、隊列ができていた。

			　五十の騎兵を先頭に、歩兵三百が続く。現状でアルマヌニア公家が動員できる、最大限の戦力を集結していた。

			　現在、別働隊が救出に向かっているブシェラムヒ・アルマヌニアの部隊が間に合うことがあれば、多少、戦力は増大することになるのだろうが。正直なところ、ドルバルはあまり期待していなかった。

			　戦力は戦力なのだが、ブシェラムヒの部隊は小貴族や傭兵を中心に編成されており、アルマヌニア公爵家直属の、戦に慣れた将兵たちほどには、兵として練度が足りていない。それに、丸一日以上、敵軍と交戦した直後でもあり、疲弊も激しいだろう。

			　仮に救出作戦が成功したとしても、そのまますぐに戦力としてあてにできるものではない。と、そう判断するのが、指揮官としては常識的な思考といえた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「エルフの女……だと？」

			　ブシェラムヒ・アルマヌニアは、呻いた。

			「ブシェラムヒ卿。この女、はぐれエルフの」

			　副官が、ブシェラムヒの耳元で囁く。

			「武人としての見識は、確かかと」

			「ここは、おとなしくいうことを聞くべきか」

			　ブシェラムヒは、頷いた。このブシェラムヒは、直情的な性格ではあるが、とりわけて愚鈍なわけでもない。

			　味方は疲弊しきっているのだ。救援が来るというのなら、それは素直に朗報として受け止めるべきだろう。

			「それで……ファンタルとかいったか？　おれたちは、どうすればいい？」

			　ブシェラムヒは、ファンタルに問いかける。

			「負傷者は、このまま洞窟衆の者たちが担架で搬送する。敵軍の迫撃を避けるため森の中を抜けるが、危険はないから騒がないように伝えて欲しい。騒ぐと、かえって危険性が増す」

			「そう命じろ。徹底させろ」

			　ブシェラムヒは、小声で副官に命じた。副官は小さく頷いて、その場から離れる。

			「あとの段取りは？」

			「救援の騎兵が到着したら、道をあけて欲しい。騎兵の突撃に合わせて、われら洞窟衆が森の中から援護射撃を行う。ブシェラムヒ殿の部隊は、騎兵に道を譲ったら、そのまま一直線に遁走してくれ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「敵軍が来ました！」

			　馬に乗った伝令兵が、ドルバルに向かって叫んだ。

			「数は！」

			　やはり、バボタタス橋方面へ派遣した部隊は全滅か……と思いながら、ドルバルは聞き返す。

			「おおよそ……千以上！　異族との混成軍です！　先頭に、騎兵が二百以上！」

			　騎兵だけでも二百以上。

			　ドルバルは、口の端を痙攣させる。

			　圧倒的な戦力差ではないか。

			　生憎とドルバルは、こんな場面で「これぞ武人の本懐！」などと開き直れるほど図太い性格を有してはいなかった。立場というものがなかったら、うしろも見ずに逃げ出していたことだろう。

			　しかし、実際にはこう口にしていた。

			「いいか！　よく聞け！　これより、この場を死守する！　ここで敵地への橋頭堡を失えば、これまでに犠牲になった同胞たちの流した血が、すべて無駄になる！　やつら山岳民にこの地を再奪取させるな！」

			　ドルバルの演説は華麗でも独創的でもなかったが、王国軍の士気を一時的にあげることには成功した。兵士たちは歓声をあげてこれに応える。

			　見え見えの演出ではあったが、特に今回のように、敵軍との兵力差がありすぎる場合には、こうして気分を高揚させることも必要となるのだった。

			「先に騎兵を突入させますか？」

			「やめとけ」

			　騎兵の数だけを比べても、おおよそ四倍近い格差がある。

			　突撃をしてもあっけなく擦り潰されるのがオチだろう……といいかけ、ドルバルはその言葉を呑み込む。

			「もう少し、敵を引きつけてからにしよう」

			　実際には別の言葉を口にした。

			「密集してくれれば、こちらの攻撃も当たりやすくなる」

			　圧倒的な大群を目の前にした味方が、敵軍がこちらの射程範囲内に入る前に暴発する可能性も大きいのだが。

			「全軍に、こちらが指示をするまで攻撃を控えるよう、徹底させよ！」

			　ドルバルは、そう念を押しておく。敵も味方も、生身の人間だ。頭に血が昇った状態で、どこまで冷静に、こちらの作戦通りに動いてくれることか。

			「敵軍、視認！」

			　やがて、そんな見張りの叫びが耳に入る。

			　視界に入った……とはいっても、敵軍の姿はまだまだ小さい。

			　先頭の、騎兵の群がかろうじて見分けられるくらいだ。

			「まだまだ、動くな！」

			　ドルバルは、叫ぶ。

			　数的な劣勢を少しでも補正しようと思うのなら、乱戦に持ち込むしかない。

			　この距離でこちらも動けば、最悪、敵軍の騎兵だけに蹂(じゆう)躙(りん)されてもおかしくはない戦力差なのだ。

			　救いがあるとすれば……道幅が狭いので、騎兵の機動性をうまく生かせないということだけか。

			　敵軍の姿が、すぐに大きくなってくる。

			　敵軍の騎兵は、まだ速度をあげていなかった。

			　

			「バリスタ、用意！」

			　ドルバルが、号令をかける。

			　もうすぐ、敵の騎兵がバリスタの射程に入る。

			　バリスタのような大振りな兵器が、生きて動いている相手にまともに命中するとも思えないのだが……牽制くらいにはなるだろう。

			　敵軍の騎兵が、さらに近づく。

			「弓兵、用意！」

			　もうすぐだ。

			　ぎりぎりまで、敵を引きつける。

			　敵軍から鹵獲した連弩は、もっと敵を引きつけてから使用するつもりだった。あれは、密集している敵に使うのが、もっとも効果がある武器なのだ。

			　敵軍の騎兵が槍を構え、今にもこちらへ突撃しようと身構えた時……唐突に、異変が起こった。

			　左右の森から、おびただしい矢が、敵軍に降り注いだのだ。

			「バリスタ！　弓兵！　斉射だ！」

			　ドルバルが、叫ぶ。

			「敵が浮き足立っている今のうちに、叩けるだけ叩いておけ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「頭にトカゲを乗せ、女子どもを連れて軍議に臨む、か。噂に聞いていた通り、酔狂な男のようだ」

			　総司令部とやらに案内される途中で、そんな悪態を何度となく耳にした。おそらく、ハザマらに聞こえることを承知した上で、これ見よがしに吐き捨てた言葉なのだろう。

			　もちろんハザマは、そんな態度を取られても涼しい顔をして無視をする。ハザマがリンザとハヌン、クリフとカレニライナを引き連れて歩いているのは事実であるし、そんなやっかみをまともに相手にしてもなんの役にも立たないからだ。

			　ハザマが本当に腹を立てたら洞窟衆を率いてこの野営地から引き上げるだけなのだが、万が一、そういう事態になったとしたら、洞窟衆よりも王国軍の方が甚大な打撃を受ける。そうした事実を重々自覚していたため、心理的な余裕もあった。

			「しかし、あんたらと、一緒になるかなあ」

			　ハザマは、目前に控えている男たちに視線を走らせる。

			　飛竜乗りで斥候隊の生き残りであるニブロス。グゲララ部族長のバジャス。ガグラダ族のアジャス。それぞれに、洞窟衆が原因となって王国軍側の捕虜になった、という経緯を持つ者たちばかりである。

			　重傷のニブロスのみが単身であり、バジャスとアジャスは何名か、部下を伴っている。

			「尋問とやらをまとめてするそうだ」

			　この中で一番若いニブロスが、そういった。

			「とはいっても、おれが知っていることはほとんどないんだが」

			　このニブロスは、回復魔法によりある程度治療が進んでいるものの重体のままであり、今も松葉杖を使用してようやく移動できる有様だった。

			「基本的に、戦場での部族民連合は、上から下へと指令を伝えるだけだからな」

			　そういったのは、グゲララ族のバジャスだ。

			「わしら前線の者が、戦場の全体像を把握できることは滅多にない」

			「へっ！　それのなにが悪い！」

			　吐き捨てるようにいったのは、捕らわれたばかりであるガグラダ族のアジャスだった。

			「命令なんてのはな、単純なら単純なほど都合がいいんだ。誰を殺せ、どこを壊せ……そんな命令なら、どうしたって間違いが起きっこない。おれは好きだね、部族民連合のやり方は。目的だけを明確にして、やり方は現場のおれたちに任せてくれるからな！」

			　ここは、総司令部の控え室だった。なんといってもこの総司令部は何万という将兵が働く王国軍の中枢であり、検討、決議すべき議題は無数にある。この戦に参戦している三大貴族たちも、ほぼ一日中ここに詰めて、日々必要な決議を行って王国軍の行く末を決定している、という。

			　当然、ハザマや捕虜たちのような末端の者たちは、声が掛かるまで待たされるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ですから！」

			　ムヒライヒ・アルマヌニアは、叫ぶ。

			「今この瞬間にも、何百という兵士たちがバタス川の向こうで戦っており」

			「もういい。聞き飽きた」

			　片眼鏡をかけたバイアデアレル・ブラズニア公が、ムヒライヒの発言を遮(さえぎ)った。

			「犠牲というのなら、最前線であるバボタタス橋では、それこそ毎日のように数千単位の死傷者を出している。戦闘の激しさにおいて、そちらの比ではない。第一、そのバタス川の沿岸部を奪取したのは、他でもないムヒライヒ卿の発案ではないか。架橋作戦が成功したあと、そこを防衛するための犠牲を計算に入れていなかったのかね？　うちの娘からは、あの作戦案を通すに際し、ムヒライヒ卿にはかなり強引に押し切られたと、そのように聞かされているのだが」

			　静かな、訥(とつ)々(とつ)と語る口調であるがゆえに、誰の耳から聞いても説得力がある。

			「犠牲に関しては……昨夜の山岳民の奇襲による被害が、予想外に甚大であり……」

			「報告は届いているがなあ、おい」

			　再度ムヒライヒの言葉を遮(さえぎ)ったのは、グレヌステルヌ・アルマヌニア公であった。

			「ガグラダ族の精霊使い二人と、新型の、わけがわからん魔法兵器でいいように掻き回されたってことだが。ま、魔法使いってやつは厄介な連中で、使い方によっちゃあ、少人数で戦局を変えちまうからなあ。そのあたりのことについては、同情せんこともない。しかし、だ。ムヒライヒ。それも込みでなんとかするってのが、他ならぬ前線指揮官の仕事なんじゃねーのか？　昨夜の奇襲では、五百名からの犠牲が出たそうだが、もう少しこう、なんとかならなかったのか？」

			　実の父親の言葉であるがゆえに、ムヒライヒの耳には重く響いた。

			「そう、責めたもんでもなかろう」

			　三人目の大貴族の声が、響く。

			　この戦場での、総司令官を務める、ディグスデオドル・ベレンティア公の声だった。

			「功を焦り、血気に逸る。若い頃には、よくあることではないか。貴公らにだって、多少は身におぼえがあるのではないのか？」

			　そういってベレンティア公は、他の大貴族二人を見渡す。

			「ムヒライヒ卿の作戦案を見るに、特に浮き橋を架けてからの計画に関しては、実に無理がない堅実なものであったと判断する。こういってはなんだが、相手の手際が良すぎたのだ。他の誰があそこを守っていたとしても、今と同等かそれ以上の被害を受けたことだろう。本命であるバボタタス橋をさしおいて、勇猛で知られるガグラダ族や新型の魔法兵器を惜しみなく使ってくることを予想できるやつは、そうはおるまい。今、アルマヌニア公の手勢が死守しているあの沿岸部は、戦略的にはあまり意味がない、失ってもあまり困らない土地だ」

			「失礼ながら、ベレンティア公」

			　ムヒライヒは、抗弁した。

			「あの場所が戦略的には意味がない、失ってもあまり困らない土地……であったのは、昨夜までのことです。今となっては……山道へと続く地面が陥没し、容易に馬が乗り入れられるようになった今となっては、あの場所を敵に渡すわけにはまいりません。なぜなら、バタス川は、騎乗ならば容易に渡ることができるのですから。このままあの土地を、対岸を敵に明け渡せば、今度は敵の騎兵がこちらの野営地に侵攻してくることでしょう」

			「ふむ」

			　ベレンティア公は、しばし、口を閉じた。

			「そうか。若干、地形が変わったのだったな。その点は、失念していた。ブラズニア公。今すぐに動かせる予備の兵力は、どれほどあるのか？」

			「今すぐに、ということなら、騎兵が三百に歩兵八百程度しか。いや、しかし、ベレンティア公！　ここでこの予備戦力を吐き出してしまいますと、今後のバボタタス橋攻略に支障を来すかと」

			「後方を脅かされるようでは、あとで支障を来すどころの騒ぎではなくなろう」

			　ベレンティア公は、総指令としてブラズニア公に命じる。

			「まずは、その対岸部を守りきることが先決だ。少々の時間をかせげば、今度はとりわけ頑強な防衛陣地を築いて貰えるのだろう？　なあ、ムヒライヒ卿よ」

			「それは……この命にかえましても！」

			　ムヒライヒ・アルマヌニアは姿勢を正してベレンティア公に返答した。

			「それでは、ムヒライヒ卿。そなたは予備戦力を受領ののち、速やかに担当地域に戻り、おのれの職分を果たすこと。これで、この議題は終わりだ。下がってよろしい」

			　

			　こうしてハザマたちの一行と捕虜たちは、同時に三大貴族の前に立つことになった。

			　敵軍の捕虜に尋問する場に、おれなんかがいていいのかなぁ。なんの役にも立たないと思うけど……などと、ハザマは思っている。

			「斥候隊のニブロス。グゲララ族長のバジャス。ガグラダ族長のアジャス」

			　ハザマにとっては初対面の相手となる、貫禄十分なおじさんが、重々しい声で告げる。この人が、三大貴族の最後のひとり、ベレンティア公なんだろうなと、ハザマはあたりをつけた。

			「なにか、この場で伝えるべきことがあるか？　場合によっては、貴公らの身柄をわが領地内に迎え入れることも考えているが」

			　敵軍……山岳民側の情報をもたらせば、相応の待遇で応じよう、ということらしい。

			「うちの領土は国境がある関係で、帰化して来た民も広く受け入れている。特に、多くの民を抱えてこちらに下って来たグゲララ族の長よ。とりわけて部族民連合に恩義を感じている境遇でなければ、このまま当地に留まり、今後は王国の民として暮らすのもまた一興だと思うが」

			「申し出自体は、ありがたく。しかし、わがグゲララ族は祖先から受け継いだ土地に愛着を感じておりますゆえ。せっかくのお誘いではございますが、このまま捕虜として境遇を受け入れさせていただきとうございます」

			「そうか」

			　ベレンティア公は、あっさりと頷く。

			「農耕の民が土地に執着するのも道理。これは、聞くだけ野暮というものであったか。時に、グゲララ族の。そちらの部族については、こちらのブラズニア公のご息女から一括して預かりたいとの嘆願書が提出されている。グゲララ族の幾分かは、すでに奴(ど)隷(れい)として売られているようだが、それでも残った人数が多すぎるゆえ、ブラズニア公のご息女の下で働くというのは、そなたらにとっても決して悪い話ではないと思うが」

			「その件についても、メキャムリム様から聞き及んでおります」

			「そうか。すでに承知していたか。では、この件もブラズニア公のご息女にお任せすることにしよう。次に、飛竜乗りよ。そなたは、当地に向かう途中のハザマ殿に捕らえられた。それに、相違ないな？」

			「はっ。間違いはありません」

			「若いな。一般に、飛竜乗りは重量制限があるため、年端もいかない少年や女性を乗り手として選ぶことがあるが。飛竜乗りよ。そなたは、高地のアブズロム族の者であるか？」

			「確かに、わたしはアブズロム族の者ですが。ご存じなのですか？」

			「ああ。わが妻が、そちらのムクラフク族の出でな。その伝手で、山岳民のいくつかの部族とも、今だに親交が途切れておらぬ。アブズロムの民のことも、よく知っておる。空と竜を愛し、誇り高い一族だ。しかし、ニブロスとかいったか？　斥候ならば、余計なことは知らされてはおらぬだろう。こちらに問われたことには素直に答え、知らぬことにも素直に知らぬと答えておけ。それで、問題はない。ニブロスよ。待遇に、不満はないか？」

			「不満は、ありません。むしろ、よくして貰いすぎているくらいで……」

			「ははは。そうか。いろいろ存念はあるだろうが、今はまず、自分の体を治すことを考えよ。最後に……ふむ。ガグラダ族、か。珍しいな。ガグラダの民が、おめおめと捕虜になるというのは。通常のガグラダの民ならば、差し違える覚悟で一人でも多くの敵兵を葬ることをよしとするものなのだが」

			「味方が何人か、生きたまんま捕まっちまったからな」

			「ほう。ガグラダの民を、生け捕りに、か」

			「エルフだよ、エルフ。平地の民は、いつの間に森の作法をエルフから仕込まれるようになったんだ？　おかげでおれの仲間が、獣用の罠(わな)や落とし穴にはまってこのていたらくだ。ま、こっちだって制圧されるまで、さんざん殺してやったがね」

			「そうか。エルフか」

			　ベレンティア公は羊皮紙の束を手元に引き寄せ、その内容を改める。

			「ふむ。確かに、例の洞窟衆の中に、何名かのエルフが属しているようだな。それにしても……はは。はぐれエルフのファンタルだと？　わしの若い頃にはすでに伝説の人物だったぞ！　この年になって、このような形で憧れていた名を目にしようとはな！」

			「なんだって！」

			　ガグラダ族のアジャスが叫ぶ。

			「はぐれエルフのファンタルって……そうと知ってりゃあ、むざむざ戦場になんて出ていやしねーよ！　尻尾を巻いて郷里に帰ってらぁ！」

		

	
		
			　

			第五話　沿岸部の攻防

			　

			「いいか？　もうすぐ援軍がやってくる。援軍が来たら、敵側からは見えない場所に待機させておけ。こちらの準備が整ったら、森の中から一斉に、敵の部隊に向けて矢を射かける。そら。そういう間に、ひづめの音が聞こえてきた。援軍を、まずは脇に誘導しろ」

			「お、おう」

			　その頃、司令部から遠く離れた山中で、ブシェラムヒは、すっかりファンタルのペースに乗せられていた。

			「援軍が着いたら、元からいた連中はすぐに退避してくれ。弓と騎兵とで敵軍に打撃を与えたあと、ここもすぐに放棄して撤退にかかる予定だが、元からいた連中までそれにつき合う必要はない」

			「了解した。われらは、これより全力で撤退する」

			「援軍の歩兵と入れ替わってからな。まあ、あとのことは任せておけ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　先頭の騎兵が、横合いから降り注ぐ矢を受けて次々と倒れていく。

			　山岳民が乗る馬は、平地民の馬よりも一回り、体が小さい。それゆえ、騎兵も軽装で、戦法的にも槍による直接攻撃よりも騎射の方に重きを置いていた。当然、平地民の重装騎兵などと比べると、極端に打たれ弱くなっている。矢を受けた山岳民の騎兵は、面白いように倒れ、落馬していった。

			　それでも、地に伏した仲間を避け、次々と敵の騎兵がこちらに向かってくる。

			　敵の数に比べて、弓兵の人数が少なすぎるんだ。

			　ドルバル・バスコスは、歯噛みをする。

			　三十名以上は騎兵を鞍の上から落としたはずであったが、敵軍が突進する勢いは、それ以前とまるで変わらなかった。

			「……攻撃の手を緩めるな！　あとがないぞ！」

			　ドルバルは、叫ぶ。

			　ドルバルの号令を待つまでもなく、矢やバリスタは次々と敵軍に向かって撃ち込まれ続けた。

			　撃ち込まれた矢が、あるいは、バリスタによって打ち出された杭のような太矢が、敵軍を削る。ばたばたと敵の騎兵が馬の上から落ちていく。

			　敵味方双方、高価な軍馬を損なうことに抵抗があるため、基本的には鞍の上を狙うのだが、たまに狙いが逸れて馬に矢が当たることもあった。バリスタの太矢が馬の首をかすめ、敵騎兵の腹部に直撃。その体ごと背後に押しだし、背後から迫っていた別の騎兵をそのまま落馬させる……などという一幕も、決して珍しいものではなかった。

			　敵騎兵が到着する頃には、騎手を欠いた馬が前方に集中していた。馬返しの防柵に行く手を阻まれ、立ち往生した馬の上を、矢が飛んでいく。もう随分と敵の騎兵を落とし、その大半は味方の馬蹄にかかったのであろうが……それでも、まだまだ健在な騎兵がこちらに向かってくる。

			　やはり、二百騎という数は、伊達ではないのであった。

			　敵兵からの矢も、こちらに届くようになっている。

			　騎射の際に山岳民が使う矢は、馬上での取り回しのよさを優先しているため、射程も短く貫通力も弱かった。そのため、地面に立てかけた木の板程度の簡素な盾でも十分に防ぐことができる。

			　しばらく、山中の隘路を舞台に騎手を失った馬の群を間に挟んでの矢の応酬が続く。

			　この射撃戦については、明らかに山岳民側よりも王国軍側の方が優勢であるということができた。王国軍側はすでに敵騎兵の半分近くを倒しているのにもかかわらず、まだ目立った被害が見られなかったのだ。

			　問題なのは、これだけ倒しても、敵軍全体を俯瞰すると、あまり戦力を失っているように見えないことだった。

			「誰も乗っていない馬が邪魔です！　どうにかして取り除けませんか！」

			「試してみればよかろう！　今の状況であの馬に手を出したら、いい的になると思うがな！」

			　どこからか聞こえてきた声に、ドルバルが叫び返す。

			　乗り手を失った馬たちは、この場の雰囲気に興奮して、先ほどから防柵の向こう側でひっきりなしに嘶いていた。

			　森の中からの射撃は、相変わらず途絶えない。射手の数は、決して多くはない。だが、的確に、騎手のみを狙撃し、その数を減らそうとしていた。森の中に潜んでいる狙撃手の人数は、道の左右合わせてもせいぜい五十名ほどといったところか。敵軍の総数と比較すればかなりの小勢ではあったが、その粘り強さが、今はありがたかった。

			　まずは、騎兵の突破力を封じる。戦術としては、正攻法といえた。

			　特に、このように迂回路がない状況においては、しっかりと敵の出鼻を挫いておかないと、ごく短期間で蹂(じゆう)躙(りん)されて終わってしまう。戦力的な劣勢が覆ったわけではなかったが……それでも、初手を誤ることがなかったという事実が、ドルバルを幾分か安堵させた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おいおい。二百もいた騎兵が、もうガタガタじゃないか。あっという間に半分もやられちまったぞ」

			　山岳民軍の後背で、遠眼鏡を覗いていた男がそう呟く。

			「それにしても、森の中に伏兵とはね。昨夜のガグラダ族も、一人も帰って来なかったし。平地民のやつらに、強力な援軍でもついたのかな？」

			「強力……なのでしょうかね？」

			　遠眼鏡の男に、反駁する女がいた。

			「確かに、森の中に兵を置いたことには驚きましたが。伏兵にしては、いささか非力な気もします」

			「ああ。それは、おれも気になった」

			　遠眼鏡をたたみながら、男も、その女の言葉を首肯する。

			「こちらの兵数を読み間違えたってわけでもなさそうだし……なんかの罠(わな)か？」

			「少勢とみて迂闊に森の中に入らないよう、指示を徹底させてください」

			「そうだな。今回の部隊には、ガグラダ族のような森を得意とする部族が入っていないし。しかし、参ったな。伝令師殿の話だけ聞いていたら、これだけの兵力を揃えてれば楽勝だと思ったんだが。騎兵の出鼻をこうもあっさりと挫かれるとは思いもしなかった」

			「騎兵を下げ、力押しに切り替えることを進言します。人数を見れば、圧倒的にこちらが有利なのですから」

			「そうするか。どうやら、このまま続けてもいたずらに兵を損なうだけのようだし。おい！　騎兵を下げろ！　かわりに、羊頭人どもを前に出せ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　騎手を失った馬が邪魔であることには変わりなく……仕方なしに、王国軍は馬の扱いに長けた者を連れてきて、柵の隙間から一頭ずつこちら側に誘導することにした。敵味方の矢が行き交う中、興奮する馬を誘導するのは至難の業であるといえたが、それでも探せば名乗り出てくる者がいるもので、何人かの馬丁が手分けをして馬を防柵のこちら側に誘導し、落ち着かせていった。

			　一頭の馬が柵の隙間を抜けると、より安全な場所を求めて、別の馬たちも続く。柵を抜けてから暴れ出す馬も少なくはなかったが、馬丁たちが寄り集まって、一頭一頭順番に、必死に落ち着かせていった。

			　異変が起きたのは、乗り手を失った馬を半分ほど、戦場から連れ出した頃のことだった。

			　馬丁たちはその異形を遠目に見て、言葉を失う。

			　兵たちに、動揺が走る。

			「撃て！　バリスタを、連弩を、弓を！」

			　みずからの絶望を覆い隠すように、ドルバルは大声で叫ぶ。

			　しかし、飛道具はすべて、分厚い青銅製の盾で弾かれる。青銅製の盾と棍棒で武装した羊頭人が五体も、ゆっくりとした歩調でこちらに向かってきた。敵軍の生き残った騎兵たちは、入れ替わりに羊頭人の左右を縫うようにして引き上げていく。以前、ハザマたちが洞窟内で相手にした猪頭人よりは小さかったが、それでも羊頭人たちの身長は三メートルを超えていた。

			　毛足の長い体毛のせいで、仮に矢が体のどこかに命中してもまともに打撃が通るとは思えない。バリスタが直撃すれば、ダメージを与えることもできるのかも知れないが……羊頭人たちは、分厚い青銅製の盾を構えていた。あの盾がある限り、仮にバリスタの太矢が当たったとしても、その勢いで倒れるくらいで済んでしまうのではないか。

			　わずか五体とはいえ、実際に動いている、盾を構えてこちらに向かってくる羊頭人の姿は、王国側の兵士たちの意気を大きく挫いた。ドルバルだけではなく、その場にいた王国軍兵士たちの胸中に、ひっそりと絶望が忍び込んでくる。あの巨体が、金属製の棍棒を振るったら、急拵えの防柵なぞ、あっという間に破壊されてしまうに違いない。もちろん、人体に直撃したら、骨や内臓もろとも粉砕される。

			　

			「ほれ、出番だぞ。本職の魔法使い」

			「お、おう」

			　いささか間の抜けた応答が、絶望したドルバルの耳に入る。

			「では……凍れ！　心臓！」

			　続いて掠れた声が、ドルバルの耳に入ってきた。羊頭人たちが、突如苦悶の声をあげて盾や棍棒を放り出し、自分の胸を掻きむしりはじめた。

			「即死するわけではないから、しばらくは近寄らない方がいいですよー」

			　呑気な声が、そう告げる。

			　振り返り、ドルバルはその主に声をかけた。

			「貴殿は？」

			「軍属魔法使いの、ゼスチャラ」

			　酒焼けした顔に汚れ放題の魔法使いのローブを着た、三十前後の男だった。

			「これで一応、仕事はしたということで」

			　軍属の魔法使い、というからには、正規の魔法兵ではなく、市井の魔法使いが半ば無理矢理に従軍を強要された口、なのであろう。その男の全身に漂う「やる気のなさ」も、それで説明がつく。

			　しかし、この場では。

			「大いに、助けになった。これからも機会があれば、頼む」

			　この男の働きで、出るはずだった被害を大きく抑制できたことは、確かなのだ。この局地戦から無事に生還できたら、恩賞の手配をしておこう。

			　礼をいったドルバルは、そのように決意をする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おいおい！　羊頭人まで倒されちまったよ！　おい！」

			　再び遠眼鏡を構えた男が、大声で喚きはじめた。

			「ありゃ、魔法か？　魔法兵なんて、全部最前線に回しているものとばかり思ってたし。しかも、ああ！　無傷の馬をあんなに、何十頭も平地民に取られて！」

			「あの、若様。もう少し、お声を控えてくださいませんと……味方の士気に関わって参ります」

			　傍らにいた女は、遠眼鏡の男に声をかけた。

			「そうはいうがなあ、バツキヤ！　このままじゃあおれたち、踏んだり蹴ったりでいいところがまるでないだろう！」

			「まだまだ、挽回は可能です」

			　男に「バツキヤ」と呼ばれた女は、冷静に切り返した。

			「なんといいましても、敵軍兵士の数はわが軍より圧倒的に少ないと聞いております。こうなれば、このまま数に任せて押し切ってしまうのも手かと」

			「そうか？　そうだな。騎兵や異族で押して駄目なら、人海戦術でいってみるか」

			「数の暴力こそ、古来より多くの戦場で勝利を確かなものにした常道にございます」

			　バツキヤは、静かな口調で遠眼鏡の男にそう答えた。

			「よし！　全軍、突撃だ！　矢が降ろうが槍が降ろうが、足を止めるな！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　閧(とき)の声をあげ、山岳民の軍がこちらに向かってきた。策もなにもない、力押しの総突撃である。実はこのような手段を、兵力に劣る王国軍は一番警戒し、一番恐れていた。有効な対処法が存在しないからだ。

			「弓だ！　手を休めるな！」

			　ドルバルが、叫ぶ。

			「騎兵だ！　騎兵を出せ！　相手は歩兵だ！　騎兵であれば有利に戦える！」

			　王国軍の兵たちも、決して手を抜いているわけではない。

			　だが、左右の森の中から降り注ぐ矢も正面から射かけられる矢もすべて無視し、山岳民の兵士たちは前進を止めない。手足や首を矢で射貫かれ、胴体をバリスタの太矢で貫かれた山岳民兵士も少なからず存在するが、死傷して倒れた仲間を踏み越えて、さらに先に進む。

			　王国軍の騎兵が突撃すれば、その馬蹄に砕かれてあっという間に数十人の山岳民兵士が倒れるのだが、いくらもしないうちにその穴も埋まってしまう。王国側の騎兵も多数の山岳民兵士に取り囲まれ、身動きを封じられて一騎、また一騎と数を減らしていく。

			　決して、王国軍の兵士が非力なわけではない。事実、弓兵にせよ騎兵にせよ、王国軍は敵軍に対して、継続して甚大な被害を与えていた。しかし、山岳民の兵数は、その甚大な被害をものともしないくらいに膨大であった。

			　騎兵に続いて、防柵の向こう側にいた王国軍の歩兵たちも、槍や剣を手にして敵軍へと向かっていく。

			　そこここで起こる剣(けん)戟(げき)の音。

			　いつしか、この合戦は、遠距離から弓矢を射かけあうフェーズから白(はく)兵(へい)戦(せん)へと、その様相を変えていた。そしてそれは、兵数で圧倒的に劣っている王国軍が、もっとも避けたかった流れでもある。

			　負けたかな、これは。

			　ドルバルは、目の前の状況を見て、そのような諦(てい)観(かん)を持った。

			　その時。

			「遅参した」

			　凜とした女の声が、ドルバルの耳に入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　捕虜たちは別の場所で細かい事情聴取をされるとかで、総司令部から外に出されていった。

			　残ったのは、大貴族たちとハザマの一行である。

			「洞窟衆の、ああ、ハザマ・シゲル殿といったか。珍しい響きの名だな」

			「とても遠く……説明しても容易には信じて貰えないくらいに遠い場所から来たものでして」

			「そうか。いきなり森の中に現れたと聞いていたが、そういうことも、別に過去に例がないわけではない。人前に現れてからここまでの短期間で大きな影響力を持った異邦人は、少々珍しいだろうが」

			「異邦人、ですか？」

			「君のようにいきなり現れて、とても遠くからやってきたと自称する人たちの総称だよ。時おり現れては、珍しい知識や音楽、踊りなどを広めていく。貴族や王族になった者もいるぞ」

			「ははあ。神隠しの逆、みたいなもんですか？」

			「神隠し。神隠し、か。君の国にもその手の伝説があるのかね？　いわれてみれば、転移魔法の事故とは、そういうものなのかも知れないね」

			　ベレンティア公とハザマとの会談は、そんな当たり障りのない話題からはじまった。

			「時に、ハザマ殿。貴公ら洞窟衆は、架橋作戦とその後の防衛戦においても十分な貢献を果たしたと、そのように伝えられている」

			「おれ自身がやったのは、架橋作戦のおりに真っ先に対岸に渡って工兵たちが橋を架ける助けをしたこと、その直後、犬頭人たちに命じて敵兵を蹴散らすように指示したこと、さらにそのあと、部族長を含むグゲララ族多数を硬直化させ、捕虜にしやすくしたこと、くらいです」

			「その架橋作戦のおり、ハザマ殿が犬頭人たちに対して、敵兵を傷つけるのはいいが殺してはならない、と訓示したという報告が届いている。これはなぜかな？」

			「ああ、そんなこともいいましたね。確かに」

			　ハザマは、あっさりと頷く。

			「それ、別に敵に手加減したってわけではなく、敵軍により多くの負担を強いるための作戦なんですけど」

			「……詳しく、説明したまえ」

			「だって楽に殺しちゃったら、所詮それまででしょう？　傷の深さにもよりけりですが、負傷したら出血だの痛みだので戦争だってまともにできやしません。あと、明白に死んでいる兵は放置されるだけですが、半端に望みを繋いでいる負傷者が目の前にいたら、どうしたって味方の兵は、危ない橋を渡ってでも、助けようとします」

			「それだけ、無防備になるということかね？」

			「そうです、そうです。負傷者を多く抱えれば抱えるほど、軍全体でみれば弱体化をします。死人は、食料や医療品を消費しませんが、負傷者はどちらも消費し続けます。それだけ、兵站にも負担をかけることになり……」

			「死人を増やすよりも負傷者を増やす方が、敵軍を効果的に弱らせることができる、と」

			　今度は、ブラズニア公が言葉を挟んできた。この軍の兵站を担当している身としては、聞き流せなかったのかも知れない。

			「ええ、そういうことです。こういうのって、おれの国では常識的な知識だったんですが」

			　三人の大貴族たちは、互いに顔を見合わせた。

			「そういう発想は、こちらにはなかったな」

			　三人を代表して、ベレンティア公が発言する。

			「だが、理には適っている」

			「そうっすか？」

			　ハザマは、自分の発言のなにが問題になっているか理解できず、きょとんとした顔をしている。

			「まあ、その件は、それでよしとしよう」

			　納得したのか、ベレンティア公は次の議題に移った。

			「次に、現在洞窟衆が行っている医療行為についてだが」

			「ああ。ムムリムさんが中心になってやっている、あれですか。なにか問題になるところがありました？」

			「いや、問題はない。むしろ、大いに助かっている。しかし、だな。少々やりすぎというか」

			　……やりすぎ？

			　一体なにをやりすぎたんだろう、と、ハザマは身構えた。

			「一律実費の請求書を渡し、持ち合わせがなく医療費を支払えない者たちに借用書を書かせ、場合によっては労働で支払わせるというのは、少々やりすぎではないかという苦情が来ておる。これらは主に、傭兵や下級貴族からなのだが」

			「ええっと、おれはそちらの状況についてはあまりよく知りませんのでお訊きしますが……。その請求額ってのは、通常の治療費よりも過大な金額になっているのでしょうか？」

			「ブラズニア公」

			「はっ！　調べましたところ、……過大どころか、ほぼ実費くらい。戦場価格で薬品類が総じて値上がりしていることまで計算にいれるのならば、むしろかなり良心的な治療費であるかと」

			「では、なにも問題ではないのでは？」

			　ハザマは、肩を竦める。

			「こちらの方には、落ち度はないように思えます。王国の方々がそうした治療費の踏み倒しを考えているのでしたら、話は違ってきますが」

			「この件も、ここまでだな。いや、なに。この件については、あまりにも寄せられる苦情が多すぎたため、一度は公式に事情を聴取して事実確認をしておかなければならなかっただけのことでな。形式的なものだと思って貰いたい」

			「そうですか」

			　ハザマとしては、そのように返事をしておくしかない。

			「次に、同じく医療所関係になるのだが。ハザマ殿。ハザマ殿は、医療所の者たちが無差別に、身動きができない患者たちに対して回復魔法を教え込んでいることを知っているかね？」

			「ああ。そんなことをしていたんですか」

			　ハザマは、大きく頷いた。

			「その件については初耳でしたが。いや、それは妙案ですね。これからだって負傷者は増えていく。薬品類もどんどん足りなくなっていくそうですし、せめて、回復魔法の使い手が増えてくれれば、少しは楽になるってもんだ。患者同士で回復魔法を修得して、お互いにかけ合ってさっさと健康体になってくれれば医療所の負担が減る。寝床も空くし……」

			「あ、いや。その点は、まったくもってその通りなのだが……問題は、無差別に回復魔法を教えている、という点でな」

			「ええっと、失礼ながら、なにが問題になっているのか、認識できません。もう少し噛み砕いてお教え願えませんでしょうか？」

			「敵軍の捕虜にまで分け隔てなく魔法知識を教えるのは、利敵行為に当たるのではないかと、そう主張する者がおる」

			「ああ、なるほど」

			　ハザマは、虚を突かれた表情になった。

			「ですが、利敵行為、ですか？　うーん。でも、回復魔法を教えているのは、捕虜に対して、でしょ？　その捕虜ってのは、おおかたグゲララ族のことを指すのでしょうけれど……やつらが今回の戦争で、敵戦力として返り咲く芽がありますかねえ？　あれだけの大人数がいっぺんにこちらに捕まって、そんでもってすぐに敵軍に帰っていったら、かえって敵軍の中からなにかしらの嫌疑をかけられ、その行動に大幅な制限がかかりそうなものですが」

			「まあ、常識的な発想の持ち主ならば、そのような状況になったら寝返りを警戒するだろうな」

			「でしょう？　だったら、回復魔法のひとつやふたつおぼえて貰っても、大勢に影響はないと思いませんか？　何年も先とか、そんな将来へ及ぼす影響ならばともかく、この戦争中は、一度捕虜になった連中がどんな知識を身につけたところで、それが原因で敵軍が利する結果になるとは、到底、思えませんが」

			「なるほど。了解した。ハザマ殿の言辞は明(めい)瞭(りよう)で論理だっておる。いや、なに。これも苦情というかタレコミが多くて、あえて問いただす必要があった案件でな」

			「はあ。司令部の方々も、気苦労が多そうで」

			「気苦労。気苦労か。はは。否定はせぬがな。しかし大きな組織を動かすとは、つまりはそうした気苦労とうまくつき合うことであろう」

			　ベレンティア公は、そういって大きく頷いてみせた。

			「時に、ハザマ殿。ハザマ殿らの洞窟衆は、このような苦情が司令部に多く寄せられるほど、王国軍の将兵から疎(うと)まれているわけであるが。そのことについては、自覚はおありか？」

			「はぁぁぁぁっ!?」

			　ハザマは、そこではじめて大声を出して振り返り、背後に控えていたリンザ、ハヌン、カレニライナ、クリフたちの顔を見た。

			「なあ、おい。おれたちって……疎(うと)まれているの？」

			　リンザは露骨にハザマの視線を避けて明後日の方に顔を背け、ハヌンは小声で「こっち見んな」と呟き、カレニライナは大貴族の目前で堂々と背後を振り返ったハザマの不作法を見て鼻先に皺を寄せ、クリフは小さく手を動かしてハザマに前を向くように促した。

			「その様子では、あまり自覚はないようだな。ともかくも、首領のハザマ殿は……」

			　咳払いをしてハザマの注意を引いてから、ベレンティア公はそのように続けた。

			「考えてもみよ。洞窟衆は架橋作戦の前後、立て続けに功績をあげておる。誰よりも早く対岸に到着し、その場にいた敵兵のほとんどを戦闘不能にし、千人単位の敵兵を捕らえて、そのあとの防衛戦においては勇猛なガグラダ族を抑えた。そのうちのどれかひとつだけを取ってみても、他者の羨望を買うのに十分な武勲であるといえる。そうした功績をいまだにあげることができない者たちにしてみれば、足のひとつも引っ張りたくなるものであろう」

			「ああ。それで」

			　ハザマは、なにかが腑に落ちたような顔になった。

			「苦情やクレームに繋がるわけっすか。いや、そういうことを考える人がいるってことは、もちろん理解できますです、はい」

			「まあ、そうした輩(やから)は捨ておいて、勝手に踊らせていればよろしい」

			　ベレンティア公は、そう断言する。

			「どうせ、他人をやっかむ以外には能がない連中だ。それに洞窟衆は武勲以外の面でも存在感を増している。特に、なあ、ブラズニア公」

			「ええ」

			　片眼鏡に手をかけ、ブラズニア公は平坦な声で答えた。

			「物資の補充については、大いに助けられております」

			「そう。戦場といえば前線のことしか頭にない無骨者には想像もできぬのであろうが、どんな戦でも腹が減った兵士が戦い抜けるわけがない。十分な食料を確保するのもまた戦のうちだ。ハザマ殿の洞窟衆は、随分と潤沢に穀物を買い込んでいるようであるが」

			「そりゃ、ドン・デラで必死になって買い込んでおりますので」

			「ここ最近の穀物相場はあがる一方だ。よくもまあ、ぽっと出のハザマ殿に膨大な穀物を買い取るだけの資金があるものだ」

			「これでも、手広く商いをやらせていただいておりますので。詳細については秘密……と、いいたいところですが、実のところ、部下たちに任せてばかりで、詳しいことはおれ自身も把握しておりません」

			「有能な部下が多くてうらやましい限りだ。時に、ハザマ殿よ。わしは、これでも山岳民にそれなりの伝手を持っていてな。戦時中であっても、それなりの情報がこちらの耳に入ってくる。それによると、だな。当初参戦が予定されていた、バイジャス、マダルカ、メスメル、ブヌイらの有力部族が直前になってその予定を変え、今回の出兵を取りやめたらしい。山岳民の司令部も、予定していた兵数が揃わずにだいぶ慌てているようだ。なにしろ、予定した兵数のうち、五万以上も欠けてしまったわけだからな」

			「はぁ」

			　ハザマは、ベレンティア公がなぜいきなりこんなことをいいだしたのかわからず、軽く相槌を打つことくらいしかできなかった。

			「なぜそんなことになったのか、予想がつくかな？　ハザマ殿。なに、調べてみれば単純なことよ。山岳民はなぜ度々王国の国土を侵すのか？　肥沃な王国の国土がもたらす穀物が欲しいからだ。では、戦を経ずしてその穀物を与えられたらどうするか？　戦うべき理由がなくなってしまうからな。当然、出兵を取りやめてしまうであろう。バイジャス、マダルカ、メスメル、ブヌイらの諸部族に起こったのは、つまりは、そういうことだ。何者かが……いや。今さら伏せることもなかろう。ハザマ殿の洞窟衆が、膨大な穀物をそれらの部族に対して流したから、やつらは戦うべき理由を失ったのだ。今、この戦地に送られてくる分と部族民に流した分、これをともに合わせると、随分と膨大な量になるはずだが。これだけ大量の穀物を一体どこから、どうやって仕入れてきたのか。是非ともお聞かせ願いたいところだ、ハザマ殿よ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「貴公は？」

			　ドルバルは、エルフの女性に対して問いかける。

			「洞窟衆のファンタル。そちらの、アルマヌニア公の三男の救出に手間取って出遅れた」

			　ファンタル。

			　どこかで聞き覚えのあるような。と、ドルバルが思うよりも早く、

			「われらは、これより敵軍に突入するつもりだが、それで構わぬな」

			　ファンタルが、そう確認してきた。いうまでもなく、ドルバルがこの場の、王国軍の前線司令官を務めているからであった。

			「ご助力、感謝する」

			　ドルバルは、短く答える。

			　この場では、手助けをして貰えるのならば、相手が誰であろうと歓迎したいところであった。

			「よし！　他の者たちは、一度森に入って横合いから敵軍に食らいつけ！　わたしは……正面から、討ってでる！」

			　そういうとファンタルは、両手に一振りずつ抜き身の剣を握ってすたすたと乱戦の最中にある戦場へと向かう。

			　一見して、あまりにも無造作な動きに見えた。

			　しかし、一歩歩くたびにファンタルの両腕がひらめき、的確に敵兵だけを傷つけていく。

			　手首が落ち、頸が断たれ、喉が貫かれる。

			　敵兵と組み合っていた王国軍兵士が不意に解放され、なんで敵が息絶えたのかわからず、怪(け)訝(げん)な顔つきになる。ファンタルは、周囲でどのような変化が起きようとも平然と歩速を変えず、淡々と左右の敵兵を討ち払いながら先へと進む。

			　ファンタルの存在に気づいた山岳民兵士が慌てて四方から襲いかかってくるが、ファンタルは眉ひとつ動かさずに順番に斬り伏せていく。

			「エルフに続け！」

			「エルフの女剣士に続け！」

			　依然として、数の上では王国軍の方が圧倒的に劣勢ではあったのだが……そうであればなおさらのこと、ファンタルの周囲の王国軍兵士たちは活気づいていった。

			　ファンタルが敵軍の中に穿った穴をこじ開け、広げるように、王国軍兵士が動きはじめる。

			　

			　そんな時に……左右の、森が動いた。

			　うなり声もあげずに、大量の犬頭人たちが山道にあふれる敵兵に殺到する。ドワーフの手による鋭利な剣を携えた犬頭人は、反応速度も瞬発力も体力も、通常の人間とは比較にならない。敵兵に襲いかかり、深手を負わせてはすぐその場から離れ、次の標的へと向かう。

			　斬撃の手も、移動する様も、常人の目で追えないほどに、動きが速い。

			　そんな犬頭人たちが何十頭も、左右から一度に襲いかかってきたのだから、山岳民の兵士たちはいくらもしないうちに総崩れとなった。とはいえ、それはあくまで、山岳民兵士たちの先鋒だけの話である。なにしろ、山岳民兵士たちは、この場の王国側と比較して四倍以上の人数を投入している。現在の王国の兵士たちの倍以上の人数が、まだまだ無傷のまま後方に控えているのだった。

			　先行している者たちが多少潰されたとしても、大勢に影響はなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「というわけで、これから敵軍を潰す。ここまで奥に入れば、目に入る者らはすべて敵軍だ。遠慮なく、知っている限りの攻撃魔法をぶっ放せ」

			「とはいってもよう、チビのエルフさん。いくら森の中っていっても、いっぺんに敵を殺しすぎたら、やつらも報復をしにこっちに向かってくるんじゃないのか？」

			「そんなもの、返り討ちにすればいいだけのことであろう。森の中、音を立てずに近寄ってくる者は少ない。ましてや、この周辺は洞窟衆が昨夜のうちに大量の罠(わな)を仕掛けておる。罠(わな)の場所を知らぬ者が突入してきても、自滅するのがオチよ」

			「返り討ち、って。せめて、誰か護衛をつけてくれよ、おい！　おれは魔法使いであって、腕っ節の方はからきしなんだ！」

			「ええい！　くどい！　いいから黙っていう通りにせよというのに！　お主がやらんのなら、わたしが先にぶっ放すぞ！」

			　そういって、エルシムは呪文を詠唱しはじめる。かなり長い呪文で、その長さに相応しい威力を持つ攻撃魔法だった。

			「ちょっ！　離してくれ！　チビのエルフさん！」

			　手首を握って離さないエルシムから逃れようとして、ゼスチャラが喚く。

			　が、呪文の詠唱に没頭しているエルシムの耳には入っていない。

			　当然、ゼスチャラの手首を離す気配もみえない。

			　そうこうするうちに、エルシムが呪文の詠唱を完結させた。

			「……〝みこみこびぃぃぃぃぃむっ！〟」

			　眩いばかりの長い、長い光条が唐突に出現し、一閃して敵軍を薙ぎはらった。
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			　その光条は、よほど高温度であったのだろう。

			　何十名という敵兵の胴体を一律に分断していた。見れば、断面が炭化して湯気をあげている。

			　あまりにも凄(せい)惨(さん)な光景にゼスチャラは顔色をなくして、その場に腰を降ろした。

			　いや、腰が抜けた。

			「あ。あ。あ」

			　ゼスチャラは口を半開きにして、そんな腑抜けた声を漏らしている。

			「なにをしておるのか！」

			　そんな様子のゼスチャラを、エルシムが叱責する。

			「生き残りたかったら、攻撃魔法の呪文を唱えよ！」

			　このゼスチャラを無理に引きずって来たのは他ならぬエルシムなのであるが、その不条理さを一時忘れさせるほどの苛烈な気合いであった。

			「お、おう！　そんなにいうんなら、やってやらあっ！」

			　半ばやけくそで、ゼスチャラが叫ぶ。そして、長い呪文を詠唱しはじめた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……エルシムの助勢か？」

			　しばらく時を置いてその場に到着したファンタルは、惨状の痕跡を目にして軽く眉をしかめた。

			「攻撃魔法の使い手というのは、どうにも無粋なものよ」

			　自分の獲物を横取りされたことが、気にくわない様子だった。

			　そんなことを呟いている間にもファンタルの両腕はまるで別の生き物であるかのように動き、閃いている。

			　ファンタルの背後では、局所的に人数比に偏りが生じたため、生き残っていた山岳民兵士たちが大勢の王国軍兵士たちによって取り囲まれ、なぶり殺しになっているところだった。傷を負い、戦意を喪失して地面に転がって呻いている者も、敵味方を問わず多かったが、放置されている。

			　どれも、ファンタルがよく知る、いつもの戦場の風景でしかない。

			　その時、大勢の山岳民兵士たちが胴体を分断され、そのまま棒立ちになっている、さらに向こうで……どん、という腹に響く音がして、盛大に火花が舞った。

			　火だ。

			　敵兵たちが生きたまま焼かれ、悲鳴をあげながらのたうち回っている。

			「ほほう。これは、これは」

			　ファンタルは、薄笑いを浮かべた。

			「一段とまた、無粋な魔法よな」

			　おそらくこの魔法を放った者は、攻撃魔法や軍用の魔法に明るくない者であろう。なによりも魔力の無駄が、多すぎる。

			　しかし、これはこれで。

			「敵の戦意を挫くのには、都合がよいか」

			　これだけの打撃を与えても、敵軍はまだ半数以上が健在のはずである。

			　このまま潰し合いを続行し続ければ、おそらくは次第に王国軍の方に不利になっていく公算が大きかった。派手に暴れるだけ暴れて、それで敵軍が引きあげてくれるのならば、結果としては上々ということになる。

			「それもこれも、相手があってのことだがな」

			　他人事のように、ファンタルは呟く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おい！　おい！　おい！」

			　遠眼鏡を覗いていた男が、叫び声をあげる。

			「誰だよ！　数で押せばなんとかなるっていったのは！」

			「事実、最初の方はわが軍が押していましたが」

			「最初に勝ってても最後に負けていたら駄目なの！　あー。もったいねー。見ろよ。あっという間にうちの軍の半分くらいも潰されちまって。これじゃあ割に合わねーって！」

			「残存兵力だけでも、目前の敵軍を凌(りよう)駕(が)しておりますが？」

			「この上無策のままつっこんで、さらに被害を拡大しろってのか！」

			　遠眼鏡の男は、そういって構えていた遠眼鏡を専用の鞄に収納しはじめた。

			「止めだ、止め！　こんなに強力な魔法使いがいるなんて聞いてねーし！　そんな備えもしてねーし！　それも、ありゃ、二人以上はいる気配だぞ！　これ以上悪足掻きしても無駄に被害を増やすだけだ！　帰るぞ！　撤収だ撤収！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　山岳民側が退却を開始した。

			　敗走、というほど慌てた様子は見えず、あくまでも整然と、隊列を崩さずに退いていった。

			　王国側も、容易に追撃をする隙を見いだせなかった。というよりは、追撃が可能なほどの余力が、その時の王国側にはなかった。

			　山岳民側が引きはじめた時、王国軍兵士たちは生き残りの山岳民兵士をなぶるか、戦闘の高揚から素の精神状態に引き戻され、その場で胃の内容物を吐き出す者が多かった。その場にへたり込んで、いつまでも荒い息をついている者もいた。わけもわからずその場で泣き出す者もいた。

			　しかし、なおも戦おうとする意思を保持し続ける者はほとんど存在しなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「終わった……のか？」

			　ドルバルが、呆然と呟く。

			　その声に答えようとする者は、どこにもいない。

			　ドルバルは、首を巡らせて周囲の惨状を確認した。

			　戦場が、あった。そうとしか、表現できない。

			　混乱と死体と、死体になりかけた負傷者と、半ば理性を失っている兵士たち。

			　つまりは、一言でいってしまえば、戦場だ。

			　指揮官として、勝敗とか敵味方の存在状況の確認とか、まだまだ判断を要求されることは多かったのだが……とりあえず、ひとつの戦闘が終息したことで気が緩み、ドルバルの頭脳は、思うように機能してくれない。

			　まだまだ、これからだ。後始末が、残っている。

			　ドルバルはのろのろとそんなことを思い、内心で自分自身を叱責して、部下たちに指示を飛ばしはじめる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局、総司令部から借り受けた手勢を引き連れたムヒライヒ・アルマヌニア公がその戦場に到着したのは、すべてが終わってからのことであった。つまりは、手遅れであったわけであるが……現場の将兵の働きにより、なんとか最悪の事態は免れていることを、ムヒライヒは確認した。

			　圧倒的な劣勢であるのにもかかわらず、王国側の将兵たちは山岳民軍をなんとか退けていたのだ。ムヒライヒが会見した時、現場の指揮を執っていたドルバルは、ひどく憔(しよう)悴(すい)した様子だった。

			　一軍を指揮するということがどういうことか、自分の経験からも理解しているムヒライヒは、

			「報告はあとでいい。今は、休め」

			　とのみ、その場でドルバルに伝えた。

			　ドルバルは気弱な微笑みを見せると、その言に従った。

			「援軍は必要なかったようですな」

			　ムヒライヒが借り受けてきた隊の長が、ムヒライヒにそう声をかけてきた。

			「アルマヌニア公爵麾下の手勢は、実に勇敢だ」

			　この男の名は、確かガズリムといったか。ムヒライヒよりも少し若い、精悍な男だった。

			「勇敢さだけで戦に勝てるようなら、苦労はしませんよ」

			　そんな言葉が、ムヒライヒの口から自然とこぼれる。

			「はは。それもそうだ。なにが起こるかわからないのが、戦ですからな」

			　ガズリムはそういって、屈託なく笑った。

			　同じ軍人として、共感の籠もった言葉であり笑顔だった。

			「それで、ムヒライヒ卿。わが隊は、これからどのように行動すればよろしいのか？」

			　続けて、少し真顔になったガズリムがムヒライヒに確認してくる。

			　今、ガズリム隊の指揮権はムヒライヒにある。

			「無理にとはいいませんが……できれば、しばらくこの場に留まって、周辺の警護を行っていただきたい」

			　ムヒライヒは、即答した。

			「この場の片づけもありますし、それに、防衛陣地が完成するまでは、より多くの警護が欲しい。また敵軍が攻めてきても跳ね返せるように」

			「ですな」

			　ムヒライヒの言葉を聞き、ガズリムはまた笑みをこぼした。

			「了解しました。総司令部には、小官の方から適当に伝令を入れておくことにしましょう。ムヒライヒ卿におかれましては、どうぞこのままご自分の本分に邁進していただきたい」

		

	
		
			　

			第六話　異邦人の評定

			　

			「と、いわれましてもねえ」

			　ハザマは、ひとしきり、唸る。

			「先ほどもいいました通り、細かいことは全部現場の人に丸投げしちゃっているからなあ。正直、おれ自身にもよくわかりません」

			　洞窟衆の手の者が王国軍の輸送隊を襲った。このことは無論、この場でぶっちゃけるわけにはいかなかった。しかし、そのことを除いたとしてもハザマは、穀物の流入経路についてはまるで知らないのだった。

			「別に韜(とう)晦(かい)しているわけではなさそうだな」

			　ベレンティア公はしばらくハザマの反応を観察してから、そのように結論を下した。

			「細かいことはすべて、部署ごとの担当者に任せていますので。なんなら、今からドン・デラへ問い合わせてそちらの案件についての詳しい報告書を送らせてもいいですけど、ここからですと距離もありますし、書類をまとめるのにも時間は必要となるでしょうから、返事がくるのは果たして何日後になることか」

			　ハザマは、特に動揺する様子も見せず、涼しい顔のままでそういってのける。

			「それでよろしければ、ドン・デラにいる者たちに報告書をまとめさせますが」

			　そういわれた現場の者たちは「金にならない無駄な仕事が増えた」と嫌がるかも知れないが、ここでハザマが余計な説明をして馬脚をあらわすよりは、遙かにマシというものだろう。

			「随分と部下を信頼しているのだな、ハザマ殿は」

			　ベレンティア公は、なにかを推し量るかのようにハザマの顔を覗きこんでいる。

			「信頼というか、おれ自身はなんにもできないもんで、おのおのの得意なことを、好きなようにやらせているだけですよ」

			「時に、ハザマ殿。ここ最近、緑の街道周辺の治安は急速に乱れ、軍の物資もろくに戦地まで届かない有様だ。そのような状況で、どうして貴公ら洞窟衆の馬車のみが襲われないでいられるのか。その理由について、心当たりはないかな？」

			「丸っきり襲われていないわけでもないんですけどね。実際、うちの馬車を襲おうとした賊を何度か撃退したり、逆に捕らえて奴(ど)隷(れい)にしたりしていますし」

			　実際は、しばらく協同して働いたあと、相手を見ながら勧誘したり買収したり、あるいは脅迫、恫喝をしたりと態度を使い分け、あの周辺で働いていた盗賊たちはほとんど洞窟衆の内部に取り込んでいる。口封じの必要もあり、どうしても必要な作業だった。

			「そんなことを繰り返すうちに、賊たちの間で、うちの馬車を襲ってもリスクばかりが大きくて旨味が少ないって、判断されるようになったんじゃないですかね？　うちの商隊、かなり大きな編成で街道を行き来していますし」

			　今では、洞窟衆が荷を動かす時には、十台以上の馬車と、別に替えの馬を数十頭余分につけて動かすようになっていた。余分な馬を連れて行くということは、その世話や誘導を行う人員も余分に連れて行かねばならない。この余分な人員が、商隊の護衛も兼任している。つまりは、それだけ余計に人件費その他のコストが掛かるということを意味するわけだが、一度に動かす荷の量が多いため、実際にはそれらのコストはかなり分散されてしまう。安全保障のためのコストと割り切ってしまえば、そう過大な負担にもならないのであった。

			　そういったことを説明したあと、ハザマは、

			「こういってはなんですが、軍の輸送隊は、護衛のためにどれほどの人員を割いていましたか？」

			　と、批判めいた言辞までつけ加えた。

			「いわれてみれば、確かに」

			　王国の兵站を担当するブラズニア公は、ハザマに正面から指摘され、しぶしぶその失点を認めた。

			「王国旗の威光ばかりを頼りにし、実効的な戦力を割かずにいたことは認めねばなりません。しかし、常識的に考えて、軍の物資と知って襲えばその報復は苛烈なものとなり」

			「いや、でも。現に、戦地が困るくらいに輸送隊が襲われたわけでしょう？」

			　ハザマは、そういって肩を竦める。

			「賊にしてみれば、将来的な危険よりも目前の獲物を優先したわけだ。軍の物資を奪ったやつらは、今頃どこかに高飛びしているか、すっかり証拠を隠滅してそしらぬ顔をしているか。いずれにせよ、平然と過ごしていることでありましょう」

			　少なくとも、ハザマの下には「証拠や証人を取り逃がした」という報告は届いていない。

			　だから、平気な顔をしてそういいきることができた。

			「まあ、具体的な証拠がない限り、その辺のことをいっても詮無きことではあるわな」

			　今度はアルマヌニア公が、口を挟んでくる。

			「先ほどハザマ殿がいっていた、どこからどういう経路で洞窟衆が膨大な穀物を調達したのかという資料は、もちろん提出していただく。それ以上の詮索は、今の時点ではやるだけ無駄だろう。こちらとしては、どこの馬鹿が軍の物資に手を着けて私服を肥やそうが、知ったことではないのだが……なんなら、今からでもわざわざ兵力を割いて捜索隊を組織し、盗賊狩りでもやってみますかな？」

			「無理です！」

			　ブラズニア公が、悲鳴のような声をあげた。

			「ただでさえ手が足りない戦時中に、そんな悠長なことをしている余裕はありません！」

			「では、この件については、ここまでということだな。これ以上ハザマ殿を締め上げても、得るものがあるとも思えん」

			　アルマヌニア公は、そういって大きく頷いた。

			「それに今、洞窟衆を締め上げても、困ったことになるのは、むしろわれらの方なのではないのか？　少なくとも、わしは困る。せっかく息子が敵地に撃ち込んだ楔が、無防備になる。森の中を警護できる人員は、王国広しといえど、今のところ洞窟衆しかいないのだ。そしてそれは、他の面であっても同様なのではないのか？　なあ、軍の兵站を一手に担うブラズニア家の頭領よ。今、洞窟衆がこの戦から手を引いたとしたら……保つのか？　この軍は？」

			「それは」

			　ブラズニア公は、しばらく絶句する。

			「ならば、そういうことだなあ。おい。洞窟衆の出現とともに緑の街道の巣くう賊が一斉に活性化し、軍の輸送隊を襲った。ほぼ同時に、その洞窟衆がどこからともなく大量の穀物を入手して、山岳民や王国軍に売りはじめた。この二つの動きはなにか関連があるのかも知れないし、ないのかも知れない。しかし、少なくとも今の時点では、この二つを関連づけるだけの具体的な証拠は提出されていない。だとすれば、態度を保留するしかないではないか。嫌疑だけで排除するには、今の洞窟衆は、王国にとっていささか役に立ちすぎている」

			　アルマヌニア公は、滔(とう)々(とう)と持論を述べた。

			「戦時には戦時の法に従えと、そういうことですか？」

			　ブラズニア公が、アルマヌニア公に確認してくる。

			「使える者は、敵でも罪人でも使え。そういうことだ」

			　アルマヌニア公は、重々しくそういった。

			「戦力の性質にまで贅沢をいって選り好みしている余裕はない。幸い、この洞窟衆は、予想外に使えるということを証明しつつある」

			「とのことだが」

			　ベレンティア公が、静かな声でハザマに告げる。

			「どう思う？　洞窟衆のハザマ殿」

			「どう思う、といわれましても。おれは、おれたちは、無理に乞われてこうして戦地に来ていますし、その手助けがいらないということであれば、すぐにでも引き上げるだけです。おれたちをどのように遇するかを決めるのは、むしろ皆様の方なのでは？」

			　ハザマには、心理的な余裕があった。アルマヌニア公も指摘したことだが……今、洞窟衆が抜けてしまったら困るのは、むしろ王国側の方なのだ。

			「ふむ。では、洞窟衆の扱いについては、当面は現状を維持するしかないわけか」

			　ベレンティア公は、なんの感情もこもっていない、平坦な声でそう続けた。

			「それもまた、よかろう。時に、ハザマ殿。ハザマ殿の洞窟衆は、この戦場においてはめざましい活躍をしている。どこから来たのかも定かではない素人の集団が、曲がりなりにも正味の力量を問われるこのような場で活躍できていること。その原因について、なにか思い当たることはないか？」

			「そういわれましても」

			　ハザマは、視線を上に向けてなにやら考え込む顔になった。

			「おれは、本当に丸投げしかしていないからなあ。強いていえば、たまたま集まってきた人たちが優秀だったんじゃないでしょうか？」

			「ほう」

			　ベレンティア公は、少し興味を引かれた顔つきになる。

			「ハザマ殿は、奇妙な技を使って敵の動きを止めると、そのように聞いておるが」

			「あんなのは、小手先だけのことだしなあ。いや、それで随分と助かってきているのは事実ですが、例えば合戦の場でどれだけあてにできるかというと、これはかなり怪しい。なんといっても、欠点というか死角が多すぎます」

			「その、死角とは？」

			「まず、敵の動きを止められる範囲が限られていること。一定以上の距離を置いた相手には、影響を及ぼせません。遠くから狙撃なり魔法なりで攻撃された時の脆(ぜい)弱(じやく)さは、普通の兵士とまったく同じです。だから、この能力を有効に活用するためには、かなり条件を絞らなければなりません。この能力をあてにして、見通しのいい場所で正面から敵に向かって突撃するなんてことをしても、他の兵に混ざって射殺されるのがオチです」

			「つまり、完全に、奇襲や夜襲向けの能力ということか？」

			「ほぼ、そうですね。現実的なことをいえば、それがおれの能力を戦場で活用するための、一番の方法かと。さらにいえば、相手がおれの能力についてまるで知らない時にこそ、最大の効果が発揮できます。今回の戦争でも、もうおれが正面から出張る機会は作らない方がいいのではないですか」

			「敵軍が、ハザマ殿の存在と能力について知ったからか？」

			　先ほどから、ベレンティア公はハザマの発言するところを正確に理解して、次の発言を誘導している。頭が切れる人なんだろうな、と、ハザマは判断した。

			「そうです。おれの能力について敵軍が知る機会は、これまでに二度ほどありました。一度目は、飛竜に乗った三竜編隊の斥候隊。こいつの生き残り、一匹の飛竜が、無事に逃げ延びています。二度目は、グゲララ族を捕虜にしたおり、おれたちを追跡してきたやつらにも目撃されています。これだけの目撃者がいれば、おれの能力についてもそれなりに分析し、対策をたててくるやつも出てくるでしょう。今までのように無防備で出撃していったら、足を掬われる公算が大きい」

			　ハザマは、長々と説明したあと、こんなことを言いだした。

			「と、いうことで……おれ、この戦場をしばらく抜けさせて貰っていいっすか？　なに、他の洞窟衆の連中は大半置いていきますので、どうぞ王国軍でご自由に使ってやってください。ま、あくまで、やつらが素直に従えばの話ですが」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なあ、ブラズニア公。貴公は、あの男のことを年齢の割には軽いと、そのように表現した。だが一体、あれのどこが軽いというのかね？」

			　ハザマたち洞窟衆の一行が退出したあと、ベレンティア公は、そんなことをいいはじめた。

			「冷静、狡猾。いや、どれも微妙に違うような」

			　ブラズニア公も、戸惑った顔をして呟きはじめる。

			「第一、あの男は、金銭や地位にはなんの執着も持っていないようだし」

			　この軍の監査役を任じられているブラズニア家の当主として、もちろん、洞窟衆のような得体の知れない集団のことも、それとなく探らせてはいるのだ。それによると、ハザマはたいていのことは手下に任せるままであり、下の者からあげられてくる報告もお義理に目を通すくらいで、あまり関心を持っているようには見えない、とのことだった。あれでは、仮に配下の者がその気になって横領を企んだとしても、そのことに気づきもしないのではないか。

			　ハザマは、確かに多くの嘘を今もつき続けているようだったが、その動機は、どうも欲心からではないらしい。職業柄、多種多様な人種と顔を合わせる機会に恵まれている大貴族たちは、野心をたぎらせ、我欲に我を忘れている類の輩(やから)ならば、一目見てそうと気づくことができた。あのハザマという男がなにかを企んでいるのは確かなのだが、どうにもその根幹にある動機が見えてこない。

			　不気味ですら、あった。

			　あのハザマという男は、ブラズニア公がこれまでに知ったどんな人種とも違った価値基準に従って、動いているらしい。

			「ああいうのはな、場当たり的、あるいは、行き当たりばったりというのだ」

			　そう断言するのは、アルマヌニア公である。

			「戦も佳境になってきたこの時期に、戦場は部下に任せて自分は一時退場します、だと？　あの男は、一体なにを考えておるのだ！」

			「だから、なにも考えてはいないのでしょう。洞窟衆は今、この戦場で膨大な資金を集めつつありますが、それすらも、彼の興味を引き続けることはできなかったらしい」

			　今度はブラズニア公が、アルマヌニア公にそう応じた。

			「単なる、無欲な馬鹿なのか。それとも、別の、思いも寄らぬところに関心事があるのか。あの男にしてみれば、この戦も王国も、すべては他人事なのでしょうな」

			「他人事、か」

			　ベレンティア公が、軽い吐息をつく。

			「そういえば、あの男は異邦人であったな。ブラズニア公の言には、一考の価値がある。確かにあの男にしてみれば、この戦や王国がこの先どうなろうとも、まるで関係がないからな。おまけに、あの洞窟衆とかいう集団にも強い愛着を感じていないとなると……これは少々扱いに困ることになるな」

			「扱い、でございますか？」

			「なに。駒として、な。馬を走らせるには、鼻先にニンジンをぶら下げればよい。しかし、あの男の鼻先にぶら下げるべきニンジンが具体的にどういったモノなのか、どうにも思いつかん。あれは、いざ使おうとしたら、なかなかに使い勝手が悪い駒になるぞ」

			「はぁ、なるほど」

			　ブラズニア公は、なんとも微妙な表情になった。

			「いわれてみれば、確かに。しかし、あやつら洞窟衆は、もともとアルマヌニア公の配下という扱いのはずですから」

			　苦労をするのは自分ではない。と、いいたいらしかった。

			「おいおい」

			　水を向けられたアルマヌニア公は、苦笑いを浮かべた。

			「いくら、読みにくいとはいっても、言葉は通じるし意思の疎(そ)通(つう)もできる相手だ。これまでだって、そんなに困ったことにはなっていない。そこまで警戒することもないだろう。そういう輩(やから)をうまく扱ってみせるのが、われら大貴族の役割だろう」

			「では、今後も洞窟衆の扱いは、アルマヌニア家に一任してもよろしいのであるな？」

			　ベレンティア公が、アルマヌニア公に対して確認をしてきた。

			「ええ。今後とも、うちで面倒を見ることにしましょう」

			　アルマヌニア公は、そういって受け合った。

			「森の中でも動ける兵は貴重でありますし、正直に申しまして、ムヒライヒが敵地に打ち込んだ楔も、洞窟衆の存在なくては守り通すことが不可能です。少なくともこの戦が終わるまでは、あの洞窟衆はこの王国軍にとってもなくてはならない存在になると、そのように思います」

			「この戦が終わるまでは、ね」

			　ブラズニア公が、意味ありげに微笑んだ。

			「それまでに、やつらの尻尾を掴むことができればいいのですが」

			「恩賞をケチることばかり考えるべきではないぞ、ブラズニア公」

			　ベレンティア公が、もっともらしい口調でブラズニア公をたしなめる。

			「功績は功績、罰は罰だ。疑惑については、今後も公正な捜査と検証が必要となろう。その結果がはっきりするまでは、あの洞窟衆も多くの功績をあげてきた、われら王国の一員なのだ」

			「心得ております。あくまで麾下の一軍として扱い、他との隔たりが出るようなことはないように気をつけさせます」

			「それでよい。褒賞の不公正は軍の規律を乱す元であるからな。では、これで洞窟衆に関する議題は打ち切ってもよいな？　次の議題だが……」

			　もともと多忙な大貴族たちは、すぐに次の議題に集中し、洞窟衆についてのあれこれを一時的にその脳裏から除去した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　洞窟衆の天幕に帰ってきたハザマは、例のやたら硬いパンとありあわせのスープという粗末な食事にありついた。昨夜、叩き起こされて以来、はじめて口にするまともな食事がこの有様であると、少し悲しくなってくる。

			「さて、と」

			　ハザマは、あまりにも硬いパンにナイフの刃を入れて半ば無理に引きちぎり、その切れ端を自分の肩に乗っていたバジルに与える。

			「それ……いつも、食事の時にそうしていますね」

			　傍らに侍っていたクリフが、確認してきた。ハザマは、食事のたびに最初の一口を、まずはバジルに与えているのだ。

			「ああ。こいつのおかげで、随分と助けられて来たからな。これが、おれなりの礼ってことで」

			　この程度のことでどこまでこのバジルの食欲を満たせるのか、実際のところはかなり疑問なのだが。一応、バジルは、与えさえすれば、どんな食物でも食らいついてくれる。

			「それよりも、ぼちぼち、旅立ちの準備をしないと」

			　ハザマはわざとらしく、視線をリンザに走らせた。

			「まずは、船の用意ですね。これから、手配します」

			　リンザはというと、臆することなく淡々と言葉を紡ぐ。

			「食料や着替えは、すぐにでも用意できるでしょう」

			「あんた。本当にそこまで、この男につき合うつもりなの？」

			　そんなリンザの意思を、ハヌンは改めて確認してくる。

			「この人、放っておくと何日も着替えない人ですから」

			　リンザは、軽く肩を竦めてそう答えた。

			「それよりも、ハヌンさんは一緒に来ないんですか？」

			「いかない。危険だし……それに、新しく入植した村についての書類も、ぼちぼち整理していかないと」

			　ある村の村長の娘であったハヌンは、役所に提出する書類の書式などについても、それなりの知識を持っていた。洞窟衆の中ではその手の知識を持つものは極端に少なく、今の時点ではまともに書類をまとめられるのはこのハヌンしかいないといってもよい。

			　新しく入植した村、というのは、犬頭人たちの巣から救出した女性たちと、軍の輸送隊を襲った時に口封じのために捕虜とした人々を収容している村々のことを指す。何らかの理由で放棄された森の中の廃村に手を入れて、開(かい)墾(こん)や手工業、それに牧畜などの事業をはじめさせていた。そうした、洞窟衆の手配によって人が住みはじめた村々の数も、そろそろ十二を超えようとしている。

			　ハザマたちは、この戦争で洞窟衆がたてた功績を盾にして、それらの新しい村々の自治権を役人に認めさせるつもりだった。

			「だけど、リンザも物好きねー」

			　そういって、ハヌンは小さな吐息をついた。

			「ハザマさん。ぼくは、連れて行ってはくれないんですか？」

			　そう問いかけてきたのは、クリフだ。

			「連れて行かない。だって、敵の真ん中を突破していくんだぞ。危険きわまりない。今回は、少数精鋭で。まあ、クリフはクリフで、ここにいてもおぼえることがいくらでもあるだろう。回復魔法とか、負傷した時の対処法とか」

			　クリフとカレニライナは、特に用がない時はムムリムの救護隊に混ざってそういったことを手伝っているらしかった。

			「じゃあ、ぼくが大きくなったら、その時は連れて行ってくださいね！」

			「んー。まあ、そういう機会があったらな」

			　

			「うん。そういうわけでさ。信憑性のある報告書を用意して貰いたいんだけど」

			　食事が済んだあと、ハザマは、心話による通信でドン・デラにいるゴグスと直接対話をする。

			『やはり、そうなりましたか』

			　ゴグスの方も、ある程度こちらの成り行きを予想していたようだった。

			『ちょっと調べただけでは足が出ない、それらしい報告書を用意させましょう。いや、なに。資金が潤沢にあるおかげで、多種多様な窓口から穀物を買いあさっている最中でございます。誤魔化すまでもなく、現状でも穀物の入手経路はかなり複雑怪奇なことになっているのですけどね。ははは。いや、大貴族の皆様がそうまでして検めたいとおっしゃるのでしたら、腕によりをかけ、元本に輪をかけて複雑な報告書をしあげ、進呈させていただきましょう』

			　

			　バジルの能力とエルシムらの魔法があれば、たいていの危難は撃破できるだろう。しかし、行く手を遮(さえぎ)るのは強大な敵ばかりであるとは限らない。様々な局面に対応するためには、武器も扱えて肉体労働も臨機応変にそつなくこなせる、そんな人材が欲しいところだった。

			「やっぱ、ファンタルさんあたりに推挙して貰うのが、無難かなぁ」

			　ハザマはひとりごとをいったあと、心話通信でファンタルを呼び出して簡潔に用件を告げる。

			『そういうことなら、イリーナを向かわせよう』

			　ハザマから一通りの事情を聞いたファンタルは、即答する。

			『こちらも森の警護をする関係で、しばらくここを離れるわけにはいかないのでな。武術の腕と判断力など、総合的に考えたら、今、動かせる人間の中ではアレが一番マシに仕上がっている』

			　

			「これから上流へ向かうというのは本当か？」

			　しばらくして、エルシムが顔を出して確認してきた。

			「ああ。例の水妖、あれの根源を叩いておきたいんでな。今、船の準備をさせている」

			　ハザマは、素っ気なく答える。

			「では、二人分、空けておけ」

			「一人はエルシムさんとして……あともう一人は？」

			「あの飲んだくれの魔法使いよ。足手まといになる気もするが、魔法だけを評価するなら、あれでも使いどころはあるはずだ」

			　確かに。魔法が使える人間に同行して貰えると、攻撃力という点での不安はなくなるのだ。

			「それ、本人の意思を確認しているんですか？」

			「必要ない」

			　エルシムは、きっぱりと断言した。

			「どうせあやつは、無理にでも働かせなければ日がな一日飲んだくれているような人種だ。多少の無理をしてでも働かせた方が本人のためでもある」

			「あー、はい。了解しました」

			　これは、なにをいっても聞く耳を持たないな、と判断したハザマは、適当に返事をしておく。

			「それでは、エルシムさんとゼスチャラの二名は同行、と」

			　

			「おい、洞窟衆の」

			　次にハザマを訪ねてきたのは、アルマヌニア家の三男坊である、ブシェラムヒだった。

			「またなにか、企んでいるようだな。おれも、それに同行させろ」

			　ハザマにしてみれば、このブシェラムヒと顔を合わせるのは架橋作戦以来のこととなる。時間にしてみればせいぜい一昼夜程度でしかないのであるが、立て続けにいろいろなことが起こったおかげで、随分とご無沙汰しているような気分になった。

			「同行するのは構いませんが、いいんですか？　名門アルマヌニア公爵家の人間が、この忙しい時期に戦場を抜け出しても？」

			　ブシェラムヒにはブシェラムヒなりの立場があるだろうに。そう配慮した、ハザマの言葉だった。

			「ああ、それなのだがなあ」

			　ブシェラムヒは、露骨に視線を逸らした。

			「ここだけの話だが、少々下手を打ってしまってな。ぶちまけてしまえば、今、おれの人望は急激に下落しておる。正直、陣中に居場所がない」

			「はあ、左様で」

			「そこで、貴様の酔狂な案に乗ることにした。聞けば、敵地奥深くまで分け入って、左術使いを成敗するとか。それに参加して無事に生還すれば、おれの名誉もいくらかは挽回できよう」

			　貴族社会も、いろいろと面倒なことが多いらしかった。

			「参加するのはいいんですが……こちらの指示には従って貰いますよ」

			　ハザマは、そう念を押しておく。

			「この作戦を立案したのは、こちらです。主導権も、こちらにあります。そのことを、ゆめゆめ忘れませんように」

			　公爵家の威光を盾にして好き勝手に動かれたら、ハザマとしても困る。

			「指揮権のなんたるかを今さら講義して貰う必要はない。無論、作戦遂行中はそちらの指揮に従う」

			　ブシェラムヒは意外に素直に頷いている。

			「第一、少数精鋭で敵地に潜入しようなど、心が躍るではないか」

			　心躍るとか、興味本位で戦争をやって貰ってもなあ。内心で苦笑いをしつつ、ハザマはブシェラムヒの参加を認めた。

			　

			「ガズリム・バルムスクといいます」

			　その次にやって来たのは、二十代半ばの精悍な男だった。ブラズニア家中の貴族だという。

			「聞けば、洞窟衆はこの都度」

			　うんぬん。

			「ハザマたちに同行したい」という、ブシェラムヒと同じ用件だった。

			「大貴族の中で、おれたちを監視するのが流行っているのですか？」

			　思わず、ハザマはそう訊いてしまった。

			「監視、という意味合いも否定はしませんが」

			　ガズリムは、苦笑いを浮かべながら答えた。

			「それとは別に、個人的な興味もあります。洞窟衆は、従来の軍とは異質な存在であるように見え、それでいて、動けば毎回然るべき結果を出していますから」

			「然るべき、ねえ」

			　ハザマは、軽く鼻を鳴らした。

			「そこいらは、おそらく、戦争上手なファンタルさんの功績になるのかなあ。そのファンタルさんは、今回はおれたちに同行しませんよ」

			　念のため、そういっておく。

			「ええ、聞いています。なんでも、ムヒライヒ卿に頼まれて、今は対岸部の洞窟衆を取りまとめているとか。流石は、伝説の武人ですな」

			「おれなんかより人望があるのは確かでしょうね」

			　謙遜でもなんでもなく、かなり本気でハザマはそう断言する。

			　ハザマ自身には、陣頭指揮の知識や経験などあるはずがないのだ。

			「それでも、いいんですか？」

			「結構です。いや、ファンタル殿の采配の振りようにも興味はありますが、そちらの方はおおかたの想像がつきます。しかし、ハザマ殿がどのようにして偉業を成し遂げてきたのか、これから成し遂げるのか、個人的に興味があります」

			　本人を前にして、軽い口調でそんなことをいってのけた。ハザマは貴族の気質に関してなにかいえるほど詳しくもないのだが、この男も、一種の変わり者なのだろう。

			「秘匿性を重視するため、今回は、少人数で出立する予定でいます。総勢でも、おそらく十人以下での移動となるでしょう。身の回りの世話をする小者も伴うわけにはいかないと思いますが」

			「着の身着のまま、結構。自分の荷物くらいは自分で運びます。戦場では、珍しいことでもない」

			　少なくとも、ガズリムとは、尊大なだけの貴族ではないようだ。

			　

			「おれと、リンザとトエス。それに、イリーナ。エルシムさんと、ゼスチャラのおっさん。ブシェラムヒ・アルマヌニアと、ガズリム・バルムスク。これで、八人か。エルシムさんたちがいれば攻撃力に不足することはないだろうけど……あと一人か二人、腕の立つやつが欲しいかな」

			　桶の中に、ハザマが話しかけている。別にハザマの頭が残念なことになったわけではなく、その桶の中には歴とした話し相手が存在するのだ。

			　一見してその桶の中は、なんの変哲もない水で満たされているだけに見える。しかし、その水は、三体の水妖が変化した姿だった。水妖には、それぞれ操作者の精神が直結しているらしい。ハザマは、水妖を通じてその操作者へ語りかけている。水妖の操作者たちは、人語を理解できるかどうかすら怪しいレベルで、かなり特殊な育てられ方をしてきたらしい。

			　しかし、心話を介して接触をする限り、そこまで大きな齟齬を感じずに対話が可能だった。語彙が極端に少なく、抽象的な概念や複雑な思考を理解する能力には欠けているようだったが、幼児や愛玩動物を相手にするような口調で話しかけてやれば、どうにか、こちらの意図は理解して貰えるみたいだ。

			　水妖の操作者たちは、今、軟禁されているようだ。最低限の食事だけ与えられて、あとは放置されているらしい。そのような境遇におかれることは、あちらでは別に珍しいことではないようだが。ハザマとしては、その水妖の操作者たちを救出しておきたいと、そう思っている。

			　別に、人道的な見地から憤りを感じたわけではなく、敵にしたり無駄に潰したりするよりは味方につけた方が得だろうという、極めて利己的な判断からであった。そのためには、水妖の操作者の背後にいるやつらにしたたかな打撃を与え、可能であるならば壊滅まで追い込むのが、あと腐れがなくて好ましい。

			　ハザマたちは、今まさに、そのための遠征の準備を整えているところであった。

			　

			「少し、よろしいでしょうか？」

			　今度はメキャムリム・ブラズニアが、侍女を伴ってハザマを訪ねて来た。

			「手は空いておりますが……今度は、なんのご用でしょうか？」

			　ハザマは、いやな予感がしつつも、無難な受け答えをしておく。

			「本日は、お願いしたいことがあって参りました」

			　メキャムリムは、いきなり用件を切り出して来る。

			「先だっての防衛戦のおりに捕虜にしたガグラダ族ですが、グゲララ族と同様に、洞窟衆で面倒をみていただきたいのです」

			「ぶっちゃけ、捕虜の面倒まで手が回りませんか？」

			「ぶっちゃけ、そういうことです。前線に出る方にはなかなか理解していただけないことですが、後方は後方でそれなりに苦労も多く、なによりも事務処理は意外と人手を取られます。ただでさえ、まともに読み書き計算ができる人材は限られているというのに」

			　あ、これは愚痴が長くなるなー……とハザマが思ったところで、

			「お姫様」

			　メキャムリムの背後に控えていた侍女が、小声で注意を促してくれた。

			「とにかく、こちらでは捕虜の管理まで行っている余裕はないのです」

			「それで、こちらにお鉢が回ってきたわけですか。しかし、ガグラダ族っていったら……比較的聞き分けが良かったグゲララ族とは、ちょっと勝手が違いますからね。いきなり身柄を引き渡されても、こちらでも手に余るというか」

			「彼らは、森の種族です」

			　メキャムリムは、きっぱりと断言する。

			「同じ森の種族であるエルフに一任してしまえばいいのではないでしょうか？　彼らも防衛戦のおり、エルフたちに苦汁を飲まされたと聞きます。抑えには、ちょうどいいかと」

			「ああ、なるほど。それでうちを。うーん。この件については、森で警護している連中の意思を確認してから、返答させていただきます」

			「あら。ハザマ殿は意外と慎重なのですね」

			「実際に動くのはおれではないですしね。現場の意思を尊重するのは当然のことかと」

			　それからメキャムリム姫は先の攻防戦時に多数捕獲した敵軍の軍馬についても相談してきたのだが、ハザマはすぐにタマルを呼び出し、

			「そちらで好きに相談してください」

			　と、下駄を預けることにした。

			　具体的な商品価値などはハザマ自身には判断できないからである。

			　メキャムリム姫としては、今すぐに現金が欲しいところなんだろうな、とか思いつつ、ハザマは一言断って席を外し、少し離れた場所に移動してから通信でファンタルを呼び出してガグラダ族の捕虜について相談をしてみる。

			　わざわざ席を外したのは、この通信の効能について、まだ洞窟衆の外部には伏せておきたいからだった。現代人であるハザマは正確な情報を時差なく遠隔地に送受信することの重要性を認識しているわけだが、エルシムらによるとこの心話通信の原理は、既存の魔法知識で難なく再現できるものであるらしい。つまり、基本的な仕組みさえ理解できれば他の場所でも再現が可能であるわけで、いずれ広く普及することは避けられないにせよ、できる限りその時期を遅らせて、しばらく洞窟衆だけで独占したいという気持ちがあった。

			『ガグラダ族か。ああ、いいぞ。問題ない。こちらで、身柄を預かることにしよう。どのみち、生きて捕虜になったのは二十名程度の少人数、そのうち半数以上がなんらかの形で負傷している。こちらでしっかり首根っこを押さえて、せいぜいこき使ってやるさ』

			　ファンタルはそういって、あっさりと捕虜を預かることを受諾した。

			『ただし、あの長は少し油断ならんな。あれだけは、こちらで預かるよりはそちらに同行させた方がいいと思うが』

			　続けて、今度はそんなことをいいだす。

			「ガグラダ族の長、アジャスっていいましたっけ？」

			　ついさっき、大貴族たちに呼ばれた際に、一度だけ顔を合わせた男である。

			「でもあの人、ファンタルさんのこと、かなり恐れていましたから、心配しなくてもそちらの膝元に置いておけば反抗はしないと思いますが」

			『それはそれで、鬱陶しい』

			　ファンタルの口調には、げんなりとした雰囲気が濃厚に漂っている。

			『長く戦場を渡り歩いていると、無駄に名が高まっていかんな。なにかというと持ち上げられ、やれ指南だ一手手合わせだとせっつかれて、軽く手合わせをしてやれば、今度は崇め奉らんばかりの勢いで持ち上げられ。もっとこう、普通の扱いの方が気楽でいい』

			　詳しく聞き返すと、どうやらファンタルは、ここ数日の間に、傭兵たちなどから決して少なくはない崇拝者を集めてしまったらしかった。

			　

			　メキャムリム・ブラズニアとタマルが会談している部屋に戻ると、ちょうど区切りがついたところなのか、お茶を飲んで歓談していた。

			「今、確認してきたんですが、ガグラダ族の受け入れについては、問題ないそうで」

			「もう確認なさってくれたんですか？」

			　ハザマがそう声をかけると、メキャムリム姫は感心してくれた。

			「ええ、まあ。おれ自身、ちょうど暇だったもんで」

			　ハザマは曖(あい)昧(まい)に言葉を濁しておく。

			「暇だなんて。ハザマ様は、これから少人数で敵中に潜入する予定でいらっしゃると、お父様から聞いていますけど」

			　そちらはそちらで、情報の伝達が早いなあ、とハザマは感心する。

			「まあ、気になることができたので。ちょっくら、いってこようかな、と」

			「まるで近所に散策にでもいってくるような、気軽な物言いですね」

			「気張って危険が少なくなるのなら、いくらでも気張るのですがね。そちらのブラズニア家に縁のある、ガズリム・バルムスクさんって人も志願して同行することになりましたよ」

			　大貴族ともなれば、配下の者ひとりひとりの姓名をいちいち記憶してもいられないだろう、と思いつつも、ハザマはその名をあげてみる。

			「ガズリム・バルムスク様ですか。ええ、存じ上げております。そうですか、彼が」

			　メキャムリムは、少し物思いにふける顔つきになった。

			「有名な人なんですか？」

			「有名、というわけではないですけど……若手の中では、出世頭ということになりますわね。不思議と、功績に恵まれているようで」

			「不思議と？」

			「不思議と、などといってしまっては少々語弊があるでしょうか。戦功をたてているのは事実ですから。ただ、その、彼が属する部隊が、不思議と敵が弱っている場に居合わせることが多くて。わたくしたちの間では、強運のガズリムと呼ばれています」

			「へえ」

			　今度はハザマが、考え込む顔になった。

			「強運のガズリム、ねえ。その人と行動をともにすると、叩きやすい敵と遭遇する確率があがるってわけか。そいつは、縁起がいい」

			　

			「一応、舟の準備ができましたけど……」

			　メキャムリム・ブラズニアとその侍女が去ってからいくらも経っていない頃合いに、リンザが帰ってきた。

			「革張りの、カヌーっていうんですか？　少し頼りない感じの小舟が三艘、調達できました」

			「上等上等」

			　ハザマは、頷く。

			「どうせ、そんなに長い時間、世話にはならないし……」

			「でも……本当に信用できるんですか？　その水妖って」

			「水妖の操作者、な。話してみると、無邪気なやつらだったよ」

			　無邪気を通り越して、幼稚ですらあったのだが。どれくらい幼いかというと、心話で少し話し込んだハザマが、

			「あ。こいつら、善悪の判断どころか生死の区別さえ教えられていない」

			　とそう納得したくらい、やつらはなにも知らなかった。なんの能力もない白痴ならば無害なのだろうが、やつらの持っている能力のことを考慮すると、このまま放置しておくのは、あまりにも危うい。

			　ハザマが今回の敵中潜行を思いついたのも、その危(き)惧(ぐ)が大きな動機となっている。

			「それで結局、総勢で、何名になるんですか？」

			「ええっと、おれ、リンザ、トエス、イリーナ、エルシムさんにゼスチャラ、ブシェラムヒにガズリム。確定なのが、この八名。あと、ひょっとしたら、ガグラダ族のアジャスもか」

			「食料は、軍標準の兵糧でいいですね」

			「ああ。例の、硬くてまずいパンな。タンパク質は、現地調達でいこう」

			　バジルがいれば、なんらかの生物を捕獲することは容易である。

			「日数は、どれくらいを見ておきますか？」

			「日数、か。水妖のアレらは、確か一日も進めば目的地に着くとかいっていたが。往復と余裕をみて、三日分……いや、念のため、五日分用意しておいてくれ」

			「はい。九人の、五日分ですね」

			　リンザが確認してきた、その時、

			「いいや。できれば、十人分用意していただきたい」

			　唐突に、嗄れた声がした。

			「あのなあ、爺さん」

			　ハザマが、軽くため息をついた。

			「せっかくここまで見逃してきたんだから、空気読んで最後まで乱入してくるなよ……」

			「ほ、ほ、ほ」

			　小柄な、痩せこけた老人だった。

			「あの……この人は？」

			　リンザが、ハザマに確認してくる。

			「おぼえてないか？　架橋作戦の時、真っ先に捕虜にした中にこの爺さんも含まれていたはずなんだけど」

			「ああ！　グゲララ族の部族長と一緒に、ハザマさんが担いでいた！」

			「そ。バジルが、あの中で一番喰いたがっていたのがこの爺さんだ。グゲララ族の部族長を差し置いて、な」

			「ということは、あの人よりも」

			「手強い、って、バジルが認めたことになるな。おとなしくしている限りはそのまま放置しておこうと思っていたんだが。面倒くさいから、この場でバジルの餌にしちまおうかな？」

			「あっさりと怖いことを口にするでない。近頃の若いもんは、年長者への礼を欠いておる」

			　老人が、ぶつくさと小声で呟きはじめる。

			「で、爺さん。なんで、今になって声をかけて来たんだ？」

			「それなのだがな。わしもその潜伏行に連れて行って貰おうと思っての」

			「はぁ？」

			　ハザマは、声を大きくした。

			「許可できるわけねーだろ！　思いっきり、胡散臭い」

			「いいのかな？　それならば……その奇っ怪なトカゲが留守のおり、この陣中で暴れまくるが」

			「今度は脅すかい、じじい」

			　ハザマが、怒気をはらんだ笑顔になる。

			「なにが目的だ」

			「蠱術のルシアナ。お主、この名に聞きおぼえはあるか？」

			「いいや。初耳だ」

			「その水妖とやらを製造した女の名よ」

			「じじい。あんた、何者だ？　なんだって、そんなことを知っている？」

			「名は、ルゥ・フェイ。何者かといわれれば、部族民連合の中枢にも、それなりの信望を得ている者だ。具体的な役職はなかったが、つい先頃まではグゲララ族の監視役を務めておった」

			「やっぱり、今のうちにバジルの餌にしておいた方が、後腐れがなくていいかなあ」

			「もう少し年長者を敬えというに！　わしを生かしておけば、それ、ルシアナのことやその他の部族民連合のことを教えてやらんこともない」

			「いっそのこと、拷問でもしますか？」

			　それまで二人の会話を黙って聞いていたリンザが、ぽつりとそんなことをいう。

			「そうだな。リンザ。トエスを呼んで思いっきりエゲツない尋問方法を考えて貰ってくれ」

			「お主ら、少しは人の話を聞け！」

			「ああ？」

			「ああ？」

			　目つきが悪くなったハザマとリンザが、同時にルゥ・フェイを睨む。
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			「爺さん。あんたもう少し、身の程ってやつを知った方がいいんじゃないか？」

			「捕虜には捕虜に相応しい扱いというものがありますよね、ええ」

			「そうだな。このままふん縛って、司令部にでも献上しよう」

			「山岳民の事情にも随分と詳しそうですし、そうするのが一番のような気がします」

			「お願い！　聞いて！　話を聞いてください！」

			「おう、最初からそういう態度でくればいいんだ。で、爺さん。あんたの目的はなんだ？」

			「あんたがたに、同行したいのよ。蠱術のルシアナは、わが一族の敵。わしらは少々、珍しい体質を持った一族での。そのおかげであの女に……いいように食い散らかされた。生き残っているのは、はは。もはや、わし一人」

		

	
		
			　

			第七話　十人の潜行者

			　

			　昨夜のうちに破壊された浮き橋はより頑強なものとして再度架け直され、対岸では大規模な陣地、というよりは本格的な砦の建造がはじまっている。それだけではなく、王国側の川岸にも物々しい防御壁が築かれつつあった。

			　第一の防御壁が対岸の砦、間に堀の役割をするバタス川を挟んで、王国側にも頑丈な防御陣地を建造し、容易に侵攻されないようにしようという意図であろう。

			　もちろん、それらの造成はまだまだ手を着けたばかりであり、今の時点では防御拠点としてたいした効果は望めない。しかし、昨夜から朝方にかけて大規模な攻勢を受けた直後に、これだけ大規模な工事を立案し実行できるのは、たいしたことではないかと、ハザマでさえ、そう思う。この世界には重機など存在せず、土木工事もほぼ人力頼りなのである。それを考慮すると、驚異的な進捗状況であるといえた。

			　ハザマたちは、なにかと忙しないそれらの建造現場から少し距離を置き、ひっそりした場所に集まっている。

			　そこに、三艘の小舟が繋がれていた。

			「随分とまた、頼りなさそうな舟だな」

			　情けない口調でそうぼやいたのは、軍属魔法使いのゼスチャラだった。

			「せいぜい丸一日くらいしか乗らないそうだ。これで十分だろう」

			　ハザマがそう応じる。

			「おーい！　こっちに行けって、おっかねえエルフにいわれて来たんだが……」

			　バシャバシャと川の水を跳ねあげてこちらに渡りながら、ガグラダ族のアジャスが声をかけてくる。その背後に、旅装をしたイリーナが続いていた。

			「これで、十人揃ったか」

			　ハザマが呟く。

			　洞窟衆以外に、大貴族の三男坊やらいわくありげな貴族から、本来なら捕虜のはずである者まで含んだ、なんとも奇妙な混成部隊だった。

			　一艘目が、リンザ、トエス、イリーナ、ブシェラムヒ。

			　二艘目が、エルシム、ゼスチャラ、ガズリム。

			　三艘目が、アジャス、ルゥ・フェイ、そして、ハザマ。このような、振り分けとなった。

			　重量バランスを考慮した上、イマイチ信頼のおけないアジャスとルゥ・フェイをハザマが直接監視できるように配置した形だった。

			「洞窟衆はともかく、大貴族に貴族、軍属の魔法使いに敵軍の捕虜、押し掛けてきた得体の知れない爺さん、か」

			　ハザマは、誰に聞かせるでもなく呟く。

			「呉越同舟もいいところだな」

			　

			「実際に乗ってみると本当に頼りないな、この舟は」

			「いきなり立ち上がったりするなよ。ちょいとしたことですぐに転覆するからな」

			　などと騒ぎながら、全員で三艘のカヌーに分乗した。平地民はもとより、アジャスやルゥ・フェイら山岳民も、この手の小舟に乗った経験はないらしい。

			　ひょっとすると、この中でまともに泳げるのはおれくらいなのかも知れないな、と、ハザマは思った。

			「帆か櫂はないのか？」

			　ブシェラムヒが、訊ねてくる。

			「なんに使うんだ？　そんなもん」

			　そういいながら、ハザマは持参した桶の中身を川の水面にぶちまけた。

			「こいつらが、水中で舟を押して案内してくれるってよ」

			　そういいながら、ハザマは三艘を繋留していた綱をほどき、三艘目に乗り込んだ。

			「よし、いいぞ。水妖ども。出してくれ」

			　ハザマがいい終えるよりも早く、三艘のカヌーは弾かれたように水面を走り出した。

			　かなり、速い。すでに日は落ちていて、周囲にはろくな光源もない。その状況で、かなりの速度を出していることになる。ハザマの体感では、少なく見積もっても時速八十キロ以上は出ているのではないだろうか。

			「お、おい！」

			　アジャスが、叫んだ。

			「大丈夫なのか、こいつは？」

			　声が、硬い。

			「さあな。ひょっとしたらなにかの罠(わな)かも知れないが、その時はその時さ」

			「そういうことではなくて、だなあ。この舟の速さは……」

			「水妖が信用できないってのか？　もしなにかおかしな動きがあったら、おれがこいつらの動きを止めるし、こちらには魔法使いが二人もいるんだ。滅多なことは、まずできないだろう」

			　そういうハザマの声は、落ち着き払っていた。

			「それよりも、あまり動揺して舟から落ちるなよ」

			　

			　一艘目の舟では、先頭にまずイリーナが座った。男性恐怖症の気がある彼女は、ブシェラムヒから可能な限り距離を取ることを選択したのだ。

			　そのあとに、リンザ、トエスと続き、最後に、一番体重が重いブシェラムヒが続く。

			「すると貴様らが一番、あのハザマとのつき合いが長いのか？」

			　そのブシェラムヒは、近くにいたトエスと世間話をはじめていた。

			「長いといえるほど、深いつき合いをしているわけではありませんが」

			　トエスは、相手が大貴族の御曹司であろうとも臆することなく答えている。

			「あの人がはじめてこちらで出会った人間が、わたしたちみたいでして。なんだかんだで、短いながらも濃い時間を過ごしていますね。いろいろやったし、やらされました」

			「いろいろ、な。いや、あの通りの男であるから、おれたちが想像だにできないことも経験してきているとは思うが」

			「そうですねえ。みんなで犬頭人を八つ裂きにしたり、ドン・デラで賞金首を狩り集めたりとかは、他ではできない経験でしょう」

			「……犬頭人を？　ちょっと待て。やつらはお前らの仲間ではないのか？」

			「仲間になる前のことですよ。わたしたちが捕まってしばらく閉じこめられていて、その時にあの人が現れて、傭兵たちもやってきて……なんだかんだあって、それ以降、犬頭人たちがこちらに完全服従するようになったんです」

			「む。む。なんだかよくわからんが、お前らも若いのに似ず、苦労しているのだな」

			　

			　二艘目は、軍属魔法使いのゼスチャラが先頭に乗り、そのあとにエルシムとガズリムが続く。エルシムは性根の据わっていないゼスチャラから目を離すつもりがなかったので、ゼスチャラのうしろに座ることにした。

			　ガズリム・バルムスクとかいう貴族について、エルシムはハザマから「どことなく、怪しい」と伝えられている。しかし、少なくとも水上を移動中は手を出して来ないだろうと、エルシムは推測している。こんなところで騒動を起こせば、下手をすれば自分も溺死してしまうからだ。

			「こんなところでエルフの巫女殿と同道できるとは思いませんでしたよ」

			　ガズリムは、機嫌のいい声でそんなことをいいはじめた。

			「エルフなんて、昔語りの中でしか出会えない存在だと思っていました」

			「そう思うのなら、残って丸太運びでも手伝っておればよかろうに。あのファンタルは、お主ら軍人の中では伝説中の人物だという話ではないか」

			「ファンタルさんも悪くはないが、おれにとってはどうにもそつがなさすぎて」

			　

			　ハザマが乗っていた三艘目では、出立した直後は元気に騒いでいたアジャスがやけに静かになっていた。

			「おい。吐くのは構わないが、うしろに飛沫が飛ばないように気をつけろよ」

			　ハザマが声をかける。アジャスは、どうやら船酔いになったらしかった。先ほどから青い顔をして舟縁から外に顔を出している。

			「おぅ」

			　アジャスは、力なく片手を持ち上げて答えただけであった。

			「そんで、爺さん。蠱術のルシアナっていってたっけ？　時間もあることだし、そいつについて知っていることを洗いざらい吐いて貰おうか」

			「蠱術のルシアナだって！」

			　アジャスが叫んで顔をあげ、次の瞬間にはまた顔を伏せて吐きはじめる。

			「おえ。蠱術のルシアナっていったら、お前……やたらおっかねー性悪魔女のことじゃねーか」

			　アジャスは、嘔吐で言葉を区切りつつ、弱々しくそういった。

			「性悪？」

			　ハザマが、訊き返す。

			「何十年だか何百年だか前から……生体実験を繰り返しているって話だ。なんだかんだで、実験がてらに戦で貢献してくれるから、部族民連合の上層部にはおぼえが目出度いってことだが」

			「へー……なるほどなあ」

			　ハザマは、ひとり頷く。

			「山岳民の中では、そういう風に認識されているわけか」

			「で、その蠱術のルシアナが、どうしたって？」

			　アジャスが、弱々しい口調で訊ねた。

			「おれたちは、そのルシアナとやらを討伐に向かっているところなんだが」

			「降ろせー！　引き返せ！　おれはまだ死にたくねー！」

			「騒ぐな、慌てるな。舟が転覆するだろう。それに、もう手遅れだ。どうしても引き返したかったら、自分だけ舟から降りて、泳いで帰るんだな」

			「おれは泳げねーんだよ！」

			「だったら、諦めろ」

			　ハザマの返答は、冷淡なものだった。

			「お前、一応勇猛で知られた……あー、ガグラダ族っていったっけ？　とにかく、その一員なんだろう？」

			「優秀な戦士だから、勝てる相手とそうでない相手を見切るのも早いんだよ！」

			　ガグラダ族のアジャスが叫ぶ。

			「おれは、見栄を張って死にたくねー！」

			「知らんがな、そんなお前の都合なんか。言っておくがな、今のお前さんは奴(ど)隷(れい)も同然の捕虜なんだ。お前さんに拒否権はない」

			　なおも、「騙された騙された」とわめき続けるアジャスは放置しておいて、ハザマはルゥ・フェイの方に向き直る。

			「で、爺さん。話す気にはならんか？」

			「話すのは構わないが、長くなるぞ」

			「いったろう。時間はたっぷりある。好きなだけしゃべってくれ」

			　

			　ルゥ・フェイは、山岳民の中でも珍しい体質を持つ種族に生まれた。特に身体能力に恵まれた種族だったので、戦争になると引く手もあまたの状態であり、その種族は常に豊かだった。ある時、その豊かさに目をつけた他の部族たちは共謀して、珍しい体質を持っていたルゥ・フェイの種族を言葉巧みに誘い出し、蠱術のルシアナに引き渡してしまう。ルシアナは奇妙な術も使った。

			「蠱術、と、呼ばれていたが……あの女は近寄った者の意思を奪い、無条件に支配下に置くのだ。気づいた時には、わしの妻子も親族も、あの女のいうがままの傀儡になっておった。同族が身の毛もよだつ魔法実験の材料にされようとも、眉ひとつ動かさずに協力する有様だ」

			　ルゥ・フェイは、そう説明する。

			「なら、なんで爺さん一人が逃げてこられたんだ？」

			　ハザマは、疑問を口にする。

			「わしはもともと、同族の中でも本来の性質を色濃く残していての。そのせいか、わしにはルシアナの術は、いささか効きが弱かったようじゃ。最後まで自分の意思を手放さずに済み、しかし、同族は誰一人助けることができんかった。はは。情けないことに、自分ひとりで逃げ出すのが精一杯じゃったよ」

			「そんで今になって敵討ち、か。爺さん。その逃げ出した時から、一体何年経っているんだ？　今の今まで、そのルシアナってのに接触する機会はなかったのか？」

			「何年……もう、何十年も前になろうかの。記憶さえ、定かでなくなるほど昔のことじゃ。その間、わしも遊んでいたわけではない。その所在を厳重に秘匿されたルシアナの居所を掴むため、部族民連合の中枢部に近づいた。わが同族を陥れ、財貨を没収したやつらだ。最初のうちこそわしの存在を煙たがり、訝(いぶか)しがり、警戒していたものだったが……長い長い時間をかけてやつらのために手を汚し、信用させ、ルシアナの居所を探り続けた。そしてとうとう、格好の機会が目の前に訪れた」

			「こういっちゃあなんだが……仮にこれからそのルシアナってのを倒したところで、爺さんの同族は帰って来ないんだぜ」

			「はは。そうじゃな。その通りじゃ。そんなことは、このわしとてここ何十年間で何度も考えたもんじゃ。今でも、目を閉じれば知った顔が浮かんでくる。なぜ見捨てた、なぜおれたちを助けなかったと……よく知った同族の者たちが、毎晩夢枕に立ってわしをさいなむ。わしも、いい年齢じゃ。永遠に眠る前に、もう一度くらいは安らかな眠りにつきたくての」

			　ハザマには、その老人が偽りをいっているようには思えなかった。

			「そのルシアナってやつをぶちのめすって目的は、おれたちと一致しているしな」

			　

			　三艘のカヌーは速度を変えずにまっすぐに上流へとつき進む。夜が明け、日が昇り、再び夜になっても進み続けた。途中、一行は何度か舟を岸につけて休憩を取ったが、それ以外は睡眠や食事も極力舟の中で摂った。時間も惜しかったが、なにより敵軍に見つかる前に目的地に到着したかったのだ。これ以上舟では進めないという地点に到着したのは、出発してからちょうど一昼夜経過した時分のことだった。

			　カヌーの底に接触するほど、水深が浅くなったのだ。舟に乗ったままでは、これ以上の前進はできない。

			「ここからは、歩きか」

			　カヌーは、これまでのところ、ハザマの体感で時速八十キロから百キロ以上の速度でバタス川を遡(さかのぼ)ってきた。何度かの休憩を挟んでそれが丸一昼夜続いたのだから、野営地からはもうかなり距離を空けていると見てよい。

			「歩きの方が、いっそありがたい」

			　そういったのは、ひどい船酔いに悩まされていたガグラダ族のアジャスであった。

			「ああ。やはり地面の上に足を着けていないと、生きた心地がしねえな」

			「じゃあ、帰りはお前だけ歩いて帰るか？」

			　ハザマは、そういう。完全にからかう口調だ。

			「歩いて、って……あの野営地までか？　この舟、どうみたって馬よりも速かったぞ」

			「その馬よりも速い舟で、一昼夜かかった行程だ。しかも、道もない森の中を抜けるか、川を泳いで下るか」

			「冗談じゃない！」

			　アジャスは、ハザマの提案を即座に拒否する。

			「なら、カヌーは川から引き上げて、多少は安全な場所に隠しておこうな」

			「お、おう」

			　アジャスは、素直に頷いた。全員で、舟の上に載せていた荷物を岸の上に運んだ。

			　多少大きくても革張りのカヌーだ。数人で手をかければ、軽く持ち運びができる。

			「で、安全な場所ってどこよ？　あんのか？　こんな人外魔境に？」

			「そうだな。木の上にでも持ち上げておくか」

			　ハザマが、軽く答える。

			「そうですね。適当な枝と枝の間に、船体を渡して……」

			　リンザも、軽く頷く。

			「綱で固定しておけば、獣に荒らされることもないでしょう」

			　トエスがそんなことをいいながら、すぐに手近の木に手をかけ、なれた手つきで登りはじめる。イリーナも無言で、別の木に登りはじめた。

			「お、おい。お前ら」

			　アジャスだけが、戸惑った様子で周囲を見渡している。

			「都合がよさそうな枝ぶりを見つけたら、綱を降ろせよ」

			　ハザマが、上に声をかけた。

			「もう、見つけた」

			　イリーナの声がして、すぐに綱が降りてくる。

			「その先に、舟をくくりつけてくれ」

			「はいよ」

			　ハザマが、手早くカヌーに綱を結んでいく。

			「こっちにもお願いします」

			　今度は、トエスの声とともに綱が降りてきた。リンザが無言のまま別のカヌーに綱を結んでいく。

			「こっちは終わった」

			　ハザマが、イリーナに声をかけた。

			「それでは、こっちの端を引いてくれ」

			　イリーナの声とともに、綱の一端が降りてくる。

			「ほいよ。はい、男衆。見ているばかりでなく、こいつを引くのを手伝ってくれ」

			「お、おう」

			　ブシェラムヒが、綱を手に取る。

			「これを引けばいいのですか？」

			　ガズリムも、綱を手にした。

			「そ。こいつを引けば、舟が持ち上がっていくから。そんなに重いものでもないし、二人で引けば十分だろ」

			「こっちもお願いしまーす」

			　今度は、トエスの声が聞こえた。

			「おう。順番にやるから、少し待ってろ」

			　ハザマが答えて、その綱はアジャスとルゥ・フェイに任せる。手の空いたリンザが、綱を持って別の木に登りはじめていた。

			　荷物を背(はい)嚢(のう)にまとめ、全員で背負って行進を続ける。

			「洞窟衆ってのは、みんな木に登れるのか？」

			　ハザマにそう訊ねてきたのは、ブシェラムヒである。

			「別に、全員が全員ってわけでもないと思うが。うちにはエルフの鬼教官がいるからなあ。その人に教えられた人は、一通り、森の利用法を叩き込まれる」

			「そうか。エルフがいたんだよな、洞窟衆には」

			　ブシェラムヒは、感慨深げに頷いていた。

			「それよりも、本当にこちらの方角で間違いはないのですか？」

			　そう声をかけてきたのは、ガズリムだった。

			「間違いない。水妖たちもそういっているし、バジルもこっちにうまそうなやつがいるといっている」

			　ハザマたちは今、小川を歩いていた。水深は、ハザマの膝くらいまで。軽い傾斜になっており、ハザマたちは上流の方角に進んでいた。バタス川の支流、いや、源流のひとつなのだろう。

			「ここまではなんの邪魔も入らなかったな」

			　アジャスが、そんなことをいいだした。

			「山岳民の領地とはいえ、戦場になるような場所でもなさそうだしな」

			　というより、思いっきり山の中に入り込んでしまっている。戦場はおろか、人里からも遠く隔たった場所に違いない。人の気配というものが、周辺に一切感じられなかった。

			「楽に進めるのなら、それに越したことはありません」

			　身も蓋もない意見を述べたのは、イリーナである。

			「同感」

			　ハザマは頷きかけ、

			「とも、いってられないか」

			　と、続ける。

			　ボタボタと、巨大な物体がいくつも落下してきた。

			「な、なんだ！　これは？」

			　ブシェラムヒが、絶句している。

			「おれたちは、木登りワニと呼んでいる。こいつの肉、結構うまいんだよな」

			　もちろん、気配を感じたバジルが動きを止めて、落下させたのだ。

			「捌いて食事にしますか？」

			　リンザが、こともなげにそんなことをいいだす。

			「そうだな。ここしばらく、まずいパンばかりが続いたから、ひさびさに肉を食うか。あ。捌くのは、一匹だけにしておけ。残りはそのままバジルの餌にする」

			「わかってます」

			　リンザとトエスが手分けして一匹のワニを解体しはじめ、イリーナは岸辺の適当な場所の草を払い、火を熾しはじめる。ハザマは、バジルの胴体を掴んで適当なワニの方に放った。

			　

			　パチパチとはぜる火を囲んでの食事となった。

			「確かにいけるな、この肉」

			「だろう」

			　ブシェラムヒとハザマは、そんな会話をはじめる。

			「おれの国には、腹が減っては戦ができぬという至言がある。メシは重要だ。超重要だ」

			「なにをするにしても、生きていればこそ、ですか」

			　ガズリムも、素直に感心していた。

			「真理といえば、真理ですね。少々、直截的に過ぎる気もしますが」

			「しかし、このワニがこんなところにいるとはなあ。ひょっとして、この前の大発生も、ルシアナってやつが仕込んだのか？」

			「大発生、ですか？」

			　ガズリムが、問い返してきた。

			「このワニが？」

			「ああ。いくつかの村が、こいつの大群に飲み込まれた」

			「そういえば、そんな報告もあったな」

			　ブシェラムヒが、補足してくれる。

			「戦に出立する間際に受け取ったので、詳細を確かめる余裕はなかったが」

			「最終的にどれだけの被害が出たのか知らないが、こんなのが何百何千と森の中を進んで来てみろ。普通の開拓村なんてあっという間に飲み込まれちまう」

			「違いない」

			　ガズリムが、心なしか顔色をなくして頷いた。

			「貴殿らは、その場に居合わせたのか？」

			「居合わせたというよりは、止めた。バジルの能力にかかれば、対処するのに困る相手でもなかったしな」

			「止めた」

			「止めた」

			　あっさりと言い放ったハザマに対して、アジャスとブシェラムヒが、声を揃えて絶句する。

			「だって、目の前で村ひとつが滅ぼされかけていたんだぞ？　そのまま眺めているだけでは、寝覚めが悪いだろ」

			　アジャスとブシェラムヒは、微妙な顔つきになった。

			　その上で、

			「おお」

			　とか、

			「ああ」

			　とか、明(めい)瞭(りよう)ではない呻き声を発する。

			「おい、ハザマさんよう」

			　そう声をかけてきたのは、軍属魔法使いのゼスチャラである。

			「せっかく陸にあがって腹も膨れたんだ。ここいらで、せめて一晩くらいはゆっくりと寝かせてくれないか？」

			　この中で一番体力がないのは、間違いなくこのゼスチャラであろう。

			「んー」

			　ハザマは、言葉を濁しながらエルシムの顔色を窺う。エルシムがわずかに頷いたように見えたので、

			「ここまで来れば、これ以上急いでもあまり変わらないか」

			　と言い、夜明けまで交代で眠ることにした。

			　

			『それで、どう思います？』

			　心話で、ハザマはエルシムに問いかける。

			『周囲には、それとわかるほどの警戒網は張られていないな。こちらに気取られないほど、巧妙に偽装されていれば話は別だが』

			　エルフたちが使い魔を使役する際には、使役者と使役される対象との間には、なんらかの繋がりができる。

			　並の術者なら、その痕跡を隠すことは、まず不可能だった。

			　つまり、この近くを「蠱術のルシアナ」が探っている気配は感じ取れなかった。

			『エルシムさんでも見破られないとすれば、心配するだけ無駄でしょう』

			『そういって貰えると、気が楽になるのだがな』

			　ハザマの言葉に気をよくした……わけではなく、今後なにかあったとしてもハザマの判断ミスになる、という意味である。

			『それで、エルシムさん』

			　ハザマは、本題を切り出す。

			『どう思います？　その、ルシアナってやつのこと』

			『正直にいえば、今回の件ではじめて名を聞いた。われらエルフは、そもそもヒト族とはあまり交わらない。山岳民どころか王国内の事情にも、そうとうに疎(うと)い』

			　長年にわたって戦場を渡り歩いてきたファンタルなどは、「はぐれエルフ」の異名が示す通り、例外中の例外なのだろう。

			『その実力とかは？』

			『今までに耳にした内容を総合すると、われわれの使い魔とは別のアプローチで、動物や、場合によってはヒトを操るのに長けた術者であるようだな』

			『そんなことが、できるものなのですか？』

			『現に、水妖だの、木登りワニだのをこちらにけしかけているではないか。前者は洗脳に近い形で、後者はどうも大量に繁殖させた上でなんらかの方法で大移動させたようだが』

			『どっちにしても、随分とエゲツないやり口のような』

			『エゲツないというより、後先を考えないやり口だな。どちらも失敗する公算が大きい方法だ。そんな不確実な方法をあえて実践しようという輩(やから)だから、性根の部分が相当にイカレていると見て間違いはなかろう』

			『なるほど。保身には、あまり関心がないタイプなのか』

			『術者としての能力もさることながら……怖いものだぞ。その手の、潜在的にみずからの破滅を願っている輩(やから)の相手をするのは。常に、こちらの予測を外した対応をしてくるからな』

			『常識が通用しない、っと』

			『ま、お前様にはぴったりな相手であると、いえんこともないがな』

			　

			　そのままその場で一夜を過ごし、ハザマは落ちてきた木登りワニをきれいに骨にしたバジルを拾いあげてから、全員に出発の準備を整えるように告げた。全員で火を消し、背(はい)嚢(のう)を背負う。ワニの薫(くん)製(せい)肉も荷物に加わったが、持参したパンもそれなりに消費していたし、うまい食料である荷物が増えても誰も文句をいうことはなかった。

			　それから、さらに丸一日、渓流を歩き続けた。他に道らしい道もなく、水妖たちの案内に従えば川の中を歩くのが一番手っ取り早いのだから仕方がない。時おり、一行を襲おうと飛びかかってくる野生動物がいないこともなかったが、それらはすべてバジルによって動きを封じられて無力化される。ちょうど休憩したい頃合いに来れば、そのままバジルやハザマたちの食糧になった。

			　

			「鍾乳洞、ってやつかな？　中に入る前に、一度ここで夜を明かして、英気を養いますか」

			　ハザマがそういったのは、「この中に、巨大な敵がいる」、という確信があったからだ。

			「おそらく、この中に入ったら、それなりに戦闘が続くと思う」

			「お前様の能力があってもか？」

			　エルシムが、そう訊ねてきた。

			「おれの、じゃなくて、バジルのな」

			　訂正してから、ハザマは言い添えた。

			「蠱術っていうやつが、どうにも気になるんだ。バジルの能力が通用しない相手が出てきても、不思議じゃないような」

			「まぁ、今のうちにゆっくりと休んでおくことには、賛成だな」

			　エルシムは、そう応じてくれた。

			　全員で川岸にあがり、適当な場所を見繕(つくろ)って下生えを刈り取って場所を空け、火を熾(おこ)す。

			　ワニ肉の薫(くん)製(せい)もまだ十分に残っていたし、食事はそれなりに充実したものになった。食事が終わると、それぞれ火の近くに体を横たえる場所を作ることになった。その夜の見張りは、ハザマが志願した。明日以降が本番であるとの意識が強かったし、その前に他の連中を少しでも多く休ませておきたかったのだ。

			　ハザマを除く全員が体を横たえてからしばらく経った時、背後で軽い物音がした。

			「隣、いいですか？」

			　イリーナだった。

			「いいけど。寝ないのか？」

			「あまり、眠くならなくて」

			「十分に疲れていると思うけどな、体は」

			「そうですね、体は。それでも、以前よりはずっと体が軽くなっているのですが」

			　このイリーナも、バジルの影響を受けている一人であった。

			「それで……あれから、少しは男に慣れたか？」

			「多少は。まだ怖いし、近くにいると緊張しますが、以前ほどではありません。それに、今ではたいていの男よりも強くなりました。大勢の人を殺しました。それでも生き続けるわたしって、なんなんでしょう？」

			「そうか」

			　ハザマとしては、とりあえずそういっておくしかない。

			「まあ、よかった。と、いうべきかな。あ、男に慣れてきたことについてだぞ、これは。殺すのとか殺されるのとかいうことは、はっきり言っておれにもよくわからん。だけど、無抵抗のまま殺されてやるよりは、誰かを殺してでも生き続ける方が、ずっと、自然だと思う」

			「これでよかったのか悪かったのか、わたしにもよくわかりません」

			　ハザマのすぐ隣で、イリーナは神妙に頷く。

			「ハザマさん」

			「ん？」

			「この件が終わったら、また試して貰えますか？」

			「試す、って……あ。ひょっとして」

			　以前、ハザマは、このイリーナから「抱いてくれ」と頼まれたことがあった。

			「今度は。前よりは、ましになっていると思いますので」

			「おれは別に構わないけど、無理はしない方がいいぞ」

			　イリーナは、犬頭人たちに襲われた時にトラウマで強度の男性恐怖症になっている。以前も、それが原因でハザマに断られていた。

			「まだ無理かも知れませんけど……もう一度、試してみたいです」

			　イリーナは、頬を上気させ断言した。

			「ハザマさん以外の男と、そういうことをすると想像すると、いまだにぞっとしますし」

			「おれなら、多少はましってわけ？」

			「ぶちまけてしまえば、そういうことです。一方的に利用するようで、心苦しいのですが」

			「心苦しいとか、そういうことを気にする必要はないんだけどな」

			　ハザマは、苦笑いを浮かべた。

			「おれだって、やりたいかやりたくないかっていったら、やりたい方だし」

			　ハザマだって若くて健康な男性である。ここしばらくはなにかと忙しなくて女を抱く余裕もなかったが。

			「それでは、この件が終わって、帰ったら実験におつきあいください」

			　いい終えると、イリーナは素早く立ちあがってたき火から遠ざかっていった。

			「お、おう」

			　ハザマは、その背中に声をかける。

			　さて、イリーナのこれは、単純な好意か、それともそれ以外の感情か。あるいは殺人による罪の意識から、逃避しているだけなのか。

			　

			　一夜明け、ハザマたちはいよいよ鍾乳洞の中に入ることになった。エルシムの魔法で灯りを点して貰い、全員で、それでも薄暗い中に入っていく。

			　足元は、あいかわらず水を湛(たた)えている。

			　今の水深はせいぜいくるぶしにかかるくらいであるが、その程度の水量でも足をとられることには変わりない。それに、始終、湿った空気の中にいなければならないこと自体が不快でもあった。

			　水音をたてながら、一行は暗闇の中を進む。

			　しばらく歩くと、羽音とともになにか黒い固まりがこちらに向かってくる。

			　なにか？

			　と目を凝らすと、魔法の灯りに照らしだされたのは、おびただしい数のコウモリだ。

			　珍しい乱入者に驚いて騒ぎだしたのだろう。

			「落としておくか」

			　ハザマがバジルの能力を解放すると、コウモリの大群が一斉に下方へと落ちはじめる。

			　これらのコウモリがハザマたちの障害になるとも思えなかったが、無駄に視界を遮(さえぎ)って邪魔くさいことこの上ない。

			　ハザマは落ちたコウモリをひとつ拾い上げ、バジルに与えた。

			　

			　先頭を歩くのは、帷子(かたびら)や兜で武装し盾を構えたブシェラムヒとガズリム、そのあとに、レザー製品で身を固めたハザマやリンザ、トエスが続く。ガグラダ族のアジャスとイリーナは、いつでも弓をつがえることができるように身構えながら、ハザマたちのうしろに付いてきていた。最後に、エルシムとゼスチャラ、ルゥ・フェイが続く。エルシムとゼスチャラは、大物に遭遇した時に呪文を詠唱する必要があるため、前列に守られる配置となっている。

			　老人であるルゥ・フェイには、最初から誰も戦力としての期待をしていない。

			「暗いな」

			　ぽつりと、ブシェラムヒが呟いた。

			　エルシムの魔法によって灯りは点されているのだが、そんな頼りのない照明ではあまり遠くまでは見通すことができない。

			　しばらく、水音を含んだ十人分の足音が鍾乳洞に響いていた。

			　

			「……ふんっ！」

			　気合いを入れて、ブシェラムヒが両刃の剣をふるう。全長二メートルほどのサンショウウオに似たなにかが、脳(のう)髄(ずい)を断ち割られて絶命した。

			「散発的に、野生動物に遭遇するな」

			　なにかの毛皮で剣を拭いながら、誰にともなくブシェラムヒが呟く。

			「その野生動物とやらが、どうもルシアナってやつの配下なようでして」

			　ハザマが、説明しだした。

			「少なくとも、水妖の操作者はそういっています。ルシアナってのは、普段から他人をあまり近寄らせないらしい。そのかわり、そこいらにいる動物を手懐けて身辺を守らせているとか」

			「それで、蠱術のルシアナか」

			　抜き身の剣を構えたまま、ガズリムはいった。

			「陣頭に立とうとせず、こそこそ逃げ隠れする一方なのは気にくわんな。ところで、ブシェラムヒ卿。その毛皮は」

			「気づいたか。これは、モグラの毛皮だ。どうした加減か、古来より剣についた血糊を拭うのには、これが最上とされている」

			「ははぁ。そうした話を耳にしたことはありますが、実際にモグラの毛皮を持ち歩いている人にははじめてお目にかかりました」

			　当然のことながら、ただそれだけのためにモグラなどという極めて捕まえにくい動物を狩る人間が、そんなに大勢いるとも思えない。ガズリムは、半ば以上、呆れているようだった。

			「大貴族の家などに生まれつくと、なにかと贈られる物が多くてな。下手に持て余すよりは実地に使ってやる方が、いくらかはマシというものだろう」

			「貧乏貴族のさらに妾(しよう)腹(ふく)の子である小官には、どうにも理解できかねますな」

			　そういってガズリムは、軽く肩を竦める。

			　

			　鍾乳洞に入ってから、数時間が経過していた。

			　その間、一行はたまに野生動物に襲われること以外、大きな刺激がない時間を過ごしている。たいていの敵は前衛のブシェラムヒやガズリムだけで片づけられた。

			　たまに、アジャスやイリーナが手を貸すくらいか。

			　とにかく、この時点までは前途に大きな妨害はなされていない。

			「しかし、まだ着かんのか。その、ルシアナとやらの居場所には」

			「水妖の速度で移動すれば、あっという間ということなんですがね」

			　面白くなさそうな顔をして、ハザマが答えた。

			「舟が使えない以上、二本の足でてくてく歩いていく以外に方法がありませんやね」

			　歩いていれば、いずれ目的地に着くだろう、というわけである。

			「その、水妖の使い手が裏切っているという可能性は？」

			　今度はガズリムが、ハザマに対して問いかけてきた。

			「今さらですな」

			　ハザマは、苦笑いを浮かべる。

			「そういう質問をするのなら、出発する前にしてくれるべきでした。水妖の操作者たちがこちらをハメているか、いないのか。これを判断する根拠を、おれは持っていません。だけど、せっかくここまで来たんだから、もう最後までいってみるしかないでしょう。罠(わな)なら罠(わな)で、収穫はあると思います」

			「少なくとも、この近辺にそのルシアナとやらがいないということは確定するわけか」

			　ガズリムは、ハザマの言葉をそのように理解した。

			「それと、おれたちを本気でハメるつもりなら、もっと用意周到に大軍を手配して出迎えてくれるでしょうし」

			　ハザマは、そう説明する。

			「そうなったらそうなったで、片っ端から倒していくだけなんですけどね」

			　なにしろこちらには、バジルの能力に加えて強力な攻撃力を持つ魔法使いが二人もいる。わずか十名とはいえ、たいていのことには対応できるはずだった。

			「本当に、そうだといいのだがな」

			　ガズリムが、小さな声で呟く。

			　

			　ハザマは、水妖ならびにその操作者たちを、その「水を操る能力」こそ評価していたものの、それ以外の判断能力などについては最低であると断じていた。

			　総合的に考えて、水妖の操作者たちを「実戦レベルでは多少危なっかしくて、とてもではないがなにかをしてくれと頼む気にはなれない」と結論したのだ。だからハザマは、水妖たちには道案内以上の仕事は期待していなかった。

			　そうしたハザマたち一行と水妖たちとのやや距離がある関係も、そう長くは続かなかった。

			　気づけば、ハザマたちは大勢の獣たちに囲まれていた。

			　

			　地を這うものがいた。空を飛ぶものがいた。四つ足のものがいた。二本足で立つものがいた。

			　体表が毛皮で覆われたものがいた。鱗(うろこ)で覆われたものもいた。

			　とにかく、何百という数の、大きさも形も様々な獣たちに、ハザマたちは取り囲まれていた。

			　もともと、光源に乏しい鍾乳洞の中を歩いてきた上、水妖たちの案内を当てにして歩く方角を決定してきている。

			「魔法を使える人たちは、頼みますよ！」

			　ハザマが、短く叫ぶ。

			　いわれるまでもなく、エルシムとゼスチャラは呪文を詠唱しはじめている。

			「こりゃ……矢の数が、全然足りやしねえや」

			　そうぼやいたのは、ガグラダ族のアジャスだった。

			「だったら、手足か武器で直接殴るしかない」

			　吐き捨てるような口調で、イリーナが言葉を発する。

			「どのみち、近場のはハザマさんが動きを止めると思いますけど」

			　誰かが合図をするまでもなく、エルシムとゼスチャラを除く全員が、それぞれの武器を手にして周囲の獣たちに躍りかかった。バジルの能力によって、近場の敵はすべて動きを止めている。こうした光景は、これまでの道中で何度もあった。したがって、皆反撃を受ける心配もせず、渾身の力を込めて、武器を振るう。

			　一方的な蹂(じゆう)躙(りん)になった。

			「敵が多すぎるぞ、これは」

			　エルシムが魔法で出した光が届く距離に、ぎっしりと獣が集まってきていた。視界に確認できる範囲内には、なんらかの動物がいる状態だ。

			　わずか十名で、このすべてを始末するとなると……たとえ無抵抗であったとしても、かなり骨が折れそうだった。

			　ハザマが心中でそんな弱音を吐いた時、不意に、異変が起こった。

			　

			　浅く足元にあった水が鎌首をもたげ、瞬時に縄状に伸びたかと思うと……ぶん、と風音をたてて一閃した。縄状の水が通過したあとに、体のそこここを無造作に断ち切られた獣の群が、どうっと倒れる。

			　鉄臭い血の匂いが、鼻腔に届く。

			　バジルの能力の効果範囲外にいた獣たちが、恐慌を来して吠えはじめた。

			　たった今、絶命した獣たちの体液まで吸い上げて、綱状になった水が、さらにうねる。動く。

			　ひゅん、ひゅん、ひゅん……と、うねるたびに、鮮血があがる。

			「……いくらなんでも、一方的すぎるんじゃねーのか、これは……」

			　ガグラダ族のアジャスが、鼻白んだ表情になった。

			「なあ、ハザマさんよう。こいつは、あんたが命じてやらせているのか？」

			「いいや」

			　ハザマは、憮然として答えた。

			「水妖たちが、勝手に動いている」

			「上等だ。てことは……やつらにしてみれば、おれたち全員をこの場で始末するのも造作ないってこったな」

			　ハザマたちがそんなやり取りをしている間にも、水妖たちは水を操って周囲の獣たちを一掃していた。文字通り、一掃。悲鳴をあげて逃げまどうものも含めて、すべて。

			　全滅させるまで、さほど時間を要しなかった。

			　

			「おい、水妖たち。こいつは、なんの真似だ」

			　すべてが終わり、しんと静まりかえった中、ハザマは水妖とその向こうに存在するはずの操作者たちに語りかける。

			　だって。

			　これをやりたかったんでしょ？

			　手伝っただけ。

			「些細な手助けをしただけ」

			　というニュアンスが、その思考には込められている。

			　確かに、水妖とその操作者たちにしてみれば……これくらいのことは、些(さ)事(じ)にすぎないのだろう。

			　朝飯前どころではない。やつらにとってはこの殺(さつ)戮(りく)も、足元に転がってきたボールを軽く投げ返した、程度の気安さでしかないのだ。

			　ハザマたちにやらせておいてもいいのだが、自分たちならもっと簡単にやれる。だから、ちょっと手を貸しただけ。

			　水妖の能力からすれば、せいぜい、その程度のことでしかないのだ。

			　少し、目算が違ったかなと、ハザマは思う。

			　水妖にバジルの能力が通用したから、所詮はその程度のものだと見くびっていた。

			　水がある場所でしか使用できない、という制限があるとはいえ、これほどの強力な能力を持つ水妖を製造し、操っていた者と直接対決する。そういう自分の目論見は、果たして、正しかったのか。

			　今さらいっても、はじまらんか。

			　ハザマは、すぐにその不吉な想念を振り払う。とりあえず、水妖たちは、バジルの能力で無力化することができるのだ。

			　死体の山を後にして、ハザマたちはさらに進む。

			　蠱術のルシアナとやらが本格的に動き出す前に、本人の下にたどり着きたかった。

			「もう、だいぶ、近づいているな」

			　確認するように、ハザマが呟く。

			　近い。

			　すぐ。

			　もう着く。

			　水妖使いたちの思考が届く。ハザマの脳裏に感じていたバジルの直感と、同じ結論だった。

			　敵の大元、おそらくは「蠱術のルシアナ」のものと思える巨大な存在感が、すぐそこにまで迫っていた。あの巨大な猪首人や馬に乗ったヴァンクレスと間近に対峙した時の何倍もの圧迫感を、今のハザマは感じている。

			　これほどの存在感を発するものが、「蠱術のルシアナ」以外にあるとも思えなかった。

			　

			　不意に視界が開け、そこに、女が一人、立っていた。

		

	
		
			　

			第八話　ルシアナの正体

			　

			「ようこそ、冥府の入り口へ」

			　女が、口を開く。

			「そろいも揃って……遠路はるばる、わざわざ、わが贄になりにくるとは……」

			　くふ。

			　くふ。くふ。くふ。

			　と、女が、笑いはじめた。

			「あんたが……蠱術のルシアナか？」

			　ハザマが、確認をする。

			　今の光源だけでは全貌が見渡せない、随分と広い空間であるようだった。

			「そうね、ルシアナ」

			　くふ、くふ、くふ、と、女が笑う。

			「そのような名で呼ばれることが、多い。あなたは、だあれ？」

			「ハザマ・シゲル。よそ者だ」

			「よそ者？　異邦人、か。そうか、なるほど。トカゲが、わざわざ喚んだのか」

			　くふ、くふ、くふ、と、笑いを含ませながら、女の声が告げる。

			「なんの話だ？」

			　ハザマは、軽く眉根を寄せた。

			「ともかく、おれはここへ、あんたをぶっ飛ばしにきた。あんたのやり口は、どうにも気にくわない」

			「あらあら、まあまあ」

			　ふふふふふふふふ、と、女はしばらく笑い声をあげた。

			「自力でここまで来たと、そんな風に思いこんでいるわけ？　実際にはぜんぜん、そんなことはないんだけどね」

			　笑い声をあげながら、女はルゥ・フェイを指さした。

			「例えば、そこのお爺さん。大昔に自力で抜け出したと信じ込んでいるけど、本当はある人物をここに連れてくるように深い暗示をかけた上で、わざと解放したんだけどね」

			「嘘だ！」

			　ルゥ・フェイが、叫ぶ。

			「第一……そいつは、わしが知るルシアナではない！　まったくの別人だ！」

			　あはははははは、と、女は笑った。

			「まだまだ、あるのよ。そこの男」

			　今度は、女はガズリムを指さす。

			「二十年か三十年くらい前に、やはり深い暗示をかけて放り出した女がいた。そいつ、平地民の貴族に見初められたって話で。何年かしてからお手つきになって懐妊したから、正室たちを追い落とすいい方法を教えてくださいって便りが来て。そんで、そちらの貴族にもちょうど手(て)蔓(づる)が欲しかったところだから、絶対にばれない毒薬を贈ってやったんだけど。あんた、目元がその時の女にそっくりだねー」

			「貴様！」

			　ガズリムが、叫ぶ。

			「いうに事欠いて、わが母を愚弄するのか！」

			　あははははははー、と、女は笑い声をあげる。

			「愚弄？　本当に愚弄なの？　貴族の妾の一人でしかなかったあなたのお母様。他の正室側女をさしおいて、世継ぎの母になったのが、本当に偶然だとでも？　あれほどいたあなたの腹違いの兄弟たちは、今、一体どこにいらっしゃるの？」

			　おほほほほほほ、と、女は喉を仰け反らして嘲笑した。

			　

			「気をつけろ、ハザマ」

			　女がルゥ・フェイやガズリムを挑発している隙に、エルシムが、小声でハザマに話しかける。

			「あの女、どうも、様子がおかしい」

			「あの女がおかしいのは、見てればわかる」

			「そういうことではなくてな。どうにも、しっくりと来ない」

			「しっくりと来ない？」

			「あれのすぐ近くに、なにやらひどく禍々しい気配を感じるのだが……あの女自体は、たいした相手ではない。ごく普通のヒト族の位階だ」

			「ひどく禍々しい気配とかいうやつの、位階は？」

			「ものすごく、高い。これまでに出会った誰よりも、高い位階だ」

			「……いつでもぶっ放せるよう、呪文を詠唱しておけ」

			　早口でそんな会話をしてから、ハザマは軽く顔をしかめた。どうにも、理解できない。エルシムが指摘したこともだが、それ以上に、この期におよんであの女が無駄話を長々と続けている理由が、だ。

			　助けが来るのを待っているのか、とも思いかけたが、よくよく考えてみれば、ここにバジルがいる以上、仮に増援が来たとしても、状況に大きな変化はない。あの女が、エルシムの見立てが正しく「普通のヒト」であるというのなら、おそらくはバジルの能力も有効なはずであった。

			　ならば、おれが仕掛けて様子を見てみるか、と、ハザマは決断する。

			　ハザマは、何歩か前に進み、今にも女に飛びかからんばかりに身を乗り出しているルゥ・フェイとガズリムを、手で制する。

			　そして、そのまま歩調を変えることなく進み続けた。

			『動きがあったら、禍々しい気配とやらに魔法をぶち込め』

			　心話で、エルシムにそう指示を出す。

			『了解した。ゼスチャラにも、そうさせる』

			　呪文を詠唱しながら、エルシムは即座に応じる。

			『イリーナ、リンザ、トエスは魔法使いたちの護衛を頼む』

			　そう伝えておけば、残りの連中は各自の判断で勝手に動いてくれるだろう。

			「あらあら、異邦人のハザマさん。今度はなんのご用かしら？」

			　近寄ってくるハザマに向かって、その女は、からかうような口調でそういった。

			「あんたが何者かは知らないが、尻の一つもぶっ叩きたくなってな」

			　ハザマは、平静な口調を崩さずにそう答える。

			「あら、怖い」

			　んふふふふふ、と、女は笑う。

			「でも……ここまで、たどり着けるかしらぁ？」

			　ハザマの目測によれば、ハザマの位置から女までの距離は、三十メートルもない。一気に距離を詰めてもいいのだが、この暗さではどんな罠(わな)があるのか見分けがつかないから、ここは慎重に動くことにする。

			「そこまで行くのは、別に問題ないと思いますけど……ねっ！」

			　ぞく、っと背筋に走った悪寒を信じて、ハザマはその場で横に転げた。ハザマの肩に乗っていたバジルが、必死に服の生地に爪を立てる。

			　ついさっきまでハザマが占めていた空間に、真上から、なにか細長い物体がものすごい勢いで降ってきた。

			「〝みこみこびぃぃぃぃぃむっ！〟」

			　その物体に向かって、詠唱を終えたエルシムの攻撃魔法が突き刺さる。

			　エルシムが放った光条は、その細長い物体を貫き、途中から分散した。

			「上だ！」

			　ブシェラムヒが、叫んだ。

			「なにかデカいのが、上に張り付いているぞ！」

			「うひゃぁあっ！」

			　情けない声を張りあげながら、やはり詠唱を完了したゼスチャラが、火球をその上に向かって放る。火球に照らされて、そいつの全貌がはじめてあきらかになった。

			「……大蜘蛛……かよ」

			　ガグラダ族のアジャスが、呆然と呟く。呆れ半分、感心半分といった心境なのだろう。

			　水で濡れる地面を転がったハザマも、首を起こして上を見上げる。

			　そこに、全長が三十メートルはあるだろうという大蜘蛛が、張りついていた。蜘蛛の大きさを測る時、どこからどこまでを計測して「全長」というのか、ハザマは知らなかったのだが、脚の長さだけでも十メートル以上あり、胴体や頭部もそれに相応しい大きさである。

			　その途方もない大きさに、ハザマはしばらくポカンと口を開いてしまった。

			　なにより、胴体だけを見ても、元いた世界の二トントラック、こちらの世界でいうならば、ちょいとした小屋よりも大きい。

			　そんな巨大な胴体から、細長い脚が八本も伸びている。

			　一見すると空中に浮かんでいるようにも見えたが、よくよく見ると、白い糸が幾筋も空中に巡らされていて、そこを足場にしているようだった。こんな巨体がハザマたちからみて上空に浮かんでいられるのだから、周囲が暗いせいで今まで気づかなかっただけで、この空間もかなり広大な場所なのだろう。

			　ゼスチャラが放った火球が大蜘蛛に直撃して、弾ける。体表を少し焦がす程度で、あまり深刻なダメージはなさそうだった。エルシムが放った光条の方は、一本の脚の爪先を確実に焼き切っていたが、視認できる被害はそれぐらいしかないようだった。

			「あー、あー。ばれちゃったぁ」

			　女の声が、けらけらと笑いながら、そんなことをいっていた。

			「その蜘蛛が、ルシアナと呼ばれているものの正体でぇーす！　あたしはぁ……んー。代弁者？　みたいなもんかなぁ。しゃべれないその蜘蛛の代わりに、その蜘蛛と繋がって必要なやり取りをするだけの下っ端でぇーす」

			　女は、笑い続ける。

			「ここにはそのルシアナちゃんだけじゃあなくってぇ、お腹を空かせた眷属たちもいーっぱいいるからねえぇ！　さて、はるばるここまでやってきた皆さんは、果たしてどこまで持ちこたえることができるでしょうかぁっ！」

			　あははははははー、と、女は、さらに笑い声を張りあげた。
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			　大蜘蛛の体表で弾けたゼスチャラの火球が、周囲を照らし出す。地面といわず天井といわず、大量の蜘蛛がひしめき合っていた。小さいものは十センチくらいから、大きいものは差し渡し、一メートル以上のものまで存在する。

			　大小様々な大きさの蜘蛛が、ぎっしりと天井を埋め尽くしていた。

			「どうすんだよ、これぇっ！」

			　アジャスが、悲鳴にも似た叫び声をあげる。

			「いくらなんでも、数が多すぎるだろう！　手持ちの矢を全部使い切っても、このうちのいくらも減らねーぞ！」

			　そういいつつ、自分の得物を引き抜いて構えた。アジャスの得物は、肉厚、片刃の鉈(なた)のような山刀である。

			「ハザマのそばへ集まれ！」

			　ブシェラムヒも、叫んだ。

			「あいつのそばにいれば、少なくとも直接攻撃は避けられる！」

			「当面、そうするより他に方法がないみたいですね」

			　イリーナが、いまだ地面にうずくまっているハザマに素早く近寄り、手を差し出した。

			　ハザマは、差し出されたイリーナの手を掴み、イリーナに引っ張られる形で立ちあがる。

			　そして、叫んだ。

			「危ない！」

			　ぶん、と、音をたててふるわれた、大蜘蛛の脚による一撃……を、すんでのところで、ガズリムが盾で弾く。反動でガズリムは転んだが、大蜘蛛の脚も軌跡を逸らし、本来の目標であったゼスチャラのすぐ横の地面に爪を突きたてる。

			「うひぃっ！」

			　ゼスチャラが、気の抜けた声をあげた。

			「このぉっ！」

			　ぶん、と、風切音をたて、ブシェラムヒがその脚を斬りつける。カン、と、乾いた音をたて、ブシェラムヒの剣は脚の表面で阻まれた。

			「硬い！　刃が入っていかない！」

			「蜘蛛が、空中を、飛んで」

			　槍を振るいながら、トエスがそんなことをいっていた。

			「飛んでいるのではない」

			　エルシムが、指摘する。

			「よく見ろ。細い蜘蛛の糸が、そこここに張ってあるのだ。小さい蜘蛛たちは、それを伝ってこちらに来ている。この場は、丸ごと……とても大きな、蜘蛛の巣だ」

			「おれと魔法使いたちを守る形で円陣を組んで」

			　ようやくこの場の状況を把握したハザマが、そんな指示を出した。

			「味方を守りつつ、着実に敵の数を減らしていく」

			　ダメージディーラーである魔法使い二人と防御の際に要となるハザマ、いいや、バジルを守るのは、当然のことだった。

			「円陣といっても、あの上から来る脚は、どうするよ？」

			　アジャスが、周囲に目を配りつつ、ハザマに訊ねてくる。

			「あれは、ちょいとやそいとじゃ、外せねーぜ」

			　大蜘蛛の脚は、ハザマたちの体と比較すると、大きくて、素早くて、力も強い。確かに、対処がしにくい。

			「受け止められないなら、避けるしかないだろ」

			　ハザマが、答える。

			「そんで、どこからやってくるのかわからない無数の小蜘蛛どもにも注意を払えってか？　そんな神経をすり減らすやり方が、長続きするもんか」

			　このアジャスの意見は、それなりに現実を見据えてきた実感から出た言葉であった。長期戦を覚悟するしかない状況であれば、そこまで考えなければならないのだ。

			「打開策は、別にまた考える」

			　ハザマは、低い声でそう応じる。

			「今は、できるだけこちらの被害を出さないような形で、しばらく持ちこたえてくれ。魔法使い組は、大蜘蛛本体に攻撃を集中。特に、ゼスチャラ。あんた、前に川の水を凍らせていたろ。あの調子で、大蜘蛛を凍らせてみてくれ！　あれが見た目通りのもんなら変温動物、温度の低下に弱いはずだ。他のやつらは、大蜘蛛からの攻撃を警戒しつつ、余裕があったら他の蜘蛛を蹴散らして数を減らしておいてくれ」

			　

			「なんか、大きな蜘蛛が、平気でこっちに近寄ってくるんですけど！」

			　トエスが、悲鳴に近い叫び声をあげた。

			「位階とやらが、バジルより上なんだろうな！」

			　叫び返して、ハザマはトエスの前に出て飛び上がり、そこに張っていた蜘蛛の糸を手で掴む。ベタベタとした感触であったが、ハザマの体重を支えきれずに、蜘蛛の糸が下方にたわんだ。その上にいた蜘蛛たちも、ハザマを目指して近寄ってくる。

			「……おい！」

			　ブシェラムヒが、動揺した声をあげた。

			「こっちには、構うな！」

			　ハザマは、そう声をあげる。

			「そっちは、魔法使いたちを守ってくれ！」

			　いいながら、ハザマは、近寄ってきた蜘蛛の脚を無造作に掴み、渾身の力を込めて、地面に叩きつけた。ハザマが握っていた脚が、根本からちぎれる。その蜘蛛の腹部を、ハザマは、強く踏みつけた。

			　蜘蛛の口から、粘度が高そうな体液がドロリと大量に吹き出す。

			「毒を持っているかもしれねーからな。噛まれるなよ！」

			　いいながら、ハザマは、その蜘蛛を素早く何度も踏みつけた。

			　その背に襲いかかろうと、他の蜘蛛が迫ってくる。

			　背後に近寄ってきた蜘蛛の脚を両手でしっかりと掴み、ハザマは、振り返りざまに別の蜘蛛に叩きつけた。

			　叩きつけられた蜘蛛はひしゃげ、上に乗っていた糸を切断しながら地面に激突する。

			　ハザマはそのまま脚を持った蜘蛛を、二度三度と、もう一体の蜘蛛の体に叩き続けた。

			　どちらの蜘蛛もすぐに原形を留めないほどにひしゃげ、潰れていく。

			「力任せかよ」

			　アジャスが、呆れたような声を出した。

			「まともな戦い方をおぼえる暇もなかったんでな」

			　いいながら、ハザマは、次々と近寄ってくる蜘蛛を力押しで潰していった。

			　

			　ようやく詠唱を終え、エルシムとゼスチャラの攻撃魔法が、大蜘蛛に炸裂した。

			　エルシムが放った光条は、大蜘蛛の脚を何本か根本から切断したのだが。

			「おい！　おれの魔法が、弾かれたぞ！」

			　ゼスチャラが、戸惑った声をあげる。

			「体表に、魔法を弾くような効果があるのか」

			　エルシムが、不機嫌な口調で告げた。

			「そんなことがありえるのか？　それに、あんたの魔法は効いているだろう！」

			　ゼスチャラが、興奮した様子で訊き返す。

			「ヒトとエルフとでは、使用できる魔力量の桁が違うわ！」

			　エルシムが、怒鳴り返した。

			「そんなことより、今焼き切った脚の根本を狙って再度魔法を放て！」

			「くそ！」

			　悪態をつきながら、ゼスチャラは再び呪文を詠唱しはじめた。

			　

			「なんだ、こいつらぁ！」

			　アジャスも、悪態をついていた。

			「矢が突き刺さっても、平気でこっちに向かって来やがる！」

			「相手は虫ですよ、虫！」

			　イリーナが、叫び返した。

			「体の半分が潰れたってしばらくは動き回るような連中です！　矢の一本や二本命中したところで、すぐに動かなくなるわけがないでしょう！」

			「なら、どうすんだよ！」

			「動きたくても動けないようにするまでです！」

			　いいながら、イリーナは剣を抜き、ちょうど近寄ってきた蜘蛛に無造作に近寄る。そのまま、蜘蛛の脚を根本から斬り飛ばした。

			　続いて、残った蜘蛛の胴体に向かって、何度も剣を叩きつける。蜘蛛の脚が何本も飛び散り、体液が周囲に舞った。その蜘蛛の体がおおかた潰れかけたところで、イリーナはその体を強く蹴り飛ばす。

			「おらぁ！」

			　死角からイリーナに近寄ってきた蜘蛛に向けて、アジャスは山刀を振るった。山刀は蜘蛛の頭部に命中、その刃が、頭部を縦二つに分断する。ピクピクと痙攣する蜘蛛の体を、アジャスは無造作に蹴り飛ばした。

			　続けて近寄ってきた蜘蛛の脚を片手で掴み、山刀を首のつけ根に叩き込む。そのまま、山刀をねじり、力任せに蜘蛛の頭部と胴体とを分離させた。

			「動けなくなるまで叩けってこったろう！」

			　アジャスが、叫ぶ。

			「一匹二匹ならともかく……キリがないぞ、こいつらはぁ！」

			　

			『ゼスチャラ！　標的を変更だ！　お主は、周囲の小蜘蛛どもを焼き払え！』

			　口では呪文を詠唱しつつ、エルシムは心話でそう指示する。

			『蜘蛛の数が多すぎる！　ひとまず、小蜘蛛を一掃する！』

			　エルシムは「小蜘蛛」と称していたが、それでも胴体部が一メートル以上はある。あくまで、親玉の「大蜘蛛」と比較して、「小蜘蛛」と呼んでいるのに過ぎない。

			『……おお。わかった』

			　ゼスチャラは心話でそう返答したあと、ちょうど呪文を詠唱し終えた魔法を解き放ち、近寄ってきた「小蜘蛛」たちを焼き払った。

			　実のところ、そういわれた方が、気分的にもぐっと楽になる。威力の大きな魔法を使おうとすれば詠唱時間も長くなる。「小蜘蛛」を相手にするのが前提ならば、詠唱時間も短くて済む。「大蜘蛛」を相手に効果があるのかないのか、実際にやってみなければ確認できない魔法を使うよりは、「小蜘蛛」を相手に、確実に効果があるとわかっている魔法をちまちまと使用する方が、ゼスチャラの性分には合っていた。

			　ゼスチャラは短時間で詠唱を終える魔法を連発して、少し遠い位置にいる小蜘蛛たちを次々と始末していった。至近距離の小蜘蛛たちは他の仲間たちが総出で対応中だったから、下手に手を出すのは憚られた。

			『蜘蛛の前に、周囲の糸を焼き払え！』

			　ゼスチャラの脳裏に、ハザマの声が響きわたる。

			『頭の上から際限なく降ってくるやつを相手にするよりは、地上を這いずり回るやつらだけを相手にする方が、気が楽だ！』

			　蜘蛛たちがこちらへやってくる経路をある程度限定しよう、ということらしかった。

			　

			「ふん！」

			　ブシェラムヒは蜘蛛の頭部めがけて剣を突き出した。

			　剣の切っ先は蜘蛛の口から直進し、そのまま蜘蛛の体を串刺しにする。剣の半ばほどまでが蜘蛛の内部に潜り込んだところで、ブシェラムヒはそのまま蜘蛛の体躯を持ち上げ、力任せに別の蜘蛛に叩きつけた。

			　片手に盾を構えているブシェラムヒは、剣を片手で扱っている。脚の端から端まで勘定すれば、三メートル前後はありそうな蜘蛛を突き刺したままの剣を、軽々と振り回していた。

			「このぉ！」

			　一方で、手近な別の蜘蛛に盾を叩きつけることも忘れない。帷子や盾など、高性能な防具に身を固めているブシェラムヒは、他の連中よりは心理的な余裕が持てた。

			「せいっ！」

			　気合いを入れて、ガズリムが蜘蛛に向かって剣を叩き込む。

			　ブシェラムヒの物ほど高級品ではないものの、ガズリムはそこそこ実用的な装備に身を固めていた。体格がよく膂(りよ)力(りよく)に自信があるブシェラムヒとは違い、ガズリムはもう少し堅実な戦い方をしている。蜘蛛の脚のつけ根を狙い、何度でも剣を振るって解体し、着実に身動きが取れない状態にしていった。

			「せいっ！」

			　ガズリムは、魔法使いに近づいてきた蜘蛛を、また一匹、盾で弾き飛ばした。

			　続いて、二匹目、三匹目も。

			　今は、魔法使いから蜘蛛を遠ざけることを最重視しつつ、多少なりとも余裕がある時を見計らって、一匹でも多くの蜘蛛を片づける。

			「ガズリム卿！　吹っ切れたか！」

			　手を休めないまま、ブシェラムヒが訊ねて来た。

			「今は考えている余裕がありません！　悩むのはあとにしておきます！」

			「いい答えだ！」

			　

			「上！」

			「〝みこみこびぃぃぃぃぃむ〟！」

			　リンザが叫ぶのと、エルシムが魔法を放つのは、ほぼ同時だった。

			　真上から迫ってきた大蜘蛛の脚が高温の光線に触れて炭化、一本の脚の先端部分が焼き切られた形で地面に落ちた。

			「ちっ！　なかなか、本体に直撃できんな！」

			　吐き捨てるように、エルシムがいった。

			　エルシムはそのまま光条を操作して大蜘蛛の下、その周囲を一閃させる。その場にあった糸がまとめて切れ、大蜘蛛の巨大な体躯が、がくんと下がった。

			「お、おい！」

			　ゼスチャラが、呪文の詠唱を中断して悲鳴をあげる。

			「あんなデカいのがこの近くに落ちてきたら」

			「そうすれば、全員で攻撃をしやすくなるな！」

			　エルシムが、吠える。

			「どのみち、このままでは埒があかん！　そうなった方が、いっそ都合がいい！」

			　多少数を減らしたとはいえ、小蜘蛛たちは依然、仲間を包囲してこの場を埋め尽くしている。そのすべてを始末するよりも、あの大蜘蛛を先に沈黙させる方が、まだしも容易い。エルシムは、そう判断していた。

			「なんだよ、その無茶な選択！」

			　ゼスチャラが、絶叫する。

			「つべこべいわずに、お主は魔法を使わぬか！」

			　エルシムも、負けずに叫んだ。

			「お主が気張らぬと、この場も切り抜けられぬぞ！」

			「その通りだ！」

			　意外とすぐ近くで、ハザマの声がした。

			「そのまま、あの大蜘蛛をこちらに誘導してくれ！　直接、引導渡してやる！」

			　ゼスチャラが振り返ると、そこには全身を蜘蛛の体液で濡らしたハザマが立っていた。

			「あはははははははは」

			　どこからか、女の声が聞こえる。

			「甘いな。あの大蜘蛛が、なぜ蠱術のルシアナと呼ばれているのか？　その理由を考えてみた方がいい。あんまりあれに近寄ると、ほら」

			　いつの間にか、ブシェラムヒ、アジャス、それにガズリムが動きを止め、棒立ちになっていた。

			「……ルシアナの蠱術に、絡め取られちゃうぞ！」

			　三人は、それぞれの得物を構え直し、体の向きを変えてエルシムやゼスチャラに向かって来た。

			「洗脳、いや、魅了か！」

			　ハザマが、叫ぶ。

			　任意の相手を強制的に味方にして従わせる。ファンタジー系のゲームでいう、「チャーム」的な能力なのだろう。

			　ハザマは叫ぶのと同時に、バジルの能力を三人に向けて解放し、一時的に動きを封じる。

			　それで直接的な被害を受けることは避けられるにせよ、動きを止めた三人分の戦力が実質的に無効化されたことになる。

			　今の状況下では、その影響はかなり大きかった。三人分、味方の手数が減り、同時に、守らねばならない人数が増えたのだ。ハザマたちの側が実質的に大きく削減されたことによって、それまでどうにか拮抗していた戦力比は、敵側に大きく傾いた。

			　ハザマたちを包囲していた小蜘蛛たちが活気づき、押し寄せてくる。エルシムやゼスチャラが交互に魔法を使用して、一時的にかなりの数を沈黙させるのだが、それでも小蜘蛛たちの勢いは衰えることはなかった。

			　どこからともなく、際限なく湧いてくる蜘蛛の軍団。

			　それに対処するだけでも、十分に神経をすり減らされるというのに。

			「……危ない！」

			　トエスが小柄なエルシムの体を突き飛ばし、その立ち位置を強制的に変更する。さっきまでエルシムがいた場所に、太い丸太のような大蜘蛛の脚がものすごい勢いで降ってきて、その爪先が地面に突き刺さった。

			　その衝撃で、エルシムは詠唱していた呪文を強制的に中断させられている。

			「このぉっ！」

			　イリーナが素早く大蜘蛛の脚に剣による一撃を敢行するのだが……。

			　ギン、という金属音にも似た音を響かせるばかりで、むなしく弾き返された。

			「こんなやつに、やつらに、どうやって対抗しようっていうんだよ」

			　詠唱していた呪文を中断し、ゼスチャラが力なく呟く。

			「この程度で諦めるな、馬鹿！」

			　叫んで、ハザマはエルシムの魔法によって切断された大蜘蛛の脚に取りついた。

			「突破口なら、これから無理にこじ開けてやる！」

			　ハザマはその腕に、エルシムの魔法によって焼き切られた大蜘蛛の脚先を抱えていた。

			　丸太のような大蜘蛛の脚を抱えたハザマは、それを振り回して近場の小蜘蛛たちを弾き飛ばす。

			　とどめを刺すよりも、まずは近場から追い出す方を優先させた。

			『こいつら、なんでバジルの能力の影響を受けていないんだ？』

			　心話で、ハザマがエルシムに問いかける。

			『それと、おれたちがあの大蜘蛛の影響を受けていないのは？』

			『バジルの影響を受けていない蜘蛛がいるのは、その蜘蛛の位階がバジルの位階よりも高いからであろう』

			　エルシムが、早口に説明してくれる。

			『その証拠に、近場にいるもっと小さめの蜘蛛は、ちゃんと硬直化しておる。それから、ブシェラムヒらが大蜘蛛の影響を受け、われらが免れていることについてだが、これも推測になるが、おそらくはわれらは、すでにバジルの影響化にあるからではないかと』

			　後半は、随分と歯切れが悪い。

			　バジルの能力については、エルシムも推測でしか語れないようだった。

			『おれたち洞窟衆の場合はそれでよしとしても』

			　ハザマは、重ねて問いかける。

			『ゼスチャラのおっさんが平気なのは？』

			『やつは、魔法使いだからな。ヒト族にしては保有魔力量も多い方であるから、ある程度の耐性があるのであろう』

			『レベル差と、魔力抵抗値のおかげってわけか』

			　心話でそんな問答をしている間にも、ハザマは大蜘蛛の脚を近くにいる小蜘蛛たちに叩きつけ続けている。幸い、身体能力がかなり強化されているので、今のところ疲労は感じていない。

			　

			「……ちょっと、お借りしますね」

			　イリーナは不動となったブシェラムヒに声をかけ、その手に握っていた剣を取り、二、三度振るってみた。

			「うん。いい重さだ。いや、もうちょい重くてもいいか」

			　ぶつくさいいながら、イリーナはブシェラムヒの剣を構える。

			「イリーナさん、自分のは？」

			　リンザが、問いかけてきた。

			「あれは、軽すぎてな。こいつらのような、重くて硬い連中に使うには不向きだ」

			　小蜘蛛……とはいっても、あの大蜘蛛と比較すれば小さい、というだけであって、イリーナやリンザたちと比較すれば、十分に大きい。

			　重量的にもあちらの方がずっと重いし、なにより、硬い外殻に覆われている。剣や槍などを叩きつけても、弾かれるばかりであまり効果はないようだった。

			「でも、やりようはありますよ」

			　そう口を挟んできたのは、トエスだった。

			「武器だけで戦おうとするから、無理に思えるのであって……せいっ！」

			　トエスは、気合いを入れて小蜘蛛の体に槍を突き入れる。トエスの槍の穂先が小蜘蛛の胴体部に刺さった。それでもトエスは、さらに槍を突き出す。穂先だけではなく、槍の柄の部分までが、小蜘蛛の体内に飲まれていった。

			「こうしてやれば、重量不足も、解消できますし」

			　言いながら、トエスは、小蜘蛛が刺さったままの槍を構えなおし、無造作に持ち上げた。トエスの体よりも大きな小蜘蛛は、槍が刺さったままじたばたと脚を動かす。もちろん、トエスはそんな小蜘蛛の都合には頓着をしない。

			「こうすれば！」

			　トエスは、小蜘蛛が刺さったままの槍を、別の小蜘蛛に叩きつけた。ぐしゃり、と、二体の小蜘蛛の体が、衝撃に耐えきれずに潰れる。

			「武器の重量の問題も、解決できます」

			「それ、槍が傷まない？」

			　イリーナが、冷静につっこみをいれた。

			「こんなもん、しょせん消耗品です」

			　トエスは、きっぱりといいきる。

			　

			「方法は、どうでもいいんですが……」

			　迫り来る小蜘蛛の脚を回避しつつ本体に接近、頭部の根本に剣先を突き刺し、足で小蜘蛛の胴体を踏んで固定、そのまま小蜘蛛の頭を素早くねじ斬る。脚による攻撃をまともに受ければ、体重の軽いリンザなどは、それだけでもかなり遠くまで吹き飛ばされる。だから、相手の攻撃を避けつつ、こちらに有利な間合いにまで近づくしかなかった。

			　おまけに、毒を持っている可能性もあるから、蜘蛛の口にも近寄れない。

			　脚による攻撃や体当たりが避けきれないと判断すれば、相手の体のどこかを掴んで無理にでも投げ飛ばした。ハザマと同じく、いや、それ以上に武術の経験に乏しいリンザではあったが、身体能力自体は格段に向上している。

			　落ち着いて対処すれば、小蜘蛛程度ならば、なんとか相手にすることができる。

			「意外と、いけますね」

			　というのが、実感だった。

			　体の動きが、以前とはまるで違う。期間こそ短かったものの、ファンタルにしごかれたせいもある。が、それ以上に、バジルの影響は大きいようだ。

			　

			　トエスやリンザと比較すると、ファンタルに師事した期間が長いイリーナは、もう少し器用に剣を使うことができた。今、イリーナは、自前の剣とブシェラムヒの剣をそれぞれ片手に持ち、それを使っている。敵の数がむやみに多いこの状況では、片方を牽制に使い、その隙に利き腕の剣で致命傷を与える戦法が有効だった。

			　イリーナはこちらに近寄ってくる敵をできるだけ引き寄せ、相手が飛びかかってくる寸前の間合いを見きって反撃に転じる。力任せに双剣を小蜘蛛の前肢のつけ根に叩きつければ、いきなり切断は無理でも、かなりのダメージを与えることができた。外骨格であるとはいえ、関節部は、比較的柔らかい。切断は無理でも、勢いをつけて叩けば、ひしゃげさせることはできた。つづく第二撃を頭部の根元に、これも力任せに、必要ならば二度、三度と叩き込む。

			　狙うは、首の切断。

			　短時間で相手の動きを封じる手段は、実質的にはそれしかないようだった。基本的に虫類は生命力が強く、致命傷を与えてもしばらくは動き回ったりする。小蜘蛛の重量で闇雲に動き回られても、周囲にいるこちらの迷惑になるだけだ。

			　だから、確実に動きを止める必要があった。

			　実は頭部の切断に成功したとしても、この小蜘蛛の胴体はしばらく動いていたりするのだが、それでも、健常な状態の時と比べれば、ずっと動きが遅いし力も弱くなっている。ある程度弱らせた状態なら、脚の一本でも掴んでひっくり返しておけば、蜘蛛たちはしばらく自力で元に戻ることはできなかった。

			　

			「わっ！」

			「どうしました？」

			「今、糸吐かれた！　なんかベタベタして気持ち悪い！」

			「エルシムさんかゼスチャラにいって燃やして貰って！」

			「いいよ、気持ち悪いだけで、あんまり邪魔にもなっていないし……」

			「あ。一匹しとめ損ねた」

			「こっちで対処します。はいっ！」

			「おお、一撃」

			「相手の注意が別のところに逸れていると、意外に狙えますね」

			「連携した方がいいのかな」

			「二人で組んでやりましょうか？」

			「あ」

			「今度はなに？」

			「槍の柄が折れた。あ、まだ剣もあるから、ぜんぜん大丈夫なんだけど」

			　

			『コツを掴んできたみたいだな』

			『小娘たちか？　あれらは、順応性が高い』

			『で……そっちの具合はどう？』

			『そろそろ魔法使いがバテそうだな』

			『魔力切れ、か』

			　小蜘蛛の群を弾き飛ばしながら、ハザマは少し考える。

			『一騎うちとか申し込んだら、受けてくれるかなあ、あの大蜘蛛』

			『馬鹿なことを』

			　ハザマの思いつきを、エルシムは鼻で笑った。

			『ここまで大がかりな罠(わな)を用意するやつが、今さらそんな申し出を受けてくれるはずもない』

			『だよなあ。で、なんか打開策、あります？』

			『あれの殻に裂け目を入れれば、なんとかなるかも知れん』

			『本当？』

			『あくまで、勘程度の根拠しかないがな。魔力を弾くための仕掛けがあるとすれば、やはり体の表面であると思う』

			　

			「しっかし、多いなあ」

			　ハザマは口に出して、そういう。

			　襲いかかってきた小蜘蛛の体をやり過ごしてその下に潜り込み、脚を掴んだまま、濡れた地面に寝そべって蹴り上げる。小蜘蛛は一度空高く舞い、その後背中から地面に叩きつけられた。蜘蛛たちは、体の構造上、この体勢になるとすぐには起きあがれないらしい。じたばたと脚を動かし、反動を利用してどうにか体の向きを変えようとするのだが、その上にハザマが投げ飛ばした別の小蜘蛛が激突。さらにその上から、ハザマが勢いをつけて踏み潰す。

			　二体もろとも、頑丈な外殻にひびが入った。その上に、ハザマはさらに別の小蜘蛛の脚を掴み、強引に叩きつける。一番下の小蜘蛛の体が完全に潰れ、あたりにおびただしい体液を放出した。ハザマは小蜘蛛の脚を掴んだまま、さらにその体を振り回す。近寄ってきた小蜘蛛が、何体も弾き飛ばされ、遠心力によってハザマが掴んでいた脚の根元がひきちぎれ、小蜘蛛の体があさっての方に飛んでいく。

			　これだけ派手に動いても、ハザマは疲れを感じていない。

			「一発、勝負に出てみるか」

			　ハザマは、そう呟く。

			　ハザマ自身はともかく、他の連中は、これ以上、この戦闘が長期化することに耐えられそうもない。特にリンザたち洞窟衆はまだしも、魔法使いのゼスチャラは、そろそろ魔力が切れる頃合いであるらしかった。エルシムとゼスチャラが、魔法によってかなりの数の小蜘蛛を間引いてくれるから、なんとか今の均衡状態を保持していられるのだ。そのどちらかの魔法が使用不可能となったら、すぐにでもこの場はあの小蜘蛛たちに埋め尽くされてしまう。

			　決意をし、ハザマが、少し離れた場所で高みの見物を決め込んでいる大蜘蛛へと歩み出した時……白く大きな塊が、ハザマのすぐ横を駆け抜けていった。

			　獣だ。

			　それも、かなり大きい。猫科の。白い。

			「なんだ、ありゃあ」

			　呟きつつ、ハザマはその獣のすぐあとに続く。

			　白い獣は、行く手を遮(さえぎ)る小蜘蛛たちをものともせず、鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)に蹴散らして、まっしぐらに大蜘蛛へと向かっていく。その獣の牙と爪は、小蜘蛛たちの甲殻など容易く粉砕できるらしい。

			　その白い獣のおかげで、ハザマもやすやすと大蜘蛛に近寄ることができた。

			「来るな来るな来るな来るなあ！」

			　大蜘蛛の背の上に立った女が、そんなことを喚いている。
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			「このまま、この獣が大蜘蛛を傷つけてくれれば」

			　魔法によるダメージが、素直に通るようになる。そう思うハザマの心中を察してか、その獣は大蜘蛛の前脚にかじりつき、太く長い二本の牙をつきたてて、強引に噛み砕いた。

			　獣は、白いサーベルタイガーだった。

			『あやつを、滅すればよいのであろう』

			　聞きおぼえのある声が、ハザマの脳裏に鳴り響く。

			「あんた……爺さんなのか？」

			『この姿は、ひさかたぶりになるのだがな。わが一族の仇、存分に討ってくれよう』

			　そういうと、白いサーベルタイガー……の姿をしたルゥ・フェイは、軽々と跳躍して大蜘蛛の背中に跳ぶ。

			　そのまま、牙をたて大蜘蛛の背(はい)甲(こう)を噛み砕きはじめた。

			　

			「やめろやめろやめろぉー……」

			　大蜘蛛の背に乗った女が、叫んでいる。

			「なーんちゃって。こちらがまるで備えていないわけなんて、ないじゃない」

			　言い終えるか終えないかという瞬間に、地面から三本の水流が鎌首をもたげた。

			　

			　白いサーベルタイガーが大蜘蛛に取りついた時点で、大蜘蛛を体内から攻撃するための魔法を唱えていたゼスチャラは、急遽、攻撃目標を変更して早口に呪文の詠唱をし、攻撃魔法を発動させる。

			「おいおい！　気をつけろよ、爺さん」

			　そうしてからゼスチャラは、荒い息をつきながら、ぼやいた。

			「あーあ。もう魔力がそんなに残っていないのに、無駄弾撃っちまった」

			　水流が白いサーベルタイガーに届く寸前に、三本もろとも瞬時に凍りついて動かなくなった。

			「でかした、ゼスチャラ！」

			　エルシムが、叫ぶ。

			「あとは任せて、お主は大蜘蛛攻撃に専念せよ！」

			　エルシムはそういうと、意識を集中させる。もともとエルフは、精霊に干渉し自然の中にある力を操ることには長けている。しかし、水妖たちは水の操作に特化している分、影響力も強い。おまけに三人も同時に相手にしなければならないのだ。水に通じる魔力を関知して、その周辺にある水から、魔力による干渉を無効化する……といった作業も、三人分を同時に相手にするとなると、これでなかなか神経を使う。

			　しばらく、エルシムはその仕事に意識を集中させることになりそうだった。

			　

			　魔法使い二人が奮戦している間にも、白いサーベルタイガーは長大な牙を大蜘蛛に突き立てて、甲殻を食い破り続けた。それなりの大穴を開けているはずだが、大蜘蛛の体が大きすぎて、傍目にはその穴があまり大きく感じられない。

			「鬱陶しい！　おやめ！」

			　大蜘蛛の背に乗った女が叫び、

			「離れて……そうね。その男を喰い殺して！」

			　そう、命じた。

			　白いサーベルタイガーは弾かれたように大蜘蛛から離れ、ハザマの方にむき直る。

			「お？」

			　ハザマが、目を丸くした。

			　くふくふくふ、と、女が笑う。

			「なにを驚いているのかしら？　この子はもともと、ルシアナの下僕だったというのに」

			「……ふーん」

			　ハザマは、目を細めた。

			「だとしたら、どうしてこの爺さん、ついさっきまで自由に動けていたんだ？」

			「ふん」

			　女は、ハザマの疑問を鼻で笑った。

			「気力を振り絞って、こちらの呪縛を振り切ったんでしょうね。どんだけしつこいんだか。でも……もう油断はしないから。この子のだけではなく、あんたの影響を受けていない三人も……全力で、動かす！」

			　女の言葉が終わらないうちに、それまで彫像のように静止していたブシェラムヒ、ガズリム、アジャスの三名がぎこちなく動き出す。

			「ほら。本気をだせばこんなもの。あなたのトカゲなんかより、ルシアナの方が数段、位階も経験も多いのだから」

			「バジルの硬直化を力尽くで跳ね返した、ってか」

			　ハザマは、思案顔になる。

			「呑気ねえ！　あなたは、この子。他の小娘たちは、大勢の蜘蛛とこの三人を相手にしなくてはならないというのに！」

			「はぁ？」

			　ハザマは、芝居がかった挙動で、大げさに肩を竦めて見せる。

			「なに、あんた、この程度でおれたちが窮地に陥ったとか絶望すると思ってんの？」

			「あんたがなにを感じどう思おうが、迷わずに殺して蜘蛛の餌にするだけだし！」

			「そいつは、残念」

			　ハザマは、平静な声で答えた。

			「今、バジルの餌になっているのは、あんたの大蜘蛛の方なんだけどな」

			「なにぃ!?」

			　はじめて、女の顔に動揺の色が見えた。

			「トドメを刺す前に長々としゃべくるのは、三下のやることだ。今この瞬間にも、バジルはあんたの大蜘蛛の中を食い荒らしてる」

			　律儀なことに、ハザマは解説をはじめた。

			「こっちでは、位階っていうんだっけ？　あんたの大蜘蛛とバジルとでは、その差が大きいから……一口喰らうごとに、凄い力がこっちにまで流れ込んで来ているな。はは。ほとんどの虫とか無脊椎動物には、痛覚がないんだってな。そのおかげで、自分が食われていることに気づけなかったってわけだ。あんたたちがおれたちを全滅させるか、それともバジルが大蜘蛛の力をその肉ごと食い散らかす方が先か。ここからは、時間の勝負だ」

			「貴様！」

			　はじめて怒りを露わにして、女が叫んだ。

			「ここまで長々と話していたのは！」

			「ばーか。時間稼ぎに決まってんだろ。でなけりゃ殺し合いをしている最中に、こんなおしゃべりにつき合うわけねーじゃん！」

			「そのふざけた男を喰い殺せ、剣牙虎！」

			　白いサーベルタイガーが、ハザマに向かって躍りかかる。

			「おっと」

			　その鼻面に向かい、ハザマは立て続けに何発か、拳を打ちつけた。それで特に弱った様子も見えなかったが、白いサーベルタイガーは軽く頭を振って、ハザマから距離を取る。

			「反射的に手を使っちまったが……こりゃ、手加減しないとおれの拳の方がぶっ壊れそうだな」

			　ハザマは二、三度、軽く手を振ってから、腰の剣を抜いて両手で持った。

			「体重何百キロってサーベルタイガーが相手じゃあ、この剣だって心許ないが……素手よりはマシか」

			　まさか、こんな猛獣とサシで勝負することになるとはなあ、と、ハザマは内心でぼやいた。

			　

			「どうします？」

			「どうするって？」

			「攻撃しちゃっていいんでしょうか、この人たち。一応、味方ということになっていますし……」

			「それよりも、このうち二人は貴族様でしょうが！」

			「まぁ……緊急避難ということで」

			「そうですね。一方的にやられるのも、なんだか癪ですし」

			　一方、リンザ、トエス、イリーナの方も、こちらはこちらでなかなか騒がしいことになっていた。

			　これでも、小蜘蛛たちは以前にも増して群がってくるわ、二人の魔法使いのことは相変わらず守らなければならないわ、さらに加えて、ルシアナの術にはまったブシェラムヒ、ガズリム、アジャスまで据わった目つきでこちらに向かってくるわで、それなりに窮地にあるはずなのだが、今の彼女らからはあまり悲壮な印象は受けない。

			「やっぱり先に、この人たちを黙らせちゃいましょう」

			「そうですね。邪魔ですし」

			「わたしたちが無力化したあと、蜘蛛に噛まれたとしても、それは不可抗力ということで」

			「実際、自分たちと魔法使いの人たちを守るだけで手一杯なわけですし」

			「あ。でも、貴族様が相手だから、なるべく傷つけないようにしないと、あとでどんないちゃもんをつけられるか」

			「では、刃物は使わないことにしましょう」

			「素手で？　というと、あれですか？」

			「実戦で試すには、いい機会でしょう」

			　早口に打ち合わせを済ませ、三人の娘たちは散った。

			　ブシェラムヒ、ガズリム、アジャスの三人は、雄叫びをあげながら、洞窟衆の娘たちに向かっていく。

			　

			「中二的なデザインの動物だよなあ、これ……」

			　目前のサーベルタイガーを見ながら、ハザマは、そんなことを呟く。

			　ハザマは、体重にして何百キロもありそうなサーベルタイガーを見つめる。

			　念のため、バジルに呼びかけてみたのだが……今のバジルは、ようやくありついたご馳走を貪ることに夢中で、こちらにまで干渉してくれる余裕はないらしい。

			　白いサーベルタイガーは低く唸りながら、剣を構えているハザマを警戒するような仕草で、一定の距離を保ってじりじりと弧を描くように移動していた。

			　

			　ブシェラムヒ、ガズリム、アジャスの三人は、当然ながら、洞窟衆の娘たちよりも大きな体を持っていた。

			　しかし、洞窟衆の女たちはバジルの影響により、身体能力がかなり底上げされている。膂力もだが、走力や反応速度なども、とうの昔に常人の域から逸脱していた。

			　娘たちは三人の男たちの脇を楽々とすり抜けて、背後に回る。

			　そして、男たちが反応するよりも早く背中に密着し、腰の下あたりに両腕を回してしっかりと締めつけた。

			「これ、下手をすると頸(くび)の骨を折ることもあるっていってたような」

			「その時は、その時」

			「不幸な事故、ということで」

			　三人の娘たちは、口々に無責任なことをいい放つ。

			　そして、大の男の体を軽々と持ち上げ、そのまま、背を逸らして地面に叩きつけた。

			　

			「そりゃあ！」とか「どりゃあ！」とか気合いをいれながら攻撃魔法を連発していたゼスチャラが、ついに倒れ込んだ。荒い息をつき、全身が汗まみれになっている。

			　無理もないな、と、エルシムは思う。

			　むしろ、よくここまで保ってくれた、という思いの方が強い。限界ギリギリまで、いや、ゼスチャラ個人の限界を超えてまで、魔力を振り絞ってくれた結果だ。

			　あとは、とエルシムは思う。残りの者たちの働きにかかっている。

			　そのエルシムは、先ほどから三体の水妖たちの働きを無効化することに余念がない。正直、それ以外のことに注意を割く余裕がないくらいだ。

			　バジルが健在であれば、あるいは、バジルの力がルシアナの力を凌(りよう)駕(が)していれば、ここまで苦労はしなかったのだが……現実には、今のバジルとルシアナとでは、赤子と巨人ほどの力の差があった。

			　現在、そのバジルは、自身よりも遙かに高い位階を持つルシアナの肉を喰らい、急速に位階をあげている最中であったが。さて、こちらが力尽きるのが先か、それとも大蜘蛛のルシアナがバジルに倒されるのが先か。

			　とりあえず、洞窟衆の娘たちは、三人の男たちを失神させることに成功したらしい。

			　その娘たちは、今、わらわらと群がって来る小蜘蛛の対応に追われている。エルシムやゼスチャラが魔法を使って間引いていない分、大変な数の蜘蛛が押し寄せて来ていた。

			　それでも娘たちが戦意を喪失していないのは、こうしている今も、バジルが急成長中であり、ハザマと絆を結んでいる者たちに活力を供給している最中だからだろう。

			　肝心のハザマはといえば、現在、白いサーベルタイガーと決闘中であった。

			　

			「……よっ、と」

			　ハザマは、剣の切っ先をサーベルタイガーに向けて牽制しながら、なんとかやり過ごしている。

			　正面から猛獣と睨み合いを続けるのは神経が削られるものだが、この動物は、巨体の割には突進力に欠けているように思う。こちらに向かってくる度に、鼻先に剣を叩きつけてやると、怯んだように後退してしばらく様子見に入るのだ。

			　もちろん、ハザマにしてみれば、極端な興奮状態にあって手がつけられなかったりするよりは、御しやすい今の状態の方を歓迎したいわけだが。おれとしても、別に爺さんを傷つけたいわけでもないしな、と、ハザマは思う。

			　時間が経てば経つほど、バジルは強力になり、逆に、ルシアナの力は衰える。このまま時間を稼ぐことができるのであれば、ハザマにとっても、その方がありがたいのだった。

			　今この瞬間にも、バジルの力が刻々と増していることが、ハザマには体感できた。バジルがあの猪首人を喰らった時の五倍、いや、十倍以上の手応えがある。

			　そのおかげで、ハザマの体にも活力が満ちており、今の窮状を窮状と感じることができないでいた。緊迫した状況下にありながら、ハザマは、この場で歌い出したい衝動を押し殺すのに懸命だった。

			　それくらい、上機嫌だった。

			「はっ。ほっ。ほっ」

			　敵の動きに応じて、ロングソードを突く。薙ぐ。体を、かわす。牽制し、翻弄する。

			　などのことが自在に、何の苦もなくできるようになっていた。

			　至近距離にいるサーベルタイガーを相手に、である。

			　しごく冷静に、

			「一度でも捕まったら、終わりだ。それだけの体重差、膂力差がある相手だから。だからどこまでも、いつまでも避け続ける」

			　と、判断している。

			　むろん、「本当に自分の身が危ない時」には、目前のサーベルタイガーに危害を加えることに躊(ちゆう)躇(ちよ)するつもりはない。しかし、このサーベルタイガーの正体が、実は萎びた小さな老人であることを知っているハザマとしては、本当に「ヤバい」事態にでもならない限り、積極的に傷つけるつもりもなかった。

			　時間。

			　今、ハザマが欲しているのは、なによりも「時間」なのだ。

			　バジルが大蜘蛛の血肉を喰らい尽くすまでの時間を、ハザマは、なによりも欲していた。

			　

			　どれくらいの時間が経ったのだろうか。

			　ハザマが体感するところによれば随分と長いように思えたのだが……その実、せいぜい数分といったところだろう。ある異変が起こった。

			　ハザマは、視界の隅に動く影を関知して、そちらにも若干の注意を向ける。サーベルタイガーの動きを牽制し、攻撃を避けつつであるから、多少気になることがあっても、そちらにばかり気を取られるわけにはいかないのだが。

			「うお！」

			　奇声を発して、ハザマは、すんでのところで頭上から振り下ろされた大蜘蛛の脚を避けた。

			「おっ、とぉっ！」

			　サーベルタイガーの相手をしながら、ハザマは、次々と振り下ろされる大蜘蛛の脚を、ことごとく避ける。

			　大蜘蛛の様子が、おかしい。

			　欠けずに残った脚をすべて動かし、しかし、明確な意思を欠いているように見えた。無秩序に動かしているようにしか見えない。その証拠に、大蜘蛛は周囲にいた小蜘蛛たちを蹴散らし踏みつぶしていた。背に乗っていた女も、悲鳴をあげながら振り落とされた。

			　明らかに、錯乱した動きに思えた。

			「バジルが、確実に浸食しているってことかね」

			　嘲りを含んでそう吐き捨てて、ハザマは大蜘蛛から距離を取った。いくら大きくても、こんな単調な動きである限り、ハザマ自身が大蜘蛛から直接被害を受ける心配はない。

			　

			「うっ」

			　洞窟衆の娘たちによって意識を奪われた、ブシェラムヒ、ガズリム、アジャスの三人のうち、最初に意識を取り戻したのは、ガグラダ族のアジャスだった。三人の中で一番軽装であったアジャスが最初に意識を取り戻したのは、皮肉といえば皮肉な事態ではあったが、ただ単純に、「打ちどころが良かった」程度のことが原因であろう。

			　アジャスは、薄目を開け、目の前にあるものが一体何なのか、しばらく理解ができなかった。

			　全長一メートル以上もある大きさの生きている蜘蛛を、真下から見る機会はそうそうないはずだから、はじめて「それ」を目の当たりにしたアジャスが、しばらく正体に気づかなかったのも無理はない。数秒、目と口をぽかんと開け、ようやく頭に血が巡っていくらかはマシな思考を回復すると同時に、アジャスは恥も外聞もなく、

			「うわぁぁぁ！」

			　と、大声を出して跳ね起きた。

			　もちろん、アジャスの上に乗っていた小蜘蛛も、その動作によって振り払われる。アジャスはすぐそばの地面に落ちていた自分の山刀を見つけると素早くそれを拾い上げ、動揺のままに手近にいた小蜘蛛に向かって何度となく振り下ろす。しばらく、八つ当たり気味に小蜘蛛たちに鬱憤を向けたあと、ふと我に返れば、周囲の様子がひどく違って見えることに気づいた。

			　まず、小蜘蛛たちの動きに、一貫性がなくなっている。

			　アジャスが意識を失う前は、魔法使いたちという明確な目標に向かって集まってきていたのだが、今の小蜘蛛たちは、無秩序に蠢(うごめ)いているだけだった。

			　次に大蜘蛛だが、これも、どう見ても、意味もなく脚をバタつかせ、あっちからこっちへ、こっちからあっちへと無駄に歩き回っている。その巨体ゆえ、下手に近づいて踏みつぶされたりしたらひとたまりもないだろう。が、逆にいえば、近づきさえしなければなんの被害も受けることはない。

			「いやぁぁぁ！」

			　どこか遠くから、そんな、悲痛な響きを伴った女の声が聞こえる。

			「ルシアナが！　ルシアナの声が、どんどん遠く、小さくなっていくぅ！」

			　アジャスには、その言葉の意味するところが理解できなかった。

			　理由はわからないものの、今、蜘蛛たちの統制がほとんどなくなっていることだけは、確かなようであった。だとすれば、アジャスとしては、自分が本来やるべきだった仕事を再開するだけのことである。

			「……そらよっ！」

			　好戦的なガグラダ族の常として、アジャスはもともとシンプルな気性の持ち主だった。複雑な思考や策略を玩(がん)弄(ろう)するよりも、もっと直感的にわかりやすい目標へ向かって邁進することを得意とする。目の前には倒すべき敵がいて、今のアジャスは、その敵を倒すことが可能な位置にいる。

			　ならば、やるべきことは一つであった。

			　アジャスは持てる力を振り絞って右往左往する小蜘蛛たちを解体していく。

			　

			　相変わらず魔力切れでへばっているゼスチャラを尻目に、エルシムは先ほどから水妖の攻撃を無効化する仕事に余念がない。

			　エルシム生来の、エルフの巫女としての精霊との親和性を適用すれば、水妖の水を使った攻撃を霧散することは不可能ではない。しかし、三人同時に相手をしなければならないということと、操作者がここから離れた場所にいて、いつどこで仕掛けてくるのかわからないという二つの要因が、エルシムの神経をことさらに疲弊させた。

			　喩えるのなら、「いつ終わるとも知れない、ミスが許されないモグラ叩き」を継続的に続けるようなもので、もちろんこのような事態に直面すれば、エルシムでなくとも精神的にクるものがあるはずだ。

			　そこでエルシムは、

			「ええい、まだかっ！」

			　と、これで何度めになるのかわからない悪態を、心中で吐く。

			　エルシムの精神的な視力によれば、大蜘蛛ルシアナの力は急速に衰え、代わりに、ルシアナの体内で感じるバジルの位階は急速に跳ねあがっている。大蜘蛛ルシアナは、今、盛大に何本か欠けた脚をバタつかせているが、これは半ば断末魔の叫びに相当する悪足掻きだろう。

			　このまま放置しておいても、大蜘蛛ルシアナはいずれ息絶える。そのはずであるが、それまでこちらが今の態勢を保持できるかというと、これもまたかなり怪しい。ルシアナがすでにそんな状態であるというのに、水妖の操作者たちはまだルシアナの影響下から脱することができないようだった。あるいは、最後に受け取った指令通りに動いているだけなのか。

			『ということで、なにか手だてはないか？』

			　以上のような現状をごく短く説明し、エルシムはハザマに意見を求める。

			　エルシム自身はすでに手一杯なので、実質的には、

			「そちらでなんとかしろ！」

			　と要請したのに等しいわけだが。

			　

			『と、いわれてもなあ……』

			　ハザマはハザマでルゥ・フェイの化身である白いサーベルタイガーの相手をしている最中であり、とてもではないが、すぐに手が放せる状態にはない。

			『とりあえず、リンザ、トエス、イリーナ。ブシェラムヒとガズリムを叩き起こしてくれ。せっかくここまで連れてきたんだ。そいつらにも少しは役に立って貰わないとな』

			　まず、洞窟衆の娘たちに、そう指示を飛ばした。

			　ガグラダ族のアジャスはすでに目を醒ましていて、特にルシアナの影響もなく動いているようなので、あとの二人を起こしても問題はないだろう。

			　あとは、駄目でもともと。

			『おい！　お前ら！　いい加減、我に返りやがれ！』

			　やるだけ、やってみるか。そう割り切り、ハザマは水妖の操作者たちに心話で呼びかける。

			『ルゥ・フェイの爺さんは、ごく短い時間だったがルシアナの支配から脱することができた！　お前たちにそれができないとはいわせねーぞ！　それともなにか？　ここでおれたちが全滅して元の黙阿弥、またルシアナのいいようにコキ使われる生活に逆戻りしてもいいってのか！　よく聞け！　ここが正念場だ！　本当に自由になりたかったら、根性を見せてみろ！　ルシアナの支配から自分の意志の力で脱し、ルシアナに、一矢なりとも報いてみやがれ！』

			　ハザマの心話による呼びかけが奏功したのか、どうか。とにかく、少しの間、水妖たちの動きが止まり……そのあとで、三体の水妖が、今度は大蜘蛛ルシアナの巨体の中で暴れだした。

			　大きさを除けば、ルシアナの体はほぼ通常の蜘蛛と同じ構造をしている。つまり、外骨格の中は筋や神経や内臓、それに、その重量の大部分を占有する体液によって構成されている。

			　その体液が、三体の水妖によっていいように撹拌され、分断され、破砕されていく。

			　大蜘蛛ルシアナの、生命体としての構造が、ごく短い間に破壊され、本来の機能を喪失していった。

			　

			「終わったな」

			　深い息を吐いてから、エルシムはそう口に出した。

			　エルシムの、巫女としての視力は、大蜘蛛ルシアナの気配が、急速に、「この世」から離れていくのを感じていた。水妖がルシアナの支配を離れた今、もはや、エルシムが忙しく働く必要もない。見れば、白いサーベルタイガーもルシアナの影響力から解放されたのか、所在なげな様子でうろついている。

			　ブシェラムヒとガズリムの二人は、洞窟衆の娘たちに乱暴に叩き起こされて、首を振りながら起きあがっているところだった。

		

	
		
			　

			幕間　崩御の夢

			　

			　長く山地に君臨し、人間を含む多くの生物を多数支配してきたその生命体は、今、生命を失いかけている最中であった。その、人間たちにルシアナと呼ばれていた生物は、ヒトのような知性こそ持たなかったものの、紛れもなく山地に君臨していた。

			　知性を持たないルシアナは、最初から他の生物を支配しようとしていたわけではない。ただ、生来他の生物を操る能力を持っていたがために、自身の生命維持に都合のよい環境を構築していく過程で、自然と多くの生物を魅了し、都合よく動かしていた。その中には、ヒトも含まれている。

			　ヒトを含む多数の生物を自分と眷属のために動かしていくうちに、ルシアナは自分が持つ知性を、限定的にだが自分も使えるようになっていることに気づいた。いつの間にか他の生物との紐(ちゆう)帯(たい)を強くする術を身につけていたらしく、特定の体質を持つヒト族と思考や記憶を共有できるようになっていたのだ。そうなってはじめて、ルシアナは自身が生物として異常な存在であることを自覚した。

			　ルシアナと繋がることができるヒトはそう多くはなく、あまり長持ちもしなかった。そのためルシアナは、自分と繋がりやすい個体を継続的に確保するため、自然とそれまで以上にヒトの社会に介入するようになった。一度知性という果実の味を知ってしまったルシアナは、自分の中から知性が消えてしまう事態を恐れた。そうした資質を持つヒトが常に都合できるわけではなく、ルシアナは何度か、記憶の断絶を経験している。ルシアナはヒトのような人格を持つわけではなかったが、記憶が途切れればそれ以前の自身についてさえおぼつかなくなる。

			　最初は見込みのありそうな若い個体を供(く)犠(ぎ)として自分に捧げさせ、途中から資質のある者同士をかけ合わせて、その資質を太くしながら次代に伝えるような仕組みを整えた。ルシアナは何度か自分の半身とともに知性を失う経験を経て、どうにか安定的に半身を供給し続けることに成功した。

			　それも、もう終わりだ。

			　薄れゆく意識の中で、ルシアナはそう感じている。ルシアナは、トカゲの形をした異物により、体内を食い荒らされている最中であった。トカゲの形をした異物、バジルは体内を食い荒らしながら、その存在感をより確かなものにしている。

			　強力になっていく異物により体内を食い荒らされながら、ルシアナは次第に死んでいく自身について、ぼんやりと自覚していた。

			　これまで何世紀も生を全うしてきたルシアナにとって、死とは、自分には縁がない、身近ではない概念といえた。自分以外の生物はすぐに、それこそめまぐるしく生まれては死んでいく。

			　しかしその死が、生命の終焉がここに来て自分の身に降りかかるとは！

			　後悔でも怒りでもなく、ルシアナは不思議な諦(てい)観(かん)の中で、自身の死を、生命が尽きていく過程を観察している。

			　次第に希薄になっていく意識の中でルシアナは、現在の半身が泣きじゃくっていることも感じていた。

			　この娘は、なにを嘆いているのだろうか。

			　そう、不思議に思う。

			　生命を失いかけているのはこのルシアナであり、半身の娘ではない。これまでルシアナは同じような半身を何人も看取ってきたが、その時に悲しいと思ったことはなかった。ルシアナは所詮ヒトではなく、悲しみを含むヒト的な感情を正確に理解してはいない。ルシアナは、自身以外の生命が失われていくのを目の当たりにして、それがために動揺をするという機序が理解できなかった。生命とはいずれ失われる物である。そうでなければ別の生命の糧となることができない。生まれることも死ぬことも普遍的な自然現象にすぎず、それにより感情を動かされるということが、よく理解できなかった。

			　嘆くことはない。

			　自分の半身である、あった娘に、ルシアナはそう語りかけたかった。

			　自分の死は、これまで長く遅延をしていただけだ。生物としては、ごく普通の変化である。特殊な存在であるこのルシアナも、その例外ではなかったというだけだ。

			　この思念はしかし、半身の娘にどこまで伝わっているのだろうか。

			　薄れゆく意識の中で、ルシアナはそんな疑念を持つ。

			　それももはや、どうでもいい。

			　このルシアナという比類なき、特殊な個体は、ここで終わる。その終わる個体にとっては、すべてのことが意味を持たなかった。なんらかの意味を求めなければならないのは、どちらかといえば、これからも生命を継続していかねばならない、この娘の方だろう。

			　この半身の娘は、これから同族であるヒトの群れの中で、うまくやっていけるのだろうか。

			　それを考え心配をするのは、死んでいく自分の役割ではない。

			　これから自身の生を全うしていかなければならない、半身の娘が判断し決断をするべきことだった。

			　なぜか生まれ、どこかで死ぬ。

			　どちらも理由がなく突然であり、それは、ルシアナにしてみれば自明のことでもあった。

			　自分だけがその法則から逃れられるとは、ルシアナは少しも期待していなかった。

			　ただ生き、今死ぬ。

			　それだけのことだ。

			　そんな思考をもてあそびながら、ルシアナはその長い生涯を終えた。
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